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星城大学経営学部アドミッションポリシー 

 経営学部は、次のような学生を求めて、多面的・総合的な評価制度を入学選抜の基本的方針とします。 

 

【求める学生像】 

1）前向き・積極的で、チャレンジ精神を持った人 

2）向上心があり、主体的に学修を取り組む人 

3）異文化や現代社会のさまざまな事象に関心を持つ人 

 

【入学までに身につけておくべき知識・能力等】 

1）クラブ活動やボランティア活動など課外活動への参加体験を通じて身につけた、多様な人々との協働活動に

前向き・積極的に参加する意欲とチャレンジ精神 

2）主体的な授業参加や適切な課題提出を通じて身につけた基礎的な知識と技術 

3）探求的な学びとその成果発表を通じて身につけた思考力・判断力・表現力 

4）国内外の出来事に関心を持ち、市場動向や国際社会の変化に注意深く観察する姿勢 

 

【入学後に求められる態度等】 

1）講義のみならず、クラブ活動やボランティアなどの社会活動など、正課外の多様な活動に主体性を持って参

加し、多様な人々との協働を通して人間性を磨く。 

2）入学後も講義や課題に真剣に取り組むことで、知識と技能のみならず、知識・技能の使い方を修得する。 

3）生涯を通して学び続けるために、思考力・判断力・表現力を伸ばし、学び方を学ぶ。 

4）留学プログラムやインターンシップなど、異文化や現代社会の事象に触れる学修機会を通して価値観と視

野を広げる。 

5）本学の建学の精神に共感し、1）から 4）を通して「自分づくり」を確立していく。 

 

星城大学経営学部カリキュラムポリシー 

 経営学部がディプロマポリシーに掲げる人材を育成するため、次のような教育内容、教育方法、学修成果の評

価の方針に沿ったカリキュラム編成と教育を行います。 

 

【教育内容】 

1）経済社会の多様なニーズに対応するため、多様化する経営分野の学びにより専門性を深め、ビジネス社会に

おける実践力を高める。 

2）報謝の至誠・感謝の真心、幅広い教養と経営専門能力を育成するため、カリキュラムに共通科目群、専門科

目群を設定するとともに、経営学の学び分野ごとに推奨する科目群も設定する。 

3）自分の世界観を確立し、また、グローバル社会に対応するため、語学力を重視するとともに、積極的に異文

化交流を推進する。 

 

【教育方法】 

1）1年生からゼミナールなどの演習による学生への個別指導を行い、また面談などを通じて、学生との質疑応答

形式などにより個々の学生に応じた教育を推進し、学生の思考力やコミュニケーション能力、プレゼンテーシ

ョン能力などを高める。 

2）企業や地域社会、国際社会などの仕組みを理解できるセミナーやインターンシップ、演習、キャリア教育に

より実践力や社会的基礎力を高める。 

3）卒業論文の作成により主体的な学習や研究を促進し、思考力、創造性、ITの活用能力を開発するとともに、

発表や優秀論文の顕彰を通じて、その水準の向上を図る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

【学修成果の評価】 

1）シラバスに単位取得の条件を記載し、出席や授業態度を含む厳格な成績評価を行う。 

2）GPA、卒業論文審査（主査と副査による）等により厳格に達成度を評価する。 

3）進級規定を設けて、到達度を評価する。 

 

星城大学経営学部ディプロマポリシー 

 経営学部は、星城大学の建学の精神「彼我一体（報謝の至誠・文化の創造・世界観の確立）」に基づき、報謝

の至誠・感謝の真心を持ち、真摯に他者と自己と向き合い、力を尽くして目標に向って行動する、信頼できる人

柄とビジネス社会で活躍できる生きた知識と能力を備えた即戦力のある人材の育成を教育の目標としています。 

このような人材とは、絶えず変化していく社会の要請に対応できる広い視野と企業経営の専門知識、豊かな人

間性と実践力、高い IT技能、語学力、教養、現代社会に通用する実践力、異文化に対する強い包容力を持っ

て、国際社会で活躍するとともに、地域の経済社会の発展を牽引することができるような人です。 

この目標を達成するためのカリキュラムで学修することによって、以下の能力・資質を身につけることができ

ます。経営学部で所定の卒業要件を満たした学生には、学士の学位が授与されます。 

 

【知識・技能】 

修得した経営学の知識と管理の技能により、文章力や課題を解決する能力を身につけている。 

 

【思考力・判断力・表現力】 

1）卒業論文の作成を通じて身につけた、論理的な思考力や創造性を発揮できる。 

2）組織社会において協調性や表現力、コミュニケーション能力を発揮できる。 

 

【主体性・多様性・協働性】 

多文化社会に適応し、他者に対する思いやり、報謝の至誠と感謝の真心を持ち、企業や社会のルールや 

マナーを理解し、行動できる。。 
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学長 赤岡 功 

大人気の星城大学 

昨年 4月、入学定員 300名の星城大学経営学部に入学した学生は定員より 40 名も多い 340 名 

でした。リハビリテーション学部も評判は高く、勉学意欲の旺盛な学生が数多く集まっています。 

考え学ぶに絶好の名古屋丸の内キャンパス、本部東海キャンパス 

星城大学には、名古屋の中心丸の内と東海市にキャンパスがあります。名古屋丸の内キャンパスは、

信長が幼い時代に付近をかけめぐり、真価を疑われていたほどの天才を育んだ名古屋城の「三の丸」近

くにあります。長じてからの信長は、市場競争が富を生むという、アダムスミスの理論につながる「楽

市楽座」を戦国時代に実施し、得た富で買った銃の集団的使用など、シュンぺータにつながる数々のイ

ノベーションを駆使し天下の覇者の道を走りました。 

名古屋丸の内キャンパスでは、信長の思考・行動を思えば、政治経済経営の理解への良い手がかりを

感得できる機会にめぐまれると思います。 

他方、本部東海キャンパスでは、国連が 2015 年に掲げ、2030 年までに世界が達成すべきと 

した SDGｓ(持続可能な開発目標)17 の目標の、「貧困の克服」、「飢餓をゼロに」、「女性にも教育を」、「働

きがいも経済成長も」、「海、陸の豊かさを守ろう」等々の目標の多くを、なんと東洋の日本で、しかも江

戸時代に、今の東海市出身の儒学者細井平洲師とその門人上杉鷹山公が、世界に先駆けて取り組んで、成

果をあげていたことを知り感動することでしょう。 

そして現代。本部東海キャンパスでは、鉄鋼を中心とする世界の大工業地帯が三重のグリーンベルト

で囲まれ、夜には溶鉱炉のうえに、星が輝き、朝夕は鳥が飛び、池や小川ではカモが子育てし、カブトム

シや昆虫も豊富で、工業と自然と人々の生活が共存しているのを見ながら勉学できるのです。星城大学

に来られた外国の大学関係者は、これをお知りになるとみんな感激なさいます。この興奮を味わいなが

ら学生生活をお送りください。 

全学生が卒論を書いて卒業：星城大学の誇り・すばらしさ、学生および教員・職員の楽しみ 

星城大学では、全学部・全学生が卒論を書いて卒業します。卒論を書くのは学生も大変ですが、指導す

る教職員も大変です。それで最近は、卒論を取りやめたり、レポートにする大学が増えています。しか

し、大学は創造的に課題を解決できる人を育てるのがその最大の役割です。 

社会には解決が困難な問題がむしろ増えています。それで、卒論の重要性はたかまっています。 

卒論を書くには、アカデミックな正しいやりかたで課題を見つけ、それを解くために研究し、解決方法を

見つけ論証、あるいは実証し、その有効性を示し、結論を出し、それを吟味・検討し文章にまとめ、論文

発表会でプレゼンテーションし、質疑応答します。学生たちの努力の結晶である貴重な卒論は、論文集に

まとめ、一般の人が読めるようにします。 

 本学の学生は、すべて親切で行き届いた指導を受けますから全員卒論が書けます。そして、長文の文章

力も、プレゼンテーション力もディベート力もつきます。安心し、楽しみにし、卒業論文を誇りにしてく

ださい。 

教員の研究力は高い 

 学生の卒業論文指導がよくできるには、教員の研究力が高いことが必要です。大学の研究力の良い指

標は文部科学省と日本学術振興会の科学研究費補助金（科研費と略称）の採択状況といわれます。2021

年 1 月公表のデータによって東海 4 県の 65 私立大学について教員一人当たりの科研費採択率を見ます

と、本学は 28.07％で第 9 位でした。相当高いといえます。本学の学生は良い研究指導をうけられるの

で、いい卒業論文が生まれると思います。 
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1．学部・学科について                      

（1） 学部・学科・専攻案内 

星 城 大 学 

SEIJOH UNIVERSITY 

 

経 営 学 部

経 営 学 科

リハビリテーション学部

大学院 健康支援学研究科

マーケティング分野

会計・ファイナンス分野

IT経営分野

国際ビジネス分野

観光・まちづくり分野

医療マネジメント分野

・スポーツビジネス分野

スポーツマネジメント分野

女性キャリアマネジメント分野

現代経営系

健康マネジメント系

理学療法学専攻

作業療法学専攻

リハビリテーション学科

健康支援学領域

本部東海キャンパス

名古屋丸の内キャンパス （本冊子中では丸の内キャンパスと示す）

経 営 学 部

経 営 学 科
＊上記経営学科開講分野のうち、一部を開講。

＊

大学院 健康支援学研究科 健康支援学領域

・スポーツマネジメント分野
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1．学部・学科について 

（2） 学び分野の説明（学び分野カリキュラムポリシー） 

マーケティング分野（教職課程：高等学校教諭一種免許 公民） 

マーケティングは単にモノやサービスをどのように売るか、そのための仕組みを作るのを考える

だけではなく、その前提になる顧客満足の観点から消費者の真の満足が得られ、人も、社会も、企

業もともに発展できるような概念と方法論を考えるのが経営におけるマーケティングの真の役割で

あります。本分野では社会人に欠かせない「創造力・提案力・交渉力」の起点であるマーケティン

グ能力、視点を身につけることを主眼とし、製品創造や企画から広告、流通、販売の分野にいたる

まで、幅広く役立つ実践的なスキルを養い、企業の即戦力となる人材になることを目指します。 

分野推奨科目： 商業論、経営組織論、マーケティング論、流通論、マーケティングコミュニケーション 

 

 

会計・ファイナンス分野（教職課程：高等学校教諭一種免許 公民） 

財務諸表が使える人材の育成を目標に、コース推奨科目に加え、所有と経営の分離にもとづく

出資者（株主、債権者）保護、経営者の機関による統治など企業構造の基本を学ぶ「会社法」を推

奨科目としています。これらの知識・理論を活用する場として、専門演習（ゼミ）では主として研究

発表を通して問題の発見、分析、解決、表現のスキル向上を目指します。 

分野推奨科目： コーポレート・ファイナンス、簿記論、金融論、会社法、管理会計論 

 

 

女性キャリアマネジメント分野（教職課程：高等学校教諭一種免許 公民） 

グローバル化、デジタル化、少子高齢化など目まぐるしく変わっていく現代において、女性の果

たす役割は重要度を増しており、活躍の舞台も広がってきています。経営学の基礎に立って、ジ

ェンダー論・キャリアモデル論・女性経営者論等々の学びをもとに社会で活躍している先輩との交

流や多様な実践的経験を深めます。それによってキャリアアップを目ざし、公私ともに充実した人

生を送るために、「私のライフプラン」の確立を図ります。 

分野推奨科目： 女性経営者論、事業構想論、起業実務、経営戦略論、ベンチャービジネス論 

 

 

IT 経営分野（教職課程：高等学校教諭一種免許 情報） 

AI（人工知能）や IoT（モノのインターネット）、ビッグデータなど、IT（情報技術）や ICT（情報通

信技術）の知識を正しく身につけ、うまく使いこなすことが、企業経営や自己実現に不可欠な能力

になりつつあります。IT 企業のようなシステム開発を行う会社だけでなく、製造業や流通業、サー

ビス業など、ほとんどの業界で、将来、IT スキルを備えた人材が数十万人単位で不足すると予測

されています。IT経営分野では、「IT スキルを身につけたビジネスパーソン」として、「経営学の知

識を身につけた IT技術者」として、幅広い分野で活躍できる人材を目指します。 

分野推奨科目： 経営情報論、eビジネス論、情報ネットワーク論、情報システム、データベース論 
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1．学部・学科について 

 

国際ビジネス分野（教職課程：高等学校教諭一種免許 公民） 

確かなグローバルスキルで、世界を諸君のフィールドにさせることは本分野の狙いである。日本

企業は新興国の台頭に伴い、その国際競争力が各国から注目され、リーダーシップも求められて

います。国際ビジネス分野では、企業の挑戦、国際ビジネスの動向や将来の課題、各国・地域の

経済と変動の読み方を学び、国際経営・異文化経営理論に対する理解を深め、共通言語に慣れ

親しみ活動の幅を広げます。 

分野推奨科目： グローバルマネジメント、TOEIC聴解、国際労働、ビジネス英語、日本経済論 

 

 

観光・まちづくり分野（教職課程：高等学校教諭一種免許 公民） 

地域社会においては、環境保護、高齢者・障がい者の介護・福祉から、子育て支援、まちづくり、

観光等に至るまで、多種多様な社会課題が顕在化しつつあります。このような地域社会の課題解

決に向けて、住民、NPO、企業など、様々な主体が協力しながらビジネスの手法を活用して取り

組むのが、ソーシャルビジネスやコミュニティビジネスと呼ばれる新しいビジネス領域です。 

 「地域経営」の視点を採り入れ、地域産業、観光事業、公共政策、SDGｓ経営、都市・地域計

画など幅広く学ぶとともに、実際の「まち」を題材にフィールドスタディを取り入れながら、スタートア

ップとなりえる人材育成を目指します。 

分野推奨科目： まちづくり論、中小企業経営論、観光学概論、経済政策、観光事業論 

 

 

医療マネジメント分野（教職課程：高等学校教諭一種免許 公民） 

よりよい医療を提供する組織運用管理を学び、「医療を変える仕掛け人」養成を目指します！ 

日本においても病院管理者（理事長、病院長、副院長）、医療経営・管理者の養成が急務です。

今日、専従医療安全管理者、認定医療メディエーター（医療対話促進者）、認定医療クオリティ・

マネジャー等専門家配置義務化、さらに恩賜財団済生会各病院をはじめ「医療マネジメント職」な

ど専門職として位置付けられました。 

医療マネジメント分野では上級救命講習修了認定証全員取得、学問体系的に学び、実践力、

対話力、組織力強化により新たな医療専門職の養成を目指します。 

分野推奨科目： 医療管理学、医療経営システム論、社会保障論、患者安全管理学 

医療コミュニケーション学 

 

 

スポーツマネジメント分野（教職課程：中学校・高等学校教諭一種免許 保健体育） 

スポーツ技術の向上のために。チームづくりのために。楽しくスポーツができる環境をつくるため

に。これからはスポーツに「マネジメント（経営）」視点を取り入れ、考えることが必要です。将来、保

健体育教員やスポーツ指導者、専門家として、またスポーツに関連する企業や施設など、スポー

ツを支える場で活躍できる人材を目指します。 

分野推奨科目： 運動・スポーツ生理学、生涯スポーツ論、トレーニング論 

スポーツマネジメント論、コーチング論 
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2．学生生活の基本                        

（1） 学生証（身分証明書） 

  ① 学生証は、本学学生の身分を証明すると同時に、定期試験を受験時や学内の諸施設を利用

する際に必要です。学籍番号は、授業・定期試験・事務諸手続き等幅広く使用しますので、

暗記してください。 

② 学生証の有効期限は 4年間です。 

③ 他人に貸与、譲渡するなどの行為は禁止です。不正使用は絶対にしないでください。 

④ 定期試験時に学生証を忘れた場合 

「仮学生証」を学修支援課・丸の内キャンパス事務室にて発行いたします。 

※身分証明書（免許証、健康保険証等）の提示が必要です。 

⑤ 卒業、退学、転学、除籍等により学籍を失う場合は、返却していただきます。 

 

 汚損・紛失した場合 

速やかに学修支援課・丸の内キャンパス事務室で、再発行の手続きをしてください。 

 

 

 

 

 

【学生証番号の見方】 

学籍上の個人番号を記号（符号と数字）で表し、各自 7桁の学生証番号が記載されています。 

2 1 1 9 9 9 5 

先頭の 2桁：入学年 21 → 2021年入学 

続く 1桁：在籍学科名 1  → 経営学部経営学科 

2  → リハビリテーション学部理学療法学専攻 

3  → リハビリテーション学部作業療法学専攻 

続く 3桁：学科別五十音順学生番号（網掛け部分） 

最後の 1桁：誤動作防止用チェック桁 

 

（2） Active Academy Advance による連絡 

本学では、学生生活をおくる上で最も重要な機器はパソコンです。パソコンを使用して、

Active Academy Advanceを活用することが、必要になります。 

【お知らせ機能】 

教員・事務局から学生への連絡・伝達（試験・休講・補講・行事等）は Active Academy 

Advanceで行っています。連絡には、重要な内容も含まれます。必ず、毎日確認してください。 

※ 掲示板・ホームページに記載されている連絡事項にも注意してください。 

※ 大学に掛かってきた外線を学生に繋ぐことはやむを得ない事情以外は取り次ぎません。 

また、学生宛ての郵便物も正規に登録された団体以外のものは、一切取り扱いません。 

【その他の機能】 

履修登録をする、成績を確認する等 

 

 

 

申込用紙 ： 学生証再発行願 

手 数 料 ： 500円 

交 付 日 ： 7日後 
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2．学生生活の基本 

（3） 新型コロナウイルス感染症対策の基本的事項 

 

新型コロナウイルス感染症は未知の感染症です。国内外の感染状況を見据えると、社会全体として長期的な

対応が見込まれます。 

皆さんは入学後も日常生活において「3つの密を徹底的に避ける」「人と人との距離の確保」「マスクの着用」

「手洗いなどの手指衛生」などの基本的な感染対策を実施してください。また、政府の示す「新しい生活様式」

を実践し、自らを守るとともに他者にも感染させないよう徹底してください。 

 

学生は以下の本学が掲げる感染症対策の基本的事項を十分に理解し、実践してください。 

 

（1） 3密（密閉・密集・密接）の回避 

  ① 換気の徹底（密閉） 

    ア. 気候上、可能な限り常時換気を行ってください。 

    イ. 常時換気が難しい場合は、1時間おきに数分程度 2方向の窓を開けて換気してください。 

  ② 人と人との距離の確保（密集の回避） 

    ア. 人と人との接触を避け、間隔をできるだけ空けてください。（最低 1 メートル） 

    イ. できるだけ人との接触機会を減らしてください。（オンラインツール等の活用） 

  ③ マスクの着用（密接場面での対応） 

    ア. 外出時、キャンパス内では常時マスクを着用してください。 

    イ. 夏季の気温・湿度が高い中でのマスク着用時はこまめに水分補給を心掛けて、熱中症予防に留意

してください。 

 

 

（2） 手洗い、消毒の徹底 

  ① ハンドソープ等による手洗いやアルコールによる手指消毒を励行してください。 

  ② 装置や物品等を共用する場合は使用後に消毒し、手洗いを徹底してください。 

 

 

（3） 咳エチケット 

  マスクを着用せず、咳、くしゃみをする際はティッシュやハンカチ、袖や肘の内側を使い、口や鼻を抑えて

ください。 

 

 

（4） キャンパス入構時の手順 

  8, 9ページ 「新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針のフローチャート」参照 

  （感染状況によって、指針を変更する場合があります。現在の指針は 2021年 4月 1日現在） 

 

 

（5） 風邪症状が見られる場合の対応 

  ① 咳、発熱等、風邪症状が見られる場合は無理をせず、自宅療養してください。別途、医師からの指示

がある場合は従ってください。 

  ②毎日、体温や症状等を記録し、必要に応じて学修支援課に相談してください。 
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2．学生生活の基本 

 

（6） 感染が疑われる場合の対応 

10ページ 「感染が疑われる場合の対応フローチャート」参照 

（感染状況によって、指針を変更する場合があります。現在の指針は 2021年 4月 1日現在） 

 

  次のいずれかに該当する場合は速やかに「愛知県新型コロナウイルス感染症対策サイト」にある最寄りの

保健所に相談してください。（該当しない場合の相談も可能） 

① 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の症状のいずれかがある場合 

② 比較的軽い発熱や咳などが続く場合 

（症状が 4日以上続く場合は必ず相談してください。症状には個人差があります。症状が重いと感じたら

速やかに相談してください。解熱剤を飲み続けていて症状が変わらない方も同様） 

 

 

 

 

※愛知県外の在住者は近隣の保健所に相談してください。 

 

相談の結果、新型コロナウイルス感染の疑いのある場合には保健所の指示に従ってください。 

新型コロナウイルスに感染した場合、濃厚接触者と特定された場合は 学修支援課に電話で報告！ 

 

 

 

 

 

この基本的事項の遵守はWHO（世界保健機関）が新型コロナウイルスにおけるパンデミックの終息を宣言

する、あるいは政府の掲げる 「新しい生活様式」 、その他対策の方針等が改められない限り、継続すること

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県新型コロナウイルス感染症対策サイト ※ 

https://www.pref.aichi.jp/site/covid19-aichi/soudan.html 

星城大学 学修支援課：052-686-0030 

https://www.pref.aichi.jp/site/covid19-aichi/soudan.html
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2．学生生活の基本 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針のフローチャート 

【経営学部】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい 

いいえ 

はい 

はい 

いいえ 
いいえ 

自宅で必ず検温すること。登校、下校時及びキャンパス内では常時マスク着用。 

下記の場合は来校禁止。学修支援課へ電話すること。（052-686-0030） 

①発熱等の風邪症状があるなど、体調が優れない。 

②感染、又は感染の疑いがあると診断された。 

③濃厚接触者と判断された。 

④海外から帰国（渡日）して 14 日を経過していない。 
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2．学生生活の基本 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針のフローチャート 

【丸の内キャンパス】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいえ 

はい 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ 

自宅で必ず検温すること。登校、下校時及びキャンパス内では常時マスク着用。 

下記の場合は来校禁止。東海キャンパス学修支援課に電話すること。（052-686-0030） 

①発熱等の風邪症状があるなど、体調が優れない。 

②感染、又は感染の疑いがあると診断された。 

③濃厚接触者と判断された。 

④海外から帰国（渡日）して 14 日を経過していない。 
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2．学生生活の基本 
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3．学修について                         

（1） カリキュラム・シラバスについて 

【カリキュラム】 

カリキュラムとは、「卒業に必要な要件」のことです。卒業に関わる重要なものですので、星城大学の

卒業要件をしっかり理解しましょう。星城大学経営学部のカリキュラムは、共通科目と専門科目の 2区

分があり、8分野から構成されています。大学生活 4年間の教育課程において、それらの区分と分野

から卒業要件に必要な単位を修得します。カリキュラム表は、この冊子の最後に添付されています。ま

た、学内ホームページにも掲載されています。 

 

【シラバス】 

その年度に開講される科目の担当教員・単位数・学習目標・評価方法・各回の内容・教科書などが

記載されています。「2021年度 開講科目シラバス（経営学部）」は学内ホームページ、 

Active Academy Advanceで見ることができます。 

 

（2） 必修科目と選択科目 

科目には、卒業のために履修して単位取得しなければならない必修科目と、卒業要件の下で自由

に選ぶことのできる選択科目があります。カリキュラムやシラバスに記載されています。 

詳細については、「2021年度 開講科目シラバス（経営学部）」または 

Active Academy Advanceを参照してください。 

 

（3） 進級判定条件 

進級の条件は、各学部で定められています。経営学部では、以下の条件となります。 

2021年度入学生 

学年 進級条件（修得済み科目および単位数）・卒業要件 

1年 → 2年 

自分づくりゼミⅠ、自分づくりゼミⅡ、総合基礎演習Ⅰ、 総合基礎演習

Ⅱ、経営学概論、経済学概論、会計学総論の 7 科目のうち、5 単位以

上修得済みであること。 

2年 → 3年 

以下の①～④の条件を満たしていること。 

①取得単位の合計が 40単位以上 

②専門基礎科目の経営学概論、経済学概論、会計学総論、経営学原

理（必修）4科目のうち、2科目以上を修得 

③自分づくりゼミⅠと自分づくりゼミⅡを修得 

④自分づくりゼミⅢまたは自分づくりゼミⅣを修得 

4年 
ゼミナールⅣにおいて、卒業論文未提出または不合格の場合は D 評

価となり、卒業不可。 

※ 卒業要件の詳細は、巻末のカリキュラム表を参照してください。 

※ 大学に在籍できる最大の期間は 8年です。 
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3．学修について 

（4） 履修登録 

オリエンテーション期間に行われる履修説明に従って、各自で自分の履修方針を決めなければ

なりません。進級条件・卒業要件に達しない場合は、進級・卒業することはできません。不明な点が

あれば、学修支援課・丸の内キャンパス事務室へ問い合わせてください。 

履修した科目に合格すると単位が与えられます。単位数は科目の内容・時間数などにより異なり、

カリキュラムに定められています。シラバスにも必ず表示されています。 

 

【履修登録の基本事項】 

 

（5） 成績評価・GPA 

GPA（Grade Point Average） 

履修科目は、試験・レポートの結果、平常の授業態度、出席状況等で判定され、その評価は、

S・A・B・C及び Dで表され、C以上が合格となり単位が与えられます。シラバスの評価基準を参

照してください。 

GPAは、成績の内容を評価するために、GP（グレードポイント）を使って計算されます。GP

は、S・A・B・C評価に対し、それぞれ 5・4・3・2点です。各科目の GPに単位数をかけ、その合

計を修得総単位数で割って計算します。 

GPAは進級、奨学金候補者の推薦、学習指導などの際に利用されます。 

成績評価の基準は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員による評価 

（点数） 
評価 GP 

100～90 S 5 

89～80 A 4 

79～70 B 3 

69～60 C 2 

59 以下 D - 

① コンピュータによる自己登録（Web登録）を行ってください。 

② 登録の変更は前・後期とも、授業開始日より 1週間以内に限ります。 

③ 変更期間以降の登録追加・変更は認められません。 

④ 登録をしていない授業に出席しても単位は認められません。 

⑤ 既に単位修得した科目を再度履修することもできます。 

ただし、最新の成績が採用されますので、下がった場合は下がった評価が採用されます。 

⑥ 履修登録の上限は、半期 24単位、年間 48単位（集中講義・海外ビジネス演習・海外インターンシップ・資格取得

による単位の認定はこれに含みません）です。 

ただし、GPAが 4.0以上の場合は半期 30単位まで履修できます。 

※ 履修登録は本人の自己責任です。相談はまず担任の教員に。 
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3．学修について 

（6） 単位認定 

① 資格取得による単位認定 

本学では次項に定めるような能力検定試験に合格、あるいは取得得点に対して、単位認定を

行います。該当者は証明書を持って学修支援課・丸の内キャンパス事務室に申し出てください。 

 

※ 認定申請する科目は履修登録しなければなりませんが、認定されれば授業は免除されます。 

(ア) 科目の履修登録をする。 

(イ) 担当教員に合格証・取得得点書を提示する。 

(ウ) 担当教員が学期末に評価 Sを与える。 

 

【英語関係】 

2020 年度以降入学生適用（表 1-2） 

検定名 合格の級または得点 

実用英語（STEP） 1 級 準 1 級 2 級 

TOEIC 840 700 500 

TOEFL PBT 600 500 450 

TOEFL iBT 100 61 45 

認定単位数 6 単位 4 単位 2 単位 

科目名（単位数） 

1 年次開講科目 

英語Ⅰ（1 単位）英語Ⅱ（1 単位）英語Ⅲ（1 単位） 

英語Ⅳ（1 単位） 

2 年次開講科目 

英語討論（2 単位）  英語話術（2 単位） 

TOEIC聴解（2単位）  TOEIC 文法（2 単位） 

3 年次開講科目 

 TOEIC 読解（2 単位） ビジネス英語（2単位） 

 

【中国語関係】 

  2020 年度以降入学生適用（表 2-2） 

検  定  名 科目名 認定単位数 

中国語検定試験 準 4 級以上合格 中国語Ⅰ・Ⅱ 2 単位 

漢語水平考試（HSK） 1 級以上合格 中国語Ⅰ 1 単位 

漢語水平考試（HSK） 2 級以上合格 中国語Ⅰ・Ⅱ 2 単位 

華語文能力測検（TOCFL）入門級以上合格 中国語Ⅰ・Ⅱ 2 単位 

注：HSK5 級と 6級については、総得点の 6 割以上を獲得した場合を合格とする。 

 

【韓国語関係】 

2020 年度以降入学生適用（表 3-2） 

検  定  名 科目名 認定単位数 

韓国語能力試験（TOPIKⅠ）1 級以上合格 韓国語Ⅰ・Ⅱ 2 単位 

ハングル能力検定試験 4級以上合格 韓国語Ⅰ・Ⅱ 2 単位 
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3．学修について 

 

【日本語関係】 

2020 年度以降入学生適用（表 4-2） 

検  定  名 科目名 認定単位数 

日本語能力試験 N1 合格 日本語Ⅰ・Ⅱ 2 単位 

 

【情報関係】 

 

検 定 名（2020 年度以降カリキュラム） 科目名 認定単位数 

以下の 4 種の試験のうち、2 種目以上に合格している者 

① 全商情報処理検定試験（ビジネス情報部門）1 級 

② 全商ビジネス文章実務検定試験 1級 

③ MOS Word 一般レベル 

④ MOS Excel 一般レベル 

情報リテラシー  2 単位 

以下の試験に合格している者 

① MOS PowerPoint 一般レベル マルチメディア表現 2 単位 

以下のいずれかの試験に合格している者 

① IT パスポート試験 

② 基本情報技術者試験 

データサイエンス 2 単位 

 

 

【会計関係】 

 

② 他大学での取得単位の認定 

認定可能単位数の上限を、1年次入学者に対し 15単位、2年次入学者に対し 30単位、3

年次入学者に対し 60単位まで認めることができます。ただし、科目内容の整合性が必要です。 

⇒ 学修支援課・丸の内キャンパス事務室に申し出てください。 

 

  

検  定  名 科目名 認定単位数 

以下のいずれかの試験に合格している者 

① 日商（日本商工会議所）簿記検定 3 級以上 

② 全商（全国商業高等学校協会）簿記実務検定試験 1 級 

③ 全商（全国商業高等学校協会）会計実務検定試験 

④ 全経（全国経理教育協会）簿記能力検定 1 級 

簿記論 2 単位 
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3．学修について 

（7） 講義時間と受講マナー 

本学の講義は月曜日から金曜日まで時間割表で指定された開講科目で実施されています。受講する

講義はマナーをしっかり守りましょう。 

 

【講義時間】 

 

 

 

 

 

 

 

【受講マナー】 

次のような行為は厳禁です。多数回の警告を受けると評価に反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業外の学習時間】 
 

 

 

 

※上記の学修時間（予習・復習）は文部科学省の指針で、各科目のシラバスを参考にしてください。 

  

1時限目 9:10 ～ 10:40 

2時限目 10:50 ～ 12:20 

3時限目 13:00 ～ 14:30 

4時限目 14:40 ～ 16:10 

5時限目 16:20 ～ 17:50 

単位数別科目 90分の授業に対する授業外の学習時間 

90分 15回で 1単位の科目 45分 

90分 15回で 2単位の科目 90分 

① スマートフォン、携帯電話、タブレット端末の使用 

② 講義に無関係な私語 

③ 講義内容外 PCの使用 

④ 携帯電話、スマートフォン、タブレット端末の充電 

⑤ 漫画・週刊誌の閲読 

⑥ ヘッドフォンの使用 

⑦ 授業内容外の作業（いわゆる内職） 

⑧ いねむり 

⑨ 飲食 

⑩ 帽子着用 

⑪ その他、授業の妨げ・マナーに反する行為 
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3．学修について 

（8） 出席・欠席の取扱い 

＜出席＞ 

全授業出席することが原則です。出席は以下の方法等で各授業チェックされます。 

① 科目担当教員が点呼する。 

② レポートで確認をする。 

③ テストで確認をする。 

定期試験を受験するためには、授業時間数の 2/3以上の出席が必要です。 

90分講義において、総受講時間が 70分以下の場合は欠席になります。遅刻・早退・一時退席をし 

た場合は 2回で欠席 1回となります。 

また、各科目の出欠席に関する決まり事はシラバスに明記されています。 

＜欠席＞ 

① 下表の理由により授業を欠席する場合、まずは必ず学修支援課・丸の内キャンパス事務室に連

絡してください。 

② 下表の理由により授業を欠席する場合、「公欠届」とその理由を証明する書類を学修支援課・丸

の内キャンパス事務室に提出し、証明を受けたのち、授業担当教員に提出してください。 

※ 事前に提出できない場合は、学修支援課・丸の内キャンパス事務室へ電話連絡し、後日前 

述の手続きをしてください。 

ただし、教授会で協議の結果、届が受理されない場合もあります。 

③ 病気・事故等による定期試験の欠席は、追試験の申請対象となります。 

追試験申請期間中に学修支援課・丸の内キャンパス事務室にて診断書等の証明書を持参のう

え、手続きを行ってください。ただし、教務委員会で協議の結果、受理されない場合もあります。 

   

欠席理由 
公欠日 

(授業の無い日を含む) 
添付書類 

忌

引

き 

父母 式当日とその連続する 7日間 

会葬案内または死亡証明書（写し）または、

保護者が捺印し証明する文書 

祖父母・曾祖父母 

及び兄弟姉妹 
式当日とその連続する 3日間 

その他 3親等以内 式当日の 1日間 

部活動の公式試合出場 該当期間（移動日含む） 
対象学生氏名一覧および日程（フォーム有

り）を部長が事前に提出 

伝染病による出席停止 該当期間 出席停止を証明する診断書 

裁判員裁判 公判日 裁判員に選出されたことを証明する書類 

教職に関する実習 該当期間（移動日含む） 
対象学生氏名一覧および日程（フォーム有

り）をセンター長が事前に提出 

公的教育機関からの 

派遣要請 
該当期間（移動日含む） 

派遣要請文書、対象学生氏名一覧および

日程（フォーム有り）を担当教員が事前に提

出 
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3．学修について 

（9） WBT & レポート管理 

E-Textやパワーポイントなどの資料はWBT（Web Based Training ハイプラス）からダウンロード

することができます。レポート管理とは、Web上でレポートを提出するシステムです。小テストや試験が

これらのシステムを利用して行われる場合がありますので、必ずマスターしてください。 

 

 

（10） 休講・補講 

 

 

 

講義休講の取扱いは以下のとおりとします。 

① 警報発生時における措置 

台風接近などにより愛知県西部に暴風及び暴風雪警報が発令された場合 

午前 7時の時点で、警報が発令中の場合は、1，2限の授業が休講になります。 

午前 11時の時点で、警報が発令中の場合には、3，4，5限の授業が休講になります。 

なお、出校中に警報が発令された場合には、以後の授業は休講となります。 

（ア）愛知県西部以外の地域に在住で、その地域に警報が発令中の場合は、無理な登校はせ

ず、学修支援課・丸の内キャンパス事務室に連絡し、後日担当教員に申し出ること。 

（イ）上記以外でも通学が困難な場合、危険を感じる場合は無理な登校はせず、学修支援課・

丸の内キャンパス事務室に連絡し、後日担当教員に相談すること。 

（ウ）自動車等で通学する学生は、台風接近時などは極力、公共の交通機関を利用すること。 

（エ）道路事情による遅刻、欠席は原則として考慮しません。 

（オ）出校中に警報が発令された場合は速やかに下校すること。 

（カ）帰宅困難な場合は教職員の指示に従うこと。 

② 災害における措置 

降雪、豪雨等により授業運営が困難だと判断される場合、休講になる場合があります。 

③ 交通機関不通における措置 

［東海キャンパス］名古屋鉄道株式会社 河和線 （神宮前－太田川間） が運行停止の場合 

［丸の内キャンパス］名古屋鉄道株式会社および名古屋市営地下鉄が運行停止の場合 

（ア）午前 7時の時点で運行再開されない場合は、1，2限の授業が休講になります。 

（イ）午前 11時の時点で運行再開されない場合には、3，4，5限の授業が休講になります。 

（ウ）運行遅延が著しく、正常な授業運営ができないと判断される場合は、休講とする場合があ 

ります。 

（エ）現住所周辺の交通機関が不通となった場合は、延着証明を取得し、担当教員に申し出る

こと。なお、名鉄、JR東海、名古屋市営地下鉄については、ホームページ上で電子デー

タでも延着証明の発行が可能です。 

④ 地震による災害における措置 

地震または津波により本学を含めた地域に甚大な被害が出た場合、復旧の状況により開講す

るか否かの判断をし、休講となる場合があります。 

⑤ 教員の急病・事故などにおける措置 

休講となる場合があります。 

 

 

休講となった場合には、補講を行います。 

日程等は Active Academy Advance ・ 学内掲示板で確認してください。 
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3．学修について 

（11） 定期試験・中間まとめ・追試験・再試験 

以下の受験条件を満たしている場合には試験を受けることができます。 

① 定期試験 

【 受 験 資 格 】 

（ア）該当科目の履修登録が完了していること。 

（イ）学納金を完納していること（延納許可がされている場合を除く）。 

（ウ）当該科目の出席が、各科目で課した条件をクリアしていること。 

（エ）休学、停学、謹慎処分中でないこと。 

 

【 受 験 上 の 注 意 】 

（ア）学生証は必ず机の右上に呈示すること。 

（イ）試験開始後 20分以上の遅刻者は受験できない。やむを得ぬ理由の場合は、追試験受験 

の手続きをすること。 

（ウ）退出許可時間は試験開始 20分以降とする。退出時に答案を提出すること。 

（エ）いったん退室すると再入室はできない。 

 

【不正行為に対する処置】 

 

 

 

 

② 中間まとめ 

授業の中間時にまとめ（試験）がおこなわれる場合があります。これは、できるだけ早く受講生

の理解度を知り、授業の進め方の参考にするためのものですが、評価の対象にもなります。 

 

③ 追試験 

定期試験を公欠・病気・事故等の理由で欠席した場合には、追試験の申請対象となります。追試

験申請期間中に学修支援課・丸の内キャンパス事務室にて、診断書等の証明書を持参のうえ、手

続きを行ってください。ただし、教務委員会で協議の結果、受理されない場合もあります。 

（ア）追試験に対する追試験・再試験は実施しません。 

（イ）集中講義の科目の追試験は実施しません。  

学生証を忘れた場合 

「仮学生証」を発行します。学修支援課・丸の内キャンパス事務室にて、身分証明書（運転免

許証、健康保険証等）を提示し、申請してください。 

当日の試験終了後、学修支援課・丸の内キャンパス事務室に返却すること。 

不正行為の内容によって異なりますが、基本的に、経営学部では、不正行為をおこなった科目を

「0点」で不合格「D」とし、他の履修中の全科目の評価を 1 ランク下げます。 
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3．学修について 

【追試験の受験資格】 

（ア）試験の事前に、科目担当教員に連絡し、了解を得ていること。 

（イ）追試験申請期間中に学修支援課・丸の内キャンパス事務室にて、診断書等の証明書を持参の

うえ、手続きを済ませていること。 

（ウ）教務委員会の認定を受けていること。 

（エ）学生証を持参していること。 

 

④ 再試験 

定期試験を受験した者で不合格の場合、再度試験を実施する場合があります。対象者には、

Active Academy Advanceで連絡します。再試験に合格すれば C評価となります。 

ただし、集中講義科目の再試験は実施しません。また、再試験に対する追試験・再試験は実

施しません。 

（ア）再試験対象の条件は科目で異なります。シラバスなどで確認してください。 

（イ）再試験受験希望者は学修支援課・丸の内キャンパス事務室の窓口で申し込みをして 

ください（受験料：1科目 1,000円）。 

 

（12） 海外ビジネス演習・海外インターンシップ 

① 海外ビジネス演習・海外インターンシップの履修条件 

【履修希望者の手続き】 

（ア）1年前期「留学相談票」に希望留学先等の必須事項を記入し、科目担当教員の指導を受け 

てください。 

（イ） 1年後期「星城大学経営学部単位認定留学申請書」に必須事項を記入・捺印し、科目担当

教員に提出することが必要です。 

 

【履修条件】 

（ア）１年前期・後期配当の必修科目（共通科目及び専門科目）の単位を修得することに最大限 

   努めること。 

（イ）「自分づくりゼミⅠ」、専門科目の経営学概論、経済学概論、会計学総論の学部必修 

科目のうち、2科目以上の単位を修得すること。 

（ウ）英語圏を希望する学生は、TOEIC®テストを受験しその結果を指導教員に提出すること。 

（エ）中国語圏を希望する学生は、「中国語Ⅰ」又は、「中国語Ⅱ」いずれかの単位を修得する 

こと。 

（オ）韓国を希望する学生は、「韓国語Ⅰ」又は「韓国語Ⅱ」いずれかの単位を修得すること。 

（カ）外国人留学生は、「日本語Ⅰ」の単位を修得すること。 

（キ）「海外ビジネスセミナー」を必ず履修し、その単位を修得すること。 
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3．学修について 

＜履修モデル＞ 

学年 履修モデル 

1 年次 

事業を通じて社会に貢献できる人になるために、基礎および教養を学ぶ。 

【共通科目】 

自分づくりゼミⅠ・Ⅱ、総合基礎演習Ⅰ・Ⅱ、英語Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ、中国語Ⅰ･Ⅱ、韓国語Ⅰ・

Ⅱ、情報リテラシー、マルチメディア表現、など 

異文化コミュニケーション＊、異文化理解演習＊、文化人類学＊、社会学＊、心理学、倫

理学、哲学、生命と科学、保健科学、スポーツⅠなど 

※上記＊印科目は、海外ビジネス演習・海外インターンシップを履修した場合の読み替

え認定科目である。 

【専門科目】 

経営学概論、経済学概論、会計学総論など 

海外ビジネスセミナー 

※海外ビジネスセミナーは、海外ビジネス演習・海外インターンシップを履修予定の場

合、必修科目である。 

 

2 年次 

【専門科目】海外ビジネス演習 

期間：4 月～翌年 2 月頃までの 10 ヶ月 

留学先：米国フロリダ州立セントラルフロリダ大学（フロリダ州）、セントローズ大学（ニ

ューヨーク州）、中国湖北大学（武漢市）、台湾真理大学（新北市）、開南大学（桃

園市）、韓国明知大学（ソウル市） 

【専門科目】海外インターンシップ 

インターンシップ先：オーストラリア（シドニー近郊） 

※諸事情により、留学・インターンシップ先は変更になる場合がある。 

 

3 年次 

2 年次までの学修（国内・国外）を土台とし、グローバリゼーションへの認識および国際経

営・異文化経営理論に対する専門的な理解を深める。 

卒業論文に向けた事前研究を開始する。 

【専門科目】 

 ビジネス英語、日本経済論、TOEIC 読解、外国語原書購読、経営戦略論、生産システム論、

環境経営論、経済政策、ベンチャービジネス論、コーポレートガバナンス、ゼミナールⅠ･

Ⅱ、実践セミナーA・B、観光学概論など 

 

4 年次 

4 年間の集大成、卒業論文の執筆と完成。 

【専門科目】ゼミナールⅢ･Ⅳ 
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3．学修について 

② 海外ビジネス演習・海外インターンシップの読替え 

海外ビジネス演習・海外インターンシップを単位修得した場合は、30単位のほか、共通科目群の

「社会学」、「文化人類学」、「異文化コミュニケーション」、「異文化理解演習」、「自分づくりゼミⅢ」、

「自分づくりゼミⅣ」の計 10単位を修得したものとします。但し、履修済みの科目は認定しません。 

 

③ 異文化理解演習 （スタディツアー） 

本学では、アメリカ・台湾・韓国などの短期海外研修（1～2週間）を予定しています。 

実施時期は、研修先により異なりますが、長期休み期間を利用します。5月下旬頃に留学説明会

を行い、参加学生の募集を開始します。 
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3．学修について 

（13） 資格試験・転部試験 

① 資格試験に挑戦 

自分の実力を社会的に認めてもらい、将来の充実した生活のためあるいは人生の目標として、各

種の検定や資格に積極的にチャレンジしてみましょう。既に資格を持っている人はそれに満足せ

ず、更に高い目標を設定し、全力でぶつかっていく気概を持ってください。 

以下に大学段階で取得できる主な例を説明しますが、そのほか数多くの検定試験があります。専

門の先生に相談し、機会を逃すことなく挑戦してください。 

 

【英語関係】 

（ア）実用英語技能検定（英検） 

国際語である英語を自由にこなせる技能、主としてビジネス面で国際人として活動するため

の技能を検定します。企業では英検 2級以上の英語力を求めています。 

 

（イ）TOEIC（トーイック） 

TOEIC とは、英語によるコミュニケーション能力を正確に測定するため国際的に共通の尺

度として実施される試験です。試験の内容は、LISTENING と READINGです。 

一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会では、一般的な目安として 220点以上は

日常会話で最低限のコミュニケーションができるレベル、470点以上は日常生活のニーズを充

足し、限定された範囲内では業務上のコミュニケーションができるレベル、730点以上はどんな

状況でも適切なコミュニケーションができる素地を備えている業務レベル、860点以上はNon-

Native として十分なコミュニケーションができるレベルと定めています。本学でも試験を実施す

る場合がありますので掲示等に注意してください。本学の学生は 500点以上を目標としてくだ

さい。 

 

（ウ）TOEFL（トフル） 

TOEFLは、世界で最も広く受け入れられている英語能力試験で、オーストラリアやカナダ、

英国、米国を含め 130 カ国 9,000 以上の大学や機関に認められています。TOEFL iBT 

テストは Reading、Listening、Speaking、Writingからなり、本学の学生は総合点 65点以

上を目指してください。 

 

【商業関係】 

（ア）簿記検定 

簿記検定資格とは、企業の会計・経理において必要な簿記の知識・技術の習得を目指し

て、日本商工会議所と全国商工会連合会が認定する資格です。企業の売上・利益を計算する

ため全ての企業や団体では、会計・経理が行われ、当該知識は常に必要とされています。資

格は 1級から 4級まであります。 

 

（イ）販売士検定 

販売士資格とは、小売業の発展と消費者サービスの向上を目指して、日本商工会議所等が

認定する資格です。販売技術の向上だけでなく企業組織に関することを広く学びますので、将

来流通業に就職を希望する者だけでなく、その他のサービス産業や製造業に共通する実践的

な知識を幅広く得ることができます。資格は 1級から 3級まであります。 
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3．学修について 

【日本語関係】 

漢字検定 

日本漢字能力検定（漢字検定）には、10級から 1級までの 12段階あります。2級は高校卒

業程度（1945字）、準 1級は大学・一般程度（約 3000字）、1級は大学・一般程度（約 6000

字）となっており、漢検 2級は企業からも評価されている資格です。是非漢検に挑戦して漢字

能力を向上させてください。 

 

【日本語関係（留学生対象）】 

（ア）日本語能力試験 

日本語を母語としない人を対象に、日本語能力を測定し、認定することを目的とした試験で

す。国際交流基金と日本国際教育支援協会が共同で実施しています。日本では、毎年 7月と

12月の第一日曜日に実施しています。本学では、就職や進学に向けて、在学中にN1に合

格する事を奨励しています。 

 

（イ）BJTビジネス日本語能力テスト 

日本語を母語としない人を対象に、どの程度の日本語によるビジネスコミュニケーション能力

をもっているかを測る能力テスト（Proficiency test)です。2017年 4月から CBT（Computer 

Based Testing)方式で実施されており、試験会場でいつでも受験が可能です。結果は、0～

800点で採点され、J5～J1+の 6段階のレベルで評価されます。日本企業での就職を目指す

留学生は是非受験しましょう。 

 

【スポーツ関係】 

財団法人 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者 講習・試験免除適応コース（共通科目） 

本学では平成 17年度より財団法人日本スポーツ協会の承認を得て、スポーツ指導者を育

成するプログラムを実施していきます。スポーツマネジメントコースにおいて、卒業時までに必

要な科目を履修し単位を修得することで、日本スポーツ協会の養成講習会における共通科目

の講習・試験の免除と、スポーツリーダーの認定証を得ることができます。共通科目は、スポー

ツ関連の基礎知識が主な内容です。なお、認定証を得るためには事前に申請が必要です。 

詳細は担当教員にご相談ください。 

スポーツリーダー資格取得後、さらに競技別指導者、フィットネス系指導者を目指して、競技

別の専門的な知識・技能を得て、高いコーチング能力を養い、発育・発達・加齢など年齢的な

段階や、技能レベル及び志向に応じた適切な指導ができる人材を目指します。また、体力の

維持・向上を目的としたスポーツ指導ができる知識・技能を身につけることを目標としていきま

す。 

目標とする資格： スポーツ指導員、ジュニアスポーツ指導員、スポーツプログラマーなど 

（共通科目は免除されます） 

 

 

 

 

 

スポーツリーダー： 

スポーツ指導の基礎的・基本的なカリキュラムを学び、スポーツ指導の基礎的な資質と 

能力を持つ人材である。特に、地域住民のスポーツの生活化・定着化をサポートし、競 

技別指導者とともに実技指導を行う。 
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3．学修について 

 

履修必須科目 

1年次 
体育・スポーツ社会学、体育・スポーツ史、運動・スポーツ生理学、 

生涯スポーツ論、スポーツ医学論、運動心理学 

2年次 
スポーツ産業論、トレーニング論、スポーツ科学演習Ⅰ、スポーツ医科学、 

スポーツ科学演習Ⅱ、スポーツマネジメント論、スポーツ心理学 

3年次 
健康概論、スポーツ栄養学、レクリエーション基礎実習Ⅰ、スポーツ行政論、 

バイオメカニクス、コーチング論、衛生・公衆衛生学、レクリエーション基礎実習Ⅱ 

※スポーツマネジメントモデルを履修し、上記履修必須科目全ての単位を取得することが必要 

条件となります。 

 

【医療関係】 

（ア）医療情報技師（Healthcare IT） 

医療情報技師は、診療業務に関わる保健医療福祉情報システムの企画・開発および運用

管理・保守を仕事とし、保健医療福祉の現場で活躍することができる情報処理技術者をいいま

す。本学では、試験科目関連として「医療情報管理学」、「医療安全管理学」など学ぶことがで

きます。 

 

（イ）第 2種ME技術実力検定 

この試験の合格者は、「第 2種ME技術者」の呼称が使用でき、第 1種ＭＥ技術実力検定

試験の受験資格が得られます。医療機関、医療関連企業へ就職する際に有利であり、さらに

資格手当が支給される場合もあります。 本学では、試験関連科目として、「患者安全管理学」

を学ぶことができます。 

 

（ウ） 福祉住環境コーディネーター2級、3級 

福祉住環境コーディネーターとは、高齢者や障害者に対して住みやすい住環境を提案する

アドバイザーで、医療・福祉・建築について体系的で幅広い知識を身につけ、各専門職と連携

をとりながら、適切な住宅改修計画の提示や福祉用具などについてアドバイスします。本学で

は、試験関連科目として、「社会保障論」を学ぶことができます。 

 

【情報関係】 

ITパスポート試験 

ITパスポート試験は、IT化された社会で働くすべての社会人が備えておくべき ITに関す

る基礎的な知識が証明できる国家試験です。具体的には、経営戦略、マーケティング、財務、

法務など経営全般に関する知識をはじめ、セキュリティ、ネットワークなどの ITの知識、プロジ

ェクトマネジメントの知識など幅広い分野の総合的知識を問う試験です。ITを正しく理解し、業

務に効果的に ITを利活用することのできる“IT力”が身につきます。この試験の出題範囲は

広範にわたっていますが、本学のように経営学と ITを共に学ぶことのできる学部の学生には

有利な能力検定試験です。 

 

 

 

 

 

 



25 

 

3．学修について 

【経営学関係】 

経営学検定 

経営学検定試験（マネジメント検定）は、経営に関する基礎的・専門的知識やその応用能

力 としての経営管理能力や問題解決能力が一定水準に達していることを全国レベルで資

格認定する検定試験です。この試験は、大学で経営学を学んでいる学生や、企業・官公庁・

NPOなど各種の組織で活動している実務家に対して、経営に関する一定水準の学習目的

とインセンティブを提供することを意図しており、平成 23年より一般社団法人日本経営協会

が実施・運営しています。平成 15年のスタート以来、現在まで多くの大学や企業で利用さ

れ、多数の学生やビジネスパーソンが受験しています。 

丸の内キャンパスが採用している経営学検定初級については、経営学に関する初歩的・

基礎的知識を習得しているかどうかを判定し、短期大学卒業生、4年制大学の 2～3年生レ

ベルで習得しておくべき経営学の基礎知識が求められています。 

 

 

② 転部試験 

本学では毎年 12月に経営学部とリハビリテーション学部の間で転部を希望する学生に対し、転

部試験を実施しています。経営学部からリハビリテーション学部への転部の場合は 1年次編入にな

ります。 

出願資格は GPA3.8以上を目安とします。小論文、面接のほか在籍学部の評価なども加味し

て、総合的に判定します。詳しくは Active Academy Advanceで連絡します。 

転部試験を希望する学生は、自分づくりセンター（学修支援課 教学支援担当）・丸の内キャンパ 

ス事務室まで問合せをしてください。 
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4．教職課程について（東海キャンパス）                     

（1） 教職課程履修要項 

① 教職課程履修上の心得 

本学は経営学部経営学科で教職課程を有しています。したがって、それぞれの分野の専門的知

識・技術を確実に修得していることを基礎として、その上に教員として必要な専門的能力、指導方法、

技術などの教職課程に関する科目を修得することになります。 

教員には高い専門性と責任感が要請されており、しかも教員になったその日から、一人前として

仕事をしなければなりません。 

文部科学省では、教員に求められる資質能力を次のように説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文部科学省『魅力ある教員を求めて』のパンフレット参照 

 

教員をめざして教職課程を履修しようとする学生は、教員に求められる資質能力について理解し、目標を

持って努力してください。 

○ 教師の仕事に対する強い情熱 

教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感など 

○ 教育の専門家としての確かな力量 

子ども理解力、児童・生徒指導力、集団指導の力、学級づくりの力など 

○ 総合的な人間力 

豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作法をはじめ対人間関係能力など 

 

これらに基づく実践的指導力 

 

 

① 地球的視野に立って行動するための資質能力 

・地球、国家、人間等に関する適切な理解 

・豊かな人間性 

・国際社会で必要とされる基本的な資質能力 

② 変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力 

・課題探求能力に関するもの 

・人間関係に関わる資質能力 

・社会の変化に適応するための知識及び技能 

③ 教員の職務から必然的に求められる資質能力 

・幼児・児童・生徒や教育の在り方についての適切な理解 

・教職に対する愛着、誇り、一体感 

・教科指導、生徒指導のための知識、技能及び態度 

今後特に求められる資質能力 
 

 

⚫ 教育者としての使命感 

⚫人間の成長・発達についての深い理解 

⚫幼児・児童・生徒に対する教育的愛情 

⚫教科等に関する専門的知識 

⚫広く豊かな教養 

 

 

 

いつの時代にも求められる資質能力 
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4．教職課程について 

② 本学で取得できる教員免許状 

教育職員免許法および教育職員免許法施行規則に基づき、所定の単位を修得し、必要な手続

きをとれば、卒業と同時に下記の教員免許状を取得することができます。 

 

 

 

③ 教職課程の年間日程 

教職課程ガイダンスについては、各学期最初のオリエンテーションの他、Active 

Academy Advanceにより随時連絡して実施します。教職課程の学生は必ず出席してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学科 分野 免許教科 教育職員の免許状の種類 

経営 経営 

マーケティング 

公 民 

高等学校教諭一種免許状 

会計・ファイナンス 

女性キャリアマネジメント 

国際ビジネス 

観光・まちづ くり 

医療マジメント 

IT 経営 情 報 

スポーツマネジメント 保健体育 
中学校教諭一種免許状 

1 年次（前期） 教職課程ガイダンス（教職課程の説明・申込み）、教職履修カルテ記入 

1 年次（後期） 教職課程ガイダンス（教職課程履修指導）、教職履修カルテ記入 

2 年次（前期） 
教職課程ガイダンス（教職課程履修指導）、教職履修カルテ記入、教職課程費納入

希望者は聖徳大学との連携による小学校教員免許取得プログラム開始 

2 年次（後期） 教職課程ガイダンス（介護等体験・観察実習の申込み）、教職履修カルテ記入 

3 年次（前期） 
教職課程ガイダンス（介護等体験・観察実習の説明、教育実習校依頼方法説明） 

教職履修カルテ記入、予防接種 

3 年次（後期） 
教職課程ガイダンス（実習校・実習期間発表）、教職履修カルテ記入 

観察実習、介護等体験実習 

4 年次（前期） 
教職課程ガイダンス（採用試験出願指導、教育実習訪問指導担当者発表） 

教育実習（前期）、教職履修カルテ記入 

4 年次（後期） 
教育職員免許状一括申請・個人申請説明、教育実習（後期）、教職履修カルテ記入 

教育実習（小学校教員免許取得希望者） 
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4．教職課程について 

④ 教職課程科目の履修について 

教育職員免許状取得のためには、「教職に関する科目」、「教科に関する科目」、「教科又は

教職に関する科目」、「教育職員免許法施行規則第 66 条の 6に定める科目」を履修し、単位

を修得しなければなりません。履修登録上のミスがないよう、十分に注意してください。 

教職課程科目を履修するには、一般の科目（経営学部の授業科目）と同様に、履修登録

を行わなければなりません。教職課程科目のうち、「教職に関する科目」や取得希望の免許

状教科についての「教科に関する科目」は、第 1学年次より開講されます。 

教職課程の在籍、進級、プログラム受講については、原則として次の条件を満たす者と

します。 

 

第 1学年 教職への意識があり、かつ、第１学年で受講可能な「学部必修科目」と卒業要件

124単位のうち少なくとも 35単位以上の修得と、GPA 3.0以上が見込める者。 

第 1学年は教職課程仮登録です。 

学習支援ボランティア活動については、教職に対する強い希望があり、事前指導を

受講しており、かつ、教職課程教授が認めた者のみ参加を認めます。 

 

第 2学年 第 1学年終了時に、卒業要件科目 124単位のうち 35単位以上修得しており、か

つ GPA 3.0以上の者。 

第 2学年進級時に教職課程本登録をしますので、教職課程費を納入してください。 

学習支援ボランティア活動については、積極的に参加するよう指導します。 

本登録後は、原則として、取得希望の免許状教科の変更を認めません。 

取得希望の免許状教科が保健体育で、かつ「聖徳大学との連携による小学校教諭

免許状取得プログラム」受講希望者は、第 2学年から同プログラムを開始します。 

同プログラムについては、第 1学年に教職課程に仮登録をしており、第 1学年終了

時に、卒業要件科目 124単位のうち 42単位以上修得、GPA 3.5以上で、かつ教

職センターの実施する「小学校教諭免許状取得プログラム受講試験」の結果が良好

な者の受講を認めます。 

 

第 3学年 第 2学年終了時に、卒業要件科目 124単位のうち 70単位以上修得しており、か

つ GPA3.0以上の者。 

 

第 4学年 第 3学年終了時に、卒業要件科目 124単位のうち 105単位以上修得しており、か

つ GPA 3.0以上の者。 

第 3学年までに修得可能な「学部必修科目」と「教職に関する科目」について、す

べて修得している者。 

 

なお、「教職に関する科目」のうち「教育心理学」および「道徳教育の理論と実践」以外の科目は、

卒業要件の 124単位には含まれませんので、十分注意してください。 
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4．教職課程について 

⑤ 教職課程の実習について 

（ア）教育実習 

【教育実習の意義】 

教員には高い専門性と責任感が要請されています。しかも、教員になったその日から、一人前

として仕事をしなければなりません。教育実習は、このような教員になるための、もっとも重要な教

育課程です。 

教育実習は、実習生が大学で学んだ知識や理論、技術を、実践の場で具体的に展開しうる能

力を養う場です。加えて、目前の生徒の反応に対して、瞬時に対応する力をつける場でもありま

す。 

また、教育実習は、実習生が実際の教育現場で、学校運営や学校教育について学ぶ場で

す。 

生徒を教えるためには、教員がいかに創意工夫し、教材研究をしなければならないか、人間と

して、いかに自分を磨かなければならないかを学びます。 

 

【時期・期間・ガイダンス】 

⚫ 教育実習は、原則として 4年次に行います。 

⚫ 教育実習は、通常、前期は 6月、後期は 10月で、原則として、中学校教諭一種免許状

取得希望者は 3週間、高等学校教諭一種免許状のみ取得希望者は 2週間です。 

⚫ 実習校の依頼、決定、打合せ、手続き等については、教職ガイダンスや事前・事後指導等

で説明しますので、必ず出席してください。 

 

（イ）観察実習 

本学独自の教職課程の実習です。3年次に 3日間、東海市の中学校で観察をし、教職を目

指す決意を固めます。また、直接、中学生に触れ合うことにより、教職に関する科目や教科に関

する科目の理解を深めます。 

 

（ウ）介護等体験実習 

中学校教諭一種免許状の取得希望者は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に関

わる教育職員免許法の特例等に関する法律」（平成 9年法律第 90号）により、特別支援学校ま

たは社会福祉施設等で 7日間以上にわたる「介護等の体験」を行うことが義務付けられていま

す。 

⚫ 介護等体験実習は、原則として 3年次に行います。 

⚫ 介護等体験実習の期間は 7日間とし、特別支援学校で 2日間、社会福祉施設で 5日間

行います。 

⚫ 教育実習と同様に、ガイダンス、事前・事後指導等には必ず出席してください。 

 

⑥ 教職履修カルテの記入について 

教育職員免許状を取得しようとする学生は、教職課程の科目履修を始めてから「教職実践演

習」（4年次後期）の授業を受けるまでの間に、各自『教職履修カルテ』〈自己評価シート〉を作成

しなければなりません。 
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4．教職課程について 

 

『教職履修カルテ』は、教員に求められる資質をどの程度身に付けたか振り返り、今後の学習 

について考える手がかりにするためのものです。 

『教職履修カルテ』は、1年から 4年までの学期始めと学期終了時に必要事項を記入し、指定

された期日までに自分づくりセンターに提出してください。 

 

⑦ 教職課程室の利用について 

教職課程室は、教職課程を履修している学生が使用することができる教室です。授業等で使

用していなければ、自主学習の場として大いに活用してください。 

また、教職課程室の書籍や雑誌は、積極的に活用してください。貸し出しを希望する場合は、

貸し出し簿に記入の上で、教職課程の教授の許可を得てください。 

教職課程室は、通常は施錠してあります。利用したい場合は、教職課程担当の教員または学

修支援課に申し出てください。 

 

⑧ 広く豊かな教養を身につけるために 

教職課程を履修している学生は、いつの時代にも教員に求められる資質能力としての、広く豊

かな教養を身に付ける努力が必要です。 

語彙数を増やすための基本的な勉強、多方面な分野の読書、幅広い年齢層やいろいろな国

の人々とのコミュニケーション、美術館や博物館での鑑賞、様々な意見を語り合う機会の設定など

を通して、自らの教養を高めるようにしましょう。 

また、大学における講義や演習、部活動、学生会活動、大学主催行事、大学が募集する活動

等に積極的に参加し、自ら考えて、大学生活を充実させましょう。 
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5．事務手続きについて                      

（1） 学生にかかわる事務窓口 

大学生活を送るなかで証明書等の発行のための申請や住所変更などの届け出、あるいは検定の申

込み、レポートの提出といった各種の手続きが必要なことがあります。手続きが必要な場合は、その内

容に応じてそれぞれの担当課で手続き方法の確認をして、間違いのないようにおこなってください。 

手続きを忘れたり、遅れたりした場合には無効となったり、他の人に迷惑がかかったりします。早めの

手続きを心がけてください。 

 

【窓口業務取り扱い時間】 

 

【学生にかかわる窓口と取り扱い業務】 

窓口 主な取り扱い業務 

学修支援課 

 

丸の内キャンパス

事務室 

教
学
支
援 

・授業科目の履修登録        ・休講・補講等の掲示 

・授業・試験の実施          ・交通スト・台風及び地震等の休講措置 

・教職課程関係                ・成績管理 

・パソコンサポート           ・海外留学関係 

・追試験・再試験申込手続き 

・理学療法士・作業療法士国家試験関係 

・各種証明書発行（成績・卒業見込等） 

・学籍関係（休学願、退学願、復学願、再入学願、身上異動 等） 

生
活
支
援 

・学生生活相談             ・各種証明書関係（在学証明書等） 

・通学証明書(通学定期購入時)   ・学生旅客運賃割引証 

・奨学金・ローン関係         ・自動車通学申請、学内駐車場利用申請 

・学生教育研究災害傷害保険   ・学研災付帯賠償責任保険 

・アルバイト関係               ・部活、サークル活動（公欠願等） 

・学内施設予約            ・アパート関係 

・出国届（海外留学・旅行・帰国） ・学内外ボランティア活動・イベント関係 

・留学生生活指導          ・留学生在留管理、入管申請関係      

・留学生傷害保険          ・国際交流関係 

キャリア支援課 
・就職関係（就職情報、就職試験） 

・資格取得関係 

総務課 ・学費等 

入試広報課 
・入学試験 

・広報活動関係 

大学開放支援室 
・資格講座関係 

・オープンカレッジ 

  

平 日 9：00～18：30  （ただし証明書等の申請は 17：00 まで） ※丸の内キャンパスは 9：00～17：00 

土曜日 9：00～15：30  （ただし証明書等の申請は 15：00 まで） ※丸の内キャンパスは 9：00～15：00 

※ 日曜日（検定実施日を含む）・国民の祝日・大学行事日・入試日等は窓口の取り扱いを行いません。 

※ 休暇中及び大学の都合等により受付時間を変更する場合や取り扱いを行わない場合は、案内します。 
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5．事務手続きについて 

（2） 各種願・届出書類一覧（自分づくりセンター・丸の内キャンパス事務室） 

 

  

種  類 摘  要 提出期限 取り扱い窓口 

学 

籍 

・ 

身 

上 

関 

係 

休学願 

・休学したい場合に提出し、許可を得てください。 

・休学できるのは、通算合計 1年間です。 

・基本的に学期単位での休学となります。 随時 

学修支援課 

 

丸の内キャンパス

事務室 

退学願 
退学を希望する場合に提出してください。 

 
随時 

復学願 
・休学者が休学期間を終了し、復学しようとする場合に提出してくだ

さい。 
随時 

学生証再交付願 
・学生証を汚損・紛失し、再発行する場合に提出してください。 

・手数料 500円が必要です。 
随時 

身上異動届 
・自己または保護者・保証人の住所、電話番号あるいは戸籍事項に

変動が生じた場合に提出してください。 
随時 

履

修

関

係 

追試験受験願 

・追試験を希望する場合に提出してください。 

※追試験は、定期試験を公欠または病気・ケガで欠席した場合に受

けることが可能です。ただし、教務委員会で審査され、正当と認めら

れた場合に限ります。 

当該学期試験の

定められた期間 

再試験受験申込書 

・再試験を受ける場合に提出してください。 

・受験料 1,000円を添えて申し込んでください。 

※再試験：定期試験を受験した者で不合格となり、再度試験を実施

する試験のこと。ただし、再試験対象の条件は科目で異なります。シ

ラバスなどで確認してください。 

※再試験対象者には Active Academy Advanceで連絡します。 

当該学期試験の

定められた期間 

公欠願 

（忌引き等） 

・忌引き等で授業を欠席する場合に提出してください。 

※欠席の理由を証明する書類の提出も必要です。 

・学修支援課・丸の内キャンパス事務室にて受付済「公欠願」 

⇒授業担当教員に事前に提出してください。 

※やむをえず事前に提出できない場合は、事前に学修支援課・丸

の内キャンパス事務室へ電話連絡してください。後日、前述の手続

きをしてください。 

随時 
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5．事務手続きについて 

  

種 類 摘 要 提出期限 取り扱い窓口 

課
外
活
動
関
係 

公欠願 

（団体用） 

・部活動の試合等で授業を欠席し、公欠を希望する場合は、予定が決ま

った時点ですみやかに欠席の理由を証明する書類（試合の開催要項

等）を添付し、クラブの代表者から提出してください。 

・教授会での承認後、クラブの代表者に承認された旨連絡をしますの

で、対象となる学生は速やかに「公欠願」を提出してください。 

・学修支援課・丸の内キャンパス事務室にて、受付済の「公欠願」を授業

担当教員に事前に提出してください。 

※やむをえず事前に提出できない場合は、事前に学修支援課・丸の内

キャンパス事務室へ電話連絡してください。 

随時 

学修支援課 

 

丸の内キャンパス 

事務室 

施設使用願 

（学内） 

・教室やグランド・体育館など、学内施設を使用・利用したい場合に提出

してください。 

利用予定

日の 1週

間前まで 

学修支援課 

 

丸の内キャンパス 

事務室 

教 

職 

課 

程 

関 

係 

教育職員免許状

取得見込証明書

交付願 

・教育職員免許状取得見込証明書を申請する場合に提出してください。 

・手続きにかかる手数料は不要です。 

※対象者 ： 教職課程を履修している経営学部の 4年生で、教育実 

習を受けた学生、もしくは実習を予定している学生。 

 

随時 学修支援課 

証

明

書

関

係 

証明書交付願 

・在学証明書、卒業見込証明書、健康診断証明書、成績証明書、卒業

証明書のいずれかの証明書が必要な場合に提出してください。 

・申込手数料（1通 200円）が必要です。 

・学生証（在学生）、身分証明書（卒業生等）の提示が必要です。 

随時 

学修支援課 

 

キャリア支援課 

 

丸の内キャンパス 

事務室 

学生割引証交付願 

・学割証（学生旅客運賃割引証）が必要な場合に提出してください。 

・学割：旅行、休暇あるいは課外活動などのため、片道が 100km を超

える区間を旅行するときに、運賃が割引になります。 

随時 

 

学修支援課 

 

丸の内キャンパス 

事務室 

 

そ
の
他 

授業欠席届 

（就職活動報告書） 

・就職活動によって講義を欠席する場合に提出してください。 

・キャリア支援課にて、受付済の「授業欠席届」を、科目担当教員に提

出してください。 

※この届は、「公欠扱い」ではありませんので注意してください。 

随時 

キャリア支援課 

 

丸の内キャンパス 

事務室 

出国届 

海外旅行、帰国（留学生）など、日本を出国する人は、「出国届」用紙に

記入して提出してください。 

ゼミ担当教員の署名と印鑑が必要です。早めに準備してください。 

※この届で得た情報は、安否確認だけに使用します。 

随時 

学修支援課 

 

丸の内キャンパス 

事務室 
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5．事務手続きについて 

（3） 学費などの納入 

学費（授業料及び教育充実費等）は大学生活の基礎です。学費が納入されていない場合は学籍の

根拠がなくなり、除籍となります。決められた額を決められた期日までに所定の方法で納入してくださ

い。納入のための「振込用紙」は大学から送付します。 

学則に定められた学費は次のとおりです。 

（2021 年 4 月現在） 

 
経営学部 

前期納入金 後期納入金 
合計 

納入期限 4月末 9月末 

授業料 300,000円 300,000円 600,000円 

維持費 105,000円 105,000円 210,000円 

教育充実費 110,000円 － 110,000円 

合計 515,000円 405,000円 920,000円 

 

【徴収金】 

学生会費、後援会費として年度当初に納入していただきます。 

 

【納入困難】 

やむを得ない事情によって、決められた期日までに納入することが困難な場合もあります。その場合

は、総務課・丸の内キャンパス事務室に相談してください。 

 

【履修科目限定制度】 

履修予定科目数が少ない場合に限り、1科目あたり 10万円の学納金（授業料、維持費、教育充実

費）納入制度を利用することができます。事前許可制となりますので、申請書を締め切りまでに提出して

いただくこととなります。 

 

 

（4） 住所等の変更・提出 

自己または保護者・保証人の住所、連絡先、電話番号あるいは戸籍事項に変動が生じる場合は、

速やかに変更手続きを行ってください。 

なお、「氏名」を変更した場合は、必ず住民票を添付してください。 

 

① 学修支援課・丸の内キャンパス事務室にある「身上異動届」に記入する。 

② 学修支援課・丸の内キャンパス事務室へ提出する。 

  



35 

 

5．事務手続きについて 

（5） 休学・復学等の届出 

4年間で卒業するのが原則ですが、やむを得ない理由がある場合は、何がベストであるか担任教員、

保護者と相談のうえ、以下の手続きを行ってください。各願の提出先は学修支援課・丸の内キャンパス

事務室です。 

 

【休学】 

休学とは病気、留学、その他の理由で長期にわたり、大学の学業を離れることです。 

休学を希望する学生は、学修支援課・丸の内キャンパス事務室に申し出て、「休学願」に記入し、提

出してください。ただし、休学期間は学期単位で、通算 2学期の 1年以内を原則とします。休学中の

在籍料（5万円）他、費用に関しては東海キャンパス総務・経理課課にお問い合わせください。 

休学をすると自動的に留年となり、卒業年度が延期されます。 

≪手続きの流れ≫ 

① 担任教員、保護者と相談 

② 窓口にて「休学願」等を受け取る 

③ 指定された申請期限までに窓口へ「休学願」等を提出する 

④ 教授会で審議される 

⑤ 承認後、本人へ「休学許可通知」が郵送される 

 

【退学】 

病気その他の理由により、やむを得ず退学する場合は、退学を願い出ることができます。退学を希望

する学生は、学修支援課・丸の内キャンパス事務室に申し出て、「退学届」を提出してください。 

≪手続きの流れ≫ 

① 担任教員、保護者と相談 

② 窓口にて「退学願」等を受け取る 

③ 指定された申請期限までに窓口へ「退学願」等を提出する 

④ 学生証の返却、パソコンは星城大学専用の設定がしてありますので、学修支援課・丸の内キャン

パス事務室で退学前に設定を解除してください。 

⑤ 教授会で審議される 

⑥ 承認後、本人へ「退学許可通知」が郵送される 

 

【転部】 

転部試験を受験し、合格した学生は転部することができます。応募要項については Active Academy 

Advanceにてお知らせします。 

※転部を希望する場合は、事前に学修支援課・丸の内キャンパス事務室に相談してください 

 

【復学】 

休学をしていて復学を希望する学生は、学修支援課・丸の内キャンパス事務室に申し出て、「復

学届」を提出してください。 

 

【再入学】 

退学後、再入学を希望する方は、学修支援課・丸の内キャンパス事務室に申し出て、「再入学願」

に記入し、提出してください。 
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5．事務手続きについて 

（6） パソコンサポート 

大学で購入したノートパソコンの不具合が発生した場合、学修支援課・丸の内キャンパス事務室

に申し出てください。大学側よりパソコン業者に修理を依頼します。 

大学でパソコンを購入した学生に限り、修理期間中、パソコン代替機を貸し出します。ただし、パソコ

ン代替機使用時に、「修理預り証明書」の提示を求めることがあります。 

※ 大学で購入したパソコンを量販店など外部業者の修理に出さないでください。 

 

≪修理の流れ≫ 

① 学修支援課・丸の内キャンパス事務室にある「パソコン修理依頼書」を記入する。 

② 学修支援課・丸の内キャンパス事務室にパソコンと共に提出する。 

③ 受付控えとなる「修理預り証明書」を受け取り、修理完了まで保管する。 

④ 修理完了後、Active Academy Advance より連絡が入る。 

⑤ 学修支援課・丸の内キャンパス事務室にて、「修理預り証明書」と引き換えに、パソコンを受け

取る。 

  



37 

 

5．事務手続きについて 

（7） 各種証明書の申請 

大学生活を送る中で証明書が必要なことがあります。その内容に応じてそれぞれの担当課で間違

いのないように早めの手続きを心がけてください。 

 

【申請方法】 

① 学修支援課・丸の内キャンパス事務室に備えてある所定の用紙に必要事項を記入する。 

② 手数料と学生証を添えて、学修支援課・丸の内キャンパス事務室へ申し込む。 

※ 窓口では、「学年・学籍番号・氏名・用件」をはっきり伝えてください。 

 

【発行時間】 

※ 学期初め・長期休み明けや就職活動のピークとなる時期は窓口が混雑し、このとおり発行

できない場合があります。これらの時期には特に早めに申し込みをしてください。 

 

【申請受付場所】 

≪学修支援課・丸の内キャンパス事務室≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 次に該当する場合、「卒業見込証明書」を発行できません。 

・3年修了時の修得単位数が「90単位未満」 

・4年生前期終了時の修得単位数が「105単位未満」 

 

【通学証明書】 

① 通学定期券購入時に必要です。 

② 証明書申請書は「JR用」と「その他私鉄用」の 2種類を準備しています。 

③ 通学区間は距離、時間、料金等、最も合理的な方法を選んでください。 

④ 一度決めた区間や交通機関は原則として変更を認めません。ただし、身上異動等により変

更が必要になった場合には、窓口へ申し出てください。 

⑤ アルバイト・外部講習等のための通学証明書は発行できません。 

 

 

 

種類 手数料 申込用紙 

在学証明書 

200円 

（1通） 

証明書交付願 

※英文での発行の場合は申し出ること 

卒業見込証明書 

健康診断証明書 

成績証明書 

卒業証明書 

学生運賃割引証 不要 学生割引証交付願  

JR通学証明書 不要 通学証明書交付願 

通学証明書（JR以外） 不要 通学定期券発行控（私鉄用） 

11：30  までに申請 ⇒ 当日 15：00 以降に受け取り可能 

11：30  以降に申請 ⇒ 翌日 12：20 以降に受け取り可能 

 

定期券購入の際には、各交通機関で「通学証明書」と「学生証」を提示してください。 
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5．事務手続きについて 

 

【学生旅客運賃割引証】 

原則以下の目的に限り、名鉄・JRで片道が 100㎞を超える区間を旅行するときは、学生旅客運賃割引

証（学割証）の交付が可能です。 

① 休暇、所用による実家への帰省（一人住まいのみ） 

② 実験実習等の正課の教育活動 

③ 大学が認めた特別教育活動または体育・文化に関する正課外の教育活動 

④ 就職又は進学のための受験等 

⑤ 大学が修学上、妥当と認めた見学又は行事への参加 

⑥ 傷病の治療その他 修学上、支障となる問題の処理 

⑦ 保護者の旅行への随行 

また、使用に際しては次のような注意が必要です。 

 

※ 不正使用した場合（他人名義・期限切れを使用等）は、本人が厳しい処分を受けるだけでな

く、本学の学生全員が学割の使用を停止されることがあります。使用には学割証裏面の注意

事項を厳守してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用上の注意事項】 

・発行は 1回につき 4枚まで 

・有効期限は発行から 3 ヶ月間 

・購入時・使用時とも学生証が必要 
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5．事務手続きについて 

（8） 学内駐車場の利用手続き（東海キャンパスのみ） 

【手続き方法】 

自動車（バイク含む）通学を希望する場合は、学修支援課で手続きを行ってください。『自動車通

学許可願』を渡します。必要事項を記入し、提出してください。 

※提出時に運転免許証・通学経路図の添付が必要です。 

 

【利用料金（バイク通学者は無料）】 

① 年間定期券 ： 30,000円 / 年（90単位以上取得の 4年生は 18,000円） 

※ 年度途中の契約は（月当たり＠2,500円 or ＠1,500円で算出） 

毎月 15日までの申込：当月～3月分／毎月 15日以降の申込：翌月～3月分 

② 回数券（チケット）（11枚綴り） ： 3,000円 

③ 回数券（チケット）（5枚綴り）  ： 1,500円 

 

【利用料金の支払い（バイク通学者は不要）】 

≪年間定期契約をする場合≫ 

学修支援課に『自動車通学許可願』を提出後、振込用紙を渡します。各自で振込手続き実施 

後、振込控えを学修支援課で提示してください。振込控えと引換えに定期券と『駐車場利用許可

証』を渡します。『駐車場利用許可証』は、必ずフロントガラスから見える場所（ハンドルの前、ダッ

シュボードの上など）に掲示して下さい。 

≪回数券（チケット）の場合≫ 

学修支援課に『自動車通学許可願』を提出し、料金と引換えに回数券（チケット）を渡します。 

 

【有効期限（バイク通学者は不要）】 

① 年間定期券： 4月 1日 ～ 翌年 3月 31日 

② 回数券： 4月 1日 ～ 翌年 3月 31日 

但し、1～3年生に限り、未使用の回数券について、翌年度分の回数券と交換できます。学修

支援課に申し出て下さい。 

 

【年間定期券使用上の注意（バイク通学者は不要）】 

紛失・盗難があった場合には、学修支援課に再発行の手続きを届出てください。再発行手数料は、

1,000円（当該年度内に発見し、届出した場合には返金可能）。 

 

【利用上の厳守事項】 

① 自動車通学期間は必ず任意保険（対人無制限・対物 1,000万円以上）に継続加入する。バイ

ク通学者も加入を推奨する。 

② 「駐車場利用許可証」は、ハンドルの前やダッシュボードの上など、車外から確認できる場所に 

掲示する。バイク通学者は別途指示する。 

③ 駐車場内での事故や器物破損等については、速やかに学修支援課に報告すること。なお、事

故発生時は双方で（大学は関与しない）処理し、器物破損については、実費負担のこと。 

④ 学内の所定場所以外への駐車は厳禁。また、近隣ドラッグストアや公園駐車場などへの駐車

および、大学周辺の路上駐車も厳禁とする。 

⑤ 定期券の貸し借りを行わない。バイク通学者は無料。 

⑥ 引越し等で通学経路が変更した場合には、必ず変更した経路を提出する。 

⑦ 非常識な行為（長期間駐車、駐車場内へのゴミのポイ捨て、車内喫煙など）を行わない。 

年間定期券・回数券（チケット）ともに払い戻しはできません。 
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5．事務手続きについて 

（9） 保険制度 

① 学生教育研究災害傷害保険（学研災） 

本学学生は、入学と同時に学生教育研究災害傷害保険（学研災）に全員一括加入していま

す。この保険の有効期間は 4年間で、保険金が支払われる事故の範囲は次のとおりです。 

 

(ア) 被保険者が在籍する大学の教育活動中に被った急激かつ偶然な外来の事故による身体

傷害。 

(イ) 被保険者の住居と学校施設等との間の通学、学校施設等相互間の移動中に発生した身

体の傷害事故。 

 

【上記の事故が起きた時】 

 

 

 

 

 

② 学研災付帯賠償責任保険（学研賠） 

本学学生は、学研災付帯賠償責任保険（学研賠）に入学と同時に全員一括加入しています。

この保険の有効期間は 4年間で、保険金が支払われる事故の範囲は次のとおりです。 

 

被保険者が国内において大学の教育活動として、インターンシップ・介護体験活動・教育

実習またはボランティア活動を行う際に、他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊したり

したことにより被る法律上の損害賠償を補償。 

 

【上記の事故が起きた時】 

 

 

 

 

 

③ 学生総合保障制度 

学生教育研究災害傷害保険に全員加入をしていますが、適応範囲も限定されています。安心

して快適な学生生活を過ごしていただくために、経営学部の学生には、「学生総合保障制度」へ

の加入を推奨しています。 

 

【事故が起きた時】 

 

 

 

  

事故が生じた場合、速やかに、学修支援課・丸の内キャンパス事務室へ報告してくださ

い。 

※報告が遅延した場合、保険金が支払われないこともあります。 

事故が生じた場合、速やかに保険会社及び学修支援課・丸の内キャンパス事務室へ報

告してください。 

※報告が遅延した場合、保険金が支払われないこともあります。 

 

事故が生じた場合、速やかに学修支援課・丸の内キャンパス事務室へ報告してくださ

い。 

※報告が遅延した場合、保険金が支払われないこともあります。 
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5．事務手続きについて 

（10） 奨学金制度 

① 学外奨学金・ローン制度 

＜公的＞ 

日本学生支援機構奨学金（貸与：無利子・有利子） 

日本学生支援機構の奨学金は、経済的理由により修学に困難がある優れた学生等に対し学資

として貸与（貸付）されるもので、貸与終了後は、必ず返還しなくてはなりません。 

採用の種類には、定期採用と緊急・応急採用があります。 

 

【定期採用】 

(ア) 原則、毎年 4月に学校で奨学生の募集を行います。 

(イ) 全学年の学生が申し込みできます。 

(ウ) 奨学生の募集については、Active Academy Advance より案内します。 

(エ) 申込みをすれば必ず採用されるものではありません。 

(オ) 申込者の人物・学力・家計について総合的に審査し、採用が決定されます。 

 

【緊急・応急採用】 

(ア) 家計支持者（父母等）の失業、破産、事故、病気もしくは死亡等又は火災、風水害等の災害等

により家計が急変し、奨学金を緊急に必要とする場合の奨学金です。 

(イ) 緊急採用は第一種奨学金、応急採用は第二種奨学金です。 

(ウ) 随時募集していますので、貸与を希望する場合は、個別で学修支援課・丸の内キャンパス

事務室へ申し出てください。 

採用の種類 募集時期 始期 終期 

緊急採用（第一種） 随時 

※家計が急変してから 12 ヶ月以内 

事由発生月以降 貸与開始の年度末 

応急採用（第二種） 年度内希望月 卒業予定期 

 

【採用決定後について】 

(ア) 奨学金を受給している方は、年に一回 12月頃に「継続願」の提出が必要です。 

(イ) 「継続願」が提出されない場合、翌年度の奨学金は廃止となり、奨学金を受けることができなく

なります。 

(ウ) 基準単位取得不足等で、停止・廃止になる場合があります。また、留年中の貸与はありませ

ん。 

(エ) 退学・休学・辞退等する場合、手続きが必要です。速やかに、学修支援課・丸の内キャンパ

ス事務室に申し出てください。 

 

【返還について】 

(ア) 貸与終了月の翌月から数えて 7 ヶ月目より奨学金の返還が開始されます。 

(イ) 貸与終了後も学校に在学する場合や、進学する場合は、「在学届」の提出により返還期限が猶

予されます。在学猶予を希望する方は、学修支援課・丸の内キャンパス事務室に申し出てく

ださい。  
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5．事務手続きについて 

日本学生支援機構奨学金（給付：返済不要） 

(ア) 住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯の学生等が対象です。 

(イ) 奨学生の募集については、Active Academy Advance より案内します。 

(ウ) 申込者の人物・学力・家計について総合的に審査し、採用及び給付金額が決定されま

す。 

(エ) 給付奨学金の対象者は授業料の減免を受けることができますが、減免額は家計状況によ

って異なります。 

(オ) 成績不振により、廃止になる場合があります。また、成績が著しくひどい場合は返還が必

要になる場合もあります。 

※ 本学は修学支援の対象機関となる確認大学です。該当学生は当制度を活用できます。 

 

日本政策金融公庫「国の教育ローン」（貸与：有利子） 

日本政策金融公庫に直接問い合わせをして、通年の申請が可能です。詳しい内容については

日本政策金融公庫にお問い合わせください。 

 

＜民間＞ 

各種銀行の「教育ローン」（貸与：有利子） 

各種銀行に直接問い合わせして、基本的に通年の申請が可能です。各銀行によって異なりま

すので、詳しい内容についてはご利用銀行にお問い合わせください。 

 

学費サポートプラン 「オリコ」「セディナ」（貸与：有利子） 

オリコまたは、セディナに直接問い合わせをして、大学の学納金納付期限内で申請が可能で

す。詳しくは毎学期の学納金納付書類とともに同送します。 

 

＜その他＞ 

各市町村や財団・企業から奨学金募集がある場合がありますが、年度によって採用有無が変

わります。その都度 Active Academy Advanceにて案内します。 
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5．事務手続きについて 

② 星城大学独自の奨学金 

＜大学＞ 

学生生活支援奨学金（貸与：無利子） 

対 象    ：経済的理由により修学困難と認められる者（全学年で 10名以内） 

貸 与 金 額     ：最大年間 600,000円。卒業後最長 8年で返還 

申 請     ：大学にて通年申請可能です。学修支援課・丸の内キャンパス事務室にお

問い合わせ下さい。 

 

学業成績優秀者奨学金（給付） 

対 象    ：優秀な学業成績を収めたと認められる者（各学年 6名） 

支 給 金 額    ：70,000円あるいは 50,000円（返済義務無し） 

申 請    ：大学から推薦者に連絡が行くため、申請の必要はありません。 

 

学費ローン利子補給奨学金（給付） 

対 象    ：本学の指定する金融機関又は信販会社等からローンの融資を受けた者 

支 給 金 額    ：1年間 50,000円以内（返済義務無し） 

申 請    ：毎年 11月頃募集 

 

ダブルスクール奨学金（給付） 

対 象    ：経営学部生で、専門学校星城大学リハビリテーション学院への併修を希望し、

一定の学業成績を収めた者 

支 給 金 額   ：300,000円（返済義務無し） 

申 請    ：大学にて通年申請可能です。学修支援課・丸の内キャンパス事務室にお問

い合わせ下さい。 

 

＜後援会＞ 

明徳奨学金（給付） 

対 象   ：自ら学ぶ意欲が高く、成績優秀な学生で経済的理由により修学が困難な学生 

支 給 金 額    ：100,000円（返済義務無し） 

申 請   ：毎年 12月初旬～１月末頃に Active Academy Advanceにて申請方法を案

内します。 

 

     明徳奨学金（給付） 

     対 象   ：社会的認知度が高く就職に直結する資格の取得者 

     支給金額   ：50,000円（返済義務無し） 

     申 請   ：毎年 12月初旬～1月末頃に Active Academy Advanceにて申請方法を案

内します。 
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学外奨学金制度・ローン制度の特性比較表（参考）　 ※金利は2021年1月調査現在
※下記に記載する全ての情報について、その正確性および完全性を保証するものではありません。

制度 奨学金及び授業料等減免 ローン（保護者が借主）

種別 公的（文科省） 公的（日本政策金融公庫）

高等教育の修学支援新制度 第一種 第二種 国の教育ローン

（給付奨学金・授業料等減免） （無利子貸与） （有利子貸与） （有利子）

大学が提案する
申請優先順位

1 1 2 2

問い合わせ先
教育ローンコールセンター

ＴＥＬ：0570-008656

・使途自由 ・使途自由 ・使途自由 ・入学金、授業料、教育費等

・奨学金月額：8,900円～75,800円 ・月額：20,000円～64,000円 ・月額：20,000円～120,000円までの ・お子様1人につき、350万円以内

・授業料等減免の上限額（年額）70万円 　入学年度かつ通学形態（自宅・自宅外） 　　　　1万円単位の金額の中から選択可

　学部・家計基準・通学形態により決定 　により制限あり

・無利子 ・年率上限3％（変動有） ・実質年率1.68％（変動有）

 （母子・父子家庭等1.28％）

・変動金利タイプ：5年見直し（0.002％）

・固定金利タイプ：0.157％　　※2020年12月現在

5.返済期間 ・卒業後20年以内 ・卒業後20年以内 ・15年以内

・不要 ・不要 ・不要 ・不要

・住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯 ・世帯の所得、学力の基準有 ・世帯の所得、学力の基準有 ・子供一人世帯の年間収入790万円以内

・学力の基準有 ※二種より高基準 　（子供の人数が一人増えるごと100万円増）

・学校を通じて ・学校を通じて、 ・学校を通じて、 ・日本政策金融公庫に直接、

　書類登録し、webにて申込み 　書類登録し、webにて申込み 　書類登録し、webにて申込み 　郵送又はWebで申込み

　(所得制限有）  （所得制限有）  （所得制限有）

・申込書 ・申込書 ・申込書 ・運転免許証またはパスポート

・マイナンバー ・マイナンバー ・マイナンバー ・住民票の写し（原本）

・連帯保証人・保証人の印鑑証明 ・連帯保証人・保証人の印鑑証明 ・源泉徴収票または確定申告書

・連帯保証人の所得証明書等 ・連帯保証人の所得証明書等 ・住宅ローン（または家賃）と公共料金

　の支払い確認可能な預金通帳

・在学確認できる書類

・使用予定が確認できる書類

・返済不要 ・毎月払い ・毎月払い ※詳しくは国の教育ローンコールセンターにご確認下さい。

　（条件あり） ・ボーナス併用払い ・ボーナス併用払い

（貸与終了時からの利息発生）

・可能 ・可能 ※詳しくは国の教育ローンコールセンターにご確認下さい。

・約2ヶ月 ・約2ヶ月 ・約2ヶ月 ・20日前後

・審査結果は学校から申込者へ ・審査結果は学校から申込者へ ・審査結果は学校から申込者へ

13.借入金の振込 ・申込者の取引口座 ・申込者の取引口座 ・申込者の取引口座

・返済不要 ・金利が良心的

・纏まった金額の借入が可能

・通年申請可能

・借入者の居住地・勤務地制限無し

・家計基準が限定的 ・在学中、有利子

・第一種奨学金との併用に制限有

・年2回の申請のみ

奨学金（学生本人が借主）

公的（日本学生支援機構）

星城大学
ＴＥＬ：052-686-0030

名称

7.申込用件

1.対象金

2.取扱上限額

3.金利

4.金利タイプ

6.諸費用

・固定金利タイプ

8.申込方法

9.必要書類

10.返済方法

11.追加借入

12.審査時間

15.デメリット

・通常4月申請のみ

・月々入金（学費支払いまで貯蓄が必要）

14.メリット

・金利がかなり良心的

・在学中、無利子

・返済期間が長く設定できる
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知多信用金庫　学資ローン「エール」 各種金融機関の教育ローン
（大手銀行三菱UFJ銀行の例）

オリコ（学費サポートプラン） セディナ（学費ローン）

（有利子） （有利子） （有利子） （有利子）

2 3 4 4

　※居住地最寄りの
店舗に問合せ下さい

　※居住地最寄りの
店舗に問合せ下さい

学費サポートデスク
ＴＥＬ：0120-517-325

ＴＥＬ：050-3827-0375

・入学金、授業料、維持費等の大学納付金 ・入学金、授業料等 ・入学金、授業料、維持費等 ・入学金、授業料、維持費等

・就学に係る付帯費用 　但し、一部銀行では家賃、交通費も対象 ※当校請求費用のみ ※当校請求費用のみ

・50万円～500万円（当座貸越の場合） ・30万円～500万円 ・10万円～500万円 ・原則、4万円～500万円

※数値は大手銀行三菱UFJ銀行の例

・実質年率1.48％（変動有） ・実質年率3.975％（変動有）ネット申し込み ・実質年率4.2％ ・実質年率4.2％

※詳細は、店頭窓口へお問合せ下さい

・卒業後10年以内 ・10年以内 ・10年　※お借入れ条件により若干異なる。 ・10年

・契約締結に伴い手数料が発生 ・「取扱手数料」「印紙代」など ・不要 ・不要

※詳細は、店頭窓口へお問合せ下さい ・全額又は一部繰上返済の場合も所定の ※全額又は一部繰上返済（3万円以上）の

　費用が発生（費用詳細は、最寄の店舗にご確認下さい） 　場合も、事務手数料は不要

・安定した収入がある方 ・年収・勤続年数等の基準有 ・年収基準や学力基準なし ・年収基準・学力基準なし

・しんきん保証基金の保証が受けられる方 ・保証会社の保証が受けられる方 ・他の奨学金などと併用可

・連帯保証人は原則不要

・知多信用金庫に直接、窓口で申込み ・各種金融機関に直接、窓口で申込み ・オリコに直接、郵送又はWebで申込み ・セディナに直接、郵送又はWebで申込み

　※居住地最寄りの店舗に問合せ下さい ・ネットによる申し込み制度も金融機関 ・地方在住者も可（全国対応） ・地方在住者も可（全国対応）

　大学最寄りは上野支店 によっては有り ・契約時の来店不要 ・契約時の来店不要

・住民票謄本 ・合格証明書写し又は学生証写し ・学生証コピー（在学生の場合） ・学生証コピー（在学生の場合）

・運転免許証（原本） ・保護者の所得証明書原本 ・合格通知証コピー（新入学生の場合） ・合格通知証コピー（新入学生の場合）

・健康保険証（原本） ・運転免許証 ・学費納付書（振込用紙コピー等） ・学費納付書（振込用紙コピー等）

・所得証明書等 ・資金使途確認書類 ※Web申込については、書類不要

・入学・在学確認できる書類 ・学費納付書（振込用紙原本など） ただし、電話確認時、手元に納付書のご用意

※上記以外の書類が必要な場合有り ※上記以外の書類が必要な場合有り をお願いします。

（審査時以外に契約時に必要となる） ※郵送申込は、納付書のコピー添付必要

・元利均等返済 ・元利均等返済 ・通常分納 ・6回～120回払い

　(在学中は利息のみ払い可能） ・元金返済据置 ・ステップアップ分納（在学中は利息のみ払い可能） ※元利金等分割払い・元金据置払い・ボー

（卒業後は証書貸付に切り替え） 　(在学中は利息のみ払い可能） ・親子リレー分納 ナス併用払い可

※居住地最寄りの各店舗に問合せ下さい ※居住地最寄りの各金融機関各店舗に ・可能 ・可能

問合せ下さい ・追加借入があっても残高にスライドした

　返済額が選択可能

・2週間～3週間程必要 ・2週間～3週間程必要 ・申込日当日（半日程度）に結果連絡 ・原則、申込から24時間以内審査

※最短で即日回答も有り ・審査結果はオリコから保護者へ ・審査結果はセディナから保護者へ

・当座貸越（5年以内） ・保護者の取引口座 ・当校指定の口座 ・当校指定の口座

・金利が良心的 ・纏まった金額の借入が可能 ・審査がスピーディ ・審査がスピーディ

・纏まった金額の借入が可能 ・通年申請可能

・通年申請可能

・在学中、有利子 ・手続きの書類準備が手間 ・金利が比較的高め ・金利が比較的高め

・借入者の居住地・勤務地制限有り ・学費支払い時期のみの取扱 ・学費支払い時期のみの取扱

・毎回手続きが必要 ・毎回手続きが必要

ローン（保護者が借主）

民間

・変動金利タイプ ・変動金利タイプ ・固定金利タイプ ・固定金利タイプ
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6．キャリア支援について                     

（1） 自分の将来を考える 

【就職への道】 

就職は日頃の学生生活の延長線上にあり、皆さんの人生の大きな節目となるものです。

これからの勉学、クラブ活動・社会活動などを通じて毎日の生活を充実したものにしてい

くこと、自分で誇れる何かを身につけていくことが就職への道につながっています。 

 

【就職指導】 

本学では、1 年次から毎年、キャリア形成を推進するための個別進路面談「キャリア面談」を

実施し、学生生活を充実させるためのアドバイス等を行っています。3 年次の面談では、就職活

動の具体的な進め方を学生 1 人ひとりに合わせて指導しています。また、3年次の前期・後期に

は科目「キャリアサポート」や「インターンシップ」を設けており、キャリア形成と社会へ出る

ための準備の手助けを行っています。その他、講義以外にも業界・企業研究や筆記試験対策を行

う「就職活動支援セミナー」やマナー・面接対策の実力養成のための「就職活動研修」、企業等

の採用担当者を招いての「学内合同企業説明会」を実施しています。 

 

【就職活動】 

就職活動は、大学の授業や日常の勉学と切り離されたものではありません。 

本学では、経営学部のカリキュラム自体が皆さんの将来の進路を考慮したものとなっていま

す。したがって、日常の授業を真剣に受講し、勉学に励むことが就職への最短距離となりま

す。本学の授業や自己の勉学と就職活動を有機的に結びつけることが極めて大切です。 

ただし、皆さんに特に留意していただきたいことは、「就職は自分自身のこれから先の生

き方の問題であり、自分の考えで取り組んでいくもの」ということです。大学の指導も、

皆さんの就職への希望がどのようにすればかなえられるかについて、助言・支援してこと

にポイントを置いています。「座して待っていれば、希望がかなう」ものではありません。

自分自身できちんと自分の将来を考えて就職活動を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

① 自分の目標、自分の適性を早くみつける。自分は将来何をやっていきたいかを意識する。 

② 自分のやりたいことに必要な能力、実力を培う。読解力、文章の表現力、計算力などの基礎能

力、外国語能力、専門能力、情報処理の基礎知識、資格へのチャレンジ、自己啓発をする。 

③ 幅広い教養や社会を見る目を養う。各講座の幅広い選択、多方面にわたる読書、新聞・TVなど

からの社会・時事問題への関心、幅広い交友を深める。 

④ 社会人としてのマナーを身につけ、あいさつ、言葉遣い、時間・期限の厳守等、社会のルール

が守れるようにする。 

⑤ 学生生活で「○○に打込んだ」と自信を持って言える何かをつかむ。専門知識、趣味・特技、クラ

ブ・サークル活動、ボランティア活動などに取り組む。 

 

つまりは、学生生活で自己を磨き、志望の業界・企業・法人等から「この人ならば、何かをやって

くれる人だ」と期待をされる人材になり、自己の将来設計ができるようにすることです。 
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6．キャリア支援について 

 

  【キャリア支援課の利用】 

    キャリア支援課では就職活動に関する相談、応募書類（履歴書・エントリーシート・小論

文）の添削・面接練習など様々なサポートを行っています。3・4年生に関わらず、1・2 年生

からの相談もできますので、大いに利用してください。また、星城大学専用の履歴書を無料

配布しています。応募先が決まったら、利用してください。 

     相談時間：月曜日～金曜日（9：00～18：00）土曜日（9：00～15：00） 

     東海キャンパス：キャリア支援課窓口。電話（052-686-0031）・ 

メール（career@seijoh-u.ac.jp）もしくは求人ＮＡＶＩ 

丸の内キャンパス：事務室窓口。電話（052-221-9884）にて事前に予約してください。 

 

【求人 NAVI の活用】 

本学には「求人 NAVI」というシステムがあります。このシステムで以下のことができます。 

① 本学宛の求人票を参照 

② 本学の先輩がどのような就職活動を行ったかが分かる「就職活動体験記」を読む 

③ 就職活動に関するセミナー・面談・面接練習などの予約 

      使用方法はキャリア支援課よりお知らせします。是非 1・2 年生から活用してください。 

   

【就職資料の活用】 

キャリア支援課には自己の進路や職業選択のための諸資料、各企業・求人先の情報、就職

関連図書（SPI や筆記試験・面接対策本）などが整備されています。常時自由に活用できる

体制をとっていますので、図書館の関連する図書などとも併せて、積極的に活用してくださ

い。 

就職関連図書に関しては 1 人 2 冊まで 2 週間の貸出を行っています。貸出を希望される

方はキャリア支援課窓口で手続きを行ってください。 

 

【進学】 

大学の勉強を深めている間に、もっと勉強を続けたいという人が出てきます。大学院など

への進学のためには、強い意志と相当の準備が必要です。保護者・ゼミ教員・教職員ともよ

く相談し、しっかり取り組みましょう。 

  

mailto:career@seijoh-u.ac.jp
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7．課外活動                           

（１） 学生会活動クラブ・サークル活動 

学生会やクラブ・サークル活動に積極的に参加しましょう。同じ目標を持つ仲間と、種々の体験

をして、学生生活をより豊かなものにして、自分自身を成長の糧にしてください。学生会活動、ク

ラブ･サークル活動は学生生活の楽しい思い出の 1つになり、一生涯の友人を得る機会にもなり

ます。多くの皆さんが、学業以外の分野でも大いに活躍されることを期待します。クラブ・サークル

の登録は年度ごとに更新されます。 

 

【クラブ・サークルの登録の流れ】 

① 新規にサークルを立ち上げるときも同じです。 

② 条件を満たしたサークルからクラブへの昇格は学生会執行委員会の承認を必要とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学のクラブ・サークル活動一覧（令和 3年 4月現在）  

【クラブ】 

指定強化クラブの運動系 

・硬式野球 ・柔道 ・女子バレーボール ・男子ソフトテニス 

・女子ソフトテニス        ・剣道 ・女子ソフトボール  

指定強化クラブ以外の運動系 

・弓道 ・ゴルフ ・硬式テニス ・フットサル 

文化系 

・ボランティア ・機能形態研究 ・現代亜細亜研究   ・まちづくり研究 

・軽音楽    

 

【サークル】 

運動系 

・バスケットボール ・ハンドボール ・バドミントン ・丸の内フットサル 

文化系 

・ｅ-SPORTS ・茶道 ・ESS  

提出書類 
活動計画書、活動内容計画書および報告書、部員名簿、顧問承諾書等の 

書類一式は学修支援課（生活支援担当）窓口にあります。 

書類の流れ 
提出書類を部委員会に提出→学生会（承認）→学生生活委員会（承認）→教

授会（承認） 

活動補助金 
年度末に提出した予算請求額に基づいて、登録されたクラブ・サークルに活

動補助金が支給されます。 
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8．健康管理                           

（1） 定期健康診断 

学校保健安全法にもとづいて毎年 4月、定期健康診断を実施します。必ず受診してください。も

し受診しないと、スポーツの授業・クラブへの参加を断られることもあります。また、就職や奨学生出

願のために必要な「健康診断証明書」が発行されません。 

病気は早期発見、早期治療が重要です。定期健康診断を受け、日頃から自己の健康管理をし

て、健康で充実した学生生活を送ってください。 

 

（2） 健康保険証・遠隔地被扶養者証 

病気になったとき、薬品代など思わぬ費用がかさむものです。健康保険証を携帯しましょう。自宅

外より通学している場合は、「遠隔地被扶養者証」を準備しておきましょう。 

遠隔地被扶養者証とは、家族と離れて生活している人が、家族の保険証とは別に交付を受ける

本人専用の保険証のことです。保護者の加入する「共済組合」・「健康保険組合」・「国民健康保険」

等に発行の申請をして取得しておいてください。取得の方法はそれぞれの団体に問合せてくださ

い。留学生は、必ず居住地の市役所等で、加入の手続きを行ってください。 

 

（3） 病気や怪我の場合 

登校中に気分が悪くなったとき、あるいはちょっとした怪我をしたときは、医務室（2号館 1Ｆ）・丸

の内キャンパス事務室にお越しください。応急の薬品が常備してあります。必要な場合には、校医

に診てもらったり、病院に連れて行ったりします。 

また、寮やアパート暮しの人で夜間などは、119番に電話してください。 

 

（4） 生活習慣 

【規則的な生活リズム】 

人間は自然界の生き物です。したがって、人間の体は朝陽とともに目覚めるように、ホルモンを分

泌しています。一日の活動を終えると休息のために睡眠が必要となります。早寝早起きが健康の秘

訣といわれるゆえんです。このサイクルを乱す生活を続けると、体も心も無理を強いられて病気にな

ります（例えば風邪をひきやすい・体がだるいなど）。夜更かしが続き、朝が遅くなると、午前中の授

業に出席できなくなります。これが続くと、授業内容がわからない、受験資格が無くなるなど、学生生

活にも影響が出てきます。朝型人間を心がけ、生活のリズムを作り、健康な学生生活を過ごしましょ

う。 

 

【規則的な食生活】 

元気に活動するためには、適切な栄養摂取が必要です。少なすぎても多すぎても良くありませ

ん。一日の始まりに朝食は特に大切です。また、スナック菓子・ラーメン・ファストフードは美味しく便

利ですが、栄養が偏り、こればかり食べていると健康を害してしまいます。近年、若者にもメタボが広

まっています。一日三食、栄養バランスを考えた食事をとり、適度な運動をして、健康な体を維持し

ましょう。 
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８．健康管理 

（5） 飲酒・喫煙・エイズ対策・薬物乱用の禁止 

【飲酒】 

未成年の飲酒は法律で禁止されています。また、イッキ飲みの事故が多発しています。飲酒の正

しい知識を持ってください。 

① イッキ飲み 

イッキ飲みの事故が多発しています。イッキ飲みで命を失うことがあります。絶対に止めま
しょう。もし酔って倒れて嘔吐した場合は、吐いた物が喉につかえないように顔を横に向け、
口の中を拭いてあげてください。意識が戻らず、顔色が悪い、息づかいが荒くなったなど急
性アルコール中毒の疑いがあれば直ぐに 119番し、救急車を呼んでください。 

 
② 飲酒運転 

たとえ少量の飲酒でも飲酒運転になります。自転車にも飲酒運転が適用されます。死亡
事故を起こせば相手のみならず、自分の人生にも取り返しのつかないことになります。飲ん
だら車も自転車も運転しない、させないを厳守してください。 

 
③ アルコールハラスメント（アルハラ） 

お酒は楽しく飲みましょう。飲酒の強要、イッキ飲ませ、酔いつぶし、酔った上での迷惑行
為をしない、させないを守りましょう。幹事になったら、参加を強制しない、未成年者には飲
ませない、吐く人・つぶれる人を出さない心配りを！万が一酔いつぶれた人が出たら、責任
を持って介抱してください。アルハラの無い飲み会、楽しい飲み会を計画・実行してくださ
い。 
 

【喫煙】 

未成年者の喫煙は法律で禁止されています。本学では、2019年 7月施行「健康増進法の一部

を改正する法律」を遵守し、学内における受動喫煙の防止に努める観点から、キャンパス内全面禁

煙としています。また、学外での歩行喫煙、たばこの投げ捨て、唾や痰の吐き捨ては厳禁です。ル

ールやマナーを守ってきれいで、気持ち良い環境を作りましょう。 

 

【エイズ対策】 

日本では若者のエイズ感染者が急増しています。エイズは正しく理解すれば予防できます。エイ

ズは感染症ですが、①無防備な性行為は避け、②コンドームを正しく使い、③注射器の回し打ちを

しないことを守れば、ほぼ感染しません。これらのことを守っていれば感染者への理解ある行動がと

れます。また、コンドームを正しく使用すれば性感染症の予防にもなります。 

 

【薬物乱用の禁止】 

大麻・覚せい剤などの薬物使用は、初めはちょっとした好奇心から始まります。しかし一度始める

とまたほしくなります。これらの薬物（大麻、覚せい剤、コカイン、ヘロイン、マリファナ、向精神薬、シ

ンナー）は中毒性が高く、簡単には止められなくなり、あなたの人生を破壊します。 

『一度くらいいいだろう』の安易な気持ちが、あなたを精神的にも肉体的にもボロボロにしてしまい

ます。 

脱法ドラッグも危険です。麻薬や覚醒剤と似た作用があり、これを吸引して急性中毒になり病院

に運ばれるケースが増え、死亡事件も起きています。万が一誘われても断固として断る勇気を持っ

てください。 
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８．健康管理 

（6） 医務室・学生相談室（SCC） 

【医務室】 

医務室では、急な病気・怪我はもとより、健康に関することは何でも相談にのりますので、気軽に

利用してください（月～金 9:00～17:30）。場所は東海キャンパス 2号館 1階です。 

 

【学生相談室（SCC）】 

学生相談室では、学生生活を送っていく上でのさまざまな問題や悩みについて、一緒に考えサ

ポートしています。何か困ったことや相談したいことがあるときは、遠慮なく利用してください。あなた

の秘密は堅く守られます。どうぞ気軽に訪ねてみてください。 

 

 

  

星城大学 東海キャンパス 2 号館 3 階 （2306 教室） 

住所 ： 〒476-8588 東海市富貴ノ台 2-172     

連絡 ： sccstaff@seijoh-u.ac.jp  まずはメールでアポイントメントを取ってください。 

mailto:sccstaff@seijoh-u.ac.jp
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9．安全な大学生活を送るために（一般生活情報）          

（1） 通学について 

① 通学方法 

東海キャンパスでは、電車やバスなど公共交通機関による通学を勧めています。キャンパ

スは最寄りの駅から歩いて 6、7分という恵まれた場所に位置しています。通学はできるだけ

公共交通機関を利用するようにしてください。 

丸の内キャンパスへは、必ず公共交通機関を利用して通学してください。丸の内キャンパ

スには、駐車場・駐輪場はありません。 

※通学定期券を購入時に必要な「通学証明書」の申請については、P37参照。 

 

【自転車・原動機付自転車・自動二輪車による通学の場合（東海キャンパス）】 

通学に際して、特別な申請は必要ありませんが、近年事故の報告が大変増加していま

す。交通ルールを守り、安全に留意して下さい。事故は一瞬ですが、悲しみ･苦しみは一生

続きます。原動機付自転車・自動二輪車を利用の場合は、必ず任意保険に加入してくださ

い。登校後は指定された駐輪場に整頓して駐輪してください。 

 

【自動車通学の場合（東海キャンパス）】 

自動車通学を希望する学生は学修支援課に申し出てください。許可を受けて、学生用駐車

場を利用することができます。許可無く、自動車通学・学生駐車場の利用をすることはできませ

ん。 ※自動車通学の申請については、P39参照。 

 

大学周辺の路上駐車は厳禁 

近年、学生の迷惑路上駐車が増えています。大学周辺の道路は駐車禁止区域ではありま

せんが、路上駐車は緊急時の消防車や救急車の通行の妨げとなります。あなたが救急車を

待っているときに、迷惑駐車のおかげで救急車の到着が遅れて、大切な人の命が助からな

かったとしたら、どんな思いをするでしょう。また、近隣施設への迷惑駐車も厳禁です。大学

には十分なスペースの駐車場があります。短期間の駐車にはチケットが使えます。大学駐車

場を有効に使って、路上迷惑駐車撲滅に協力してください。 

 

② 自宅外通学 

遠方のため自宅から通学できない人達は、民間の「アパート・マンション」に入って、通学

することになります。一人で生活することが基本の毎日です。これまでと違ってすべてのこと

を一人で対処していかなければなりません。心細いこと、困難なこともあるでしょうが、それが

経験として生かされ、自分を大きくすることができます。 

 

【トラブルが発生した場合】 

毎日の生活の中では思わぬことにみまわれることもあります。 

トラブルが発生したら 

（ア）まず冷静に事態を考えてみること。 

（感情的になると正当な判断が下せなくなることが多いものです。） 

（イ）できるだけ早く身近な人に相談して、適切な方法で速やかに解決できるようにするこ

と。 

（ウ）ゼミ担当の先生もしくは学修支援課・丸の内キャンパス事務室にトラブルについて相談・

報告をすること。 
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9．安全な大学生活を送るために（一般生活情報） 

（2） 大学指定マンション 

 

【大学指定マンション】 

大学指定マンションとは以下の物件です。 

① 不動産業者と提携し、安全で勉学に適した環境で、大学の近くにある物件指定し、学

生が入居しやすい条件・価格を交渉・設定して学生に優先的に紹介する物件。 

② 有事の際に公共交通機関を使わなくても無理なく歩いて来られる範囲の大学近辺に

限定。 

㈱ミニミニ東海店と提携し、以下の条件の内、5 つ（以上）を満たしていることで、学生の皆さん

が快適な一人暮らしをできる物件を紹介しています。 

① 家賃 45,000円以下（+共益費で 50,000円以下） 

② 半径 4.5km圏内（非常時歩いて 1時間圏内） 

③ 家具・家電付き選択可 

④ 敷金・礼金 0円 

⑤ 内装代 0円 

⑥ 入居者保険付き 

⑦ 仲介手数料 0円 

⑧ 入居安心サービス（在宅確認・24時間緊急対応等）（2年間） 

 

一人暮らしをする学生の皆さんは、一度この物件を検討してください。 

問い合わせ先：株式会社ミニミニ東海店 

〒476-0013 東海市中央町７丁目 30 TEL.0562-32-3100 FAX.0562-32-3150 

 

（3） アルバイト 

経済的に自立した生活を送るための準備、社会生活における勤労体験をするという意味で、ア

ルバイト活動は重要です。しかし、皆さんの本業は学業です。アルバイトに熱中して学業がおろそ

かにならないように注意しましょう。また留学生の就労は原則法律で禁止されていますが、入管の

許可（資格外活動許可書）を得て、定められた時間内で行うことができます。 

 

【大学による斡旋】 

大学に入るアルバイトの求人情報は、「アルバイト求人票」で食堂前に掲示します。就業条件等

を十分確認して、適切なものがあれば求人先に直接応募してください。 

【アルバイトに赴く際の注意】 

① 応募する時は、あらかじめ求人先へ電話で連絡をして、アポイントメントを取ってから訪問する

こと。 

② 求人先への訪問、アルバイト実施時には礼儀正しい行動をとること。 

③ やむなく欠勤・遅刻・早退する場合は、必ず事前にアルバイト先に連絡すること。無断欠勤・

遅刻･早退は相手に多大な迷惑をかけます。 

④ アルバイトを辞める時は、事前にアルバイト先に了解を得ること。突然のアルバイト中断は相

手に迷惑をかけます。 

⑤ アルバイト報酬の不払いや、勤務条件などアルバイト先との間にトラブルが発生した時は、す

ぐに学修支援課・丸の内キャンパス事務室に相談すること。 
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９．安全な大学生活を送るために（一般生活情報） 

（4） 悪徳商法／ストーカー対策 

学生を狙った悪徳商法やストーカー被害が多発しています。その手口は巧妙です。悪徳商法

の手口をいくつか紹介しますので、おかしいと思ったらすぐに断りましょう｡ 

① 悪徳商法 

アポイントメント・セールス 

「あなたが選ばれました。アンケートに答えたら景品をあげます。」、「スポーツ施設や

ホテルが安く利用できます。」など、電話やハガキで、喫茶店や営業所に呼び出し、数

人で長時間説得して、高額な商品や契約を強います。簡単に儲かるという話には裏があ

ります。 

 

デート商法・恋人商法 

電話がきっかけで、趣味や好みなど気軽な会話を重ね、食事やデートに誘われるうち

に、気が付いたら恋人もいなくなり、クレジットの支払いだけが残ったりします。 

 

キャッチセールス 

路上で「無料の美容相談を受けてみませんか？」、「アンケートに答えてください。」、

「モデルになりませんか。」などと声をかけ、うっかり応じると喫茶店や営業所に連れて行

かれたり、その場で強引に商品を買わされたりする方法です。 

 

マルチ商法 

友人・先輩が「お金が儲かるアルバイトを一緒にやろう」、「楽しいイベントがあるから一

緒にいこう」などと誘い、説明会場では「この商品を購入し、友人を紹介すれば月に 10

万円儲かるよ」などオーバーなセールストークと成功談を聞かせて、断れない状況を作り

出して契約させます。損をしたうえ友人・先輩を失います。 

 

架空請求 

知らない人から手紙やメールが届き、そこには何人かの氏名が書いてあり、「全員に

現金を送ってから、一番上の人を消し、最後に自分の名前を加えて、できるだけ多くの

人に送ってください。送った人からあなた宛にお金が送られてきます。」と説明されてい

ます。しかし、実際にはお金は送られてこず、送ったお金の分だけ損をし、メールを送っ

たあなたも犯罪者になります。 

 

振り込め詐欺 

電話などで兄弟など家族に扮して「事故に巻き込まれたので指定する口座に振り込め

ば示談にしてくれる」といった内容で指定された口座に振り込みを求めたり、直接第三者

に手渡す詐欺が多発しています。まずは家族に電話をして事実を確かめる、連絡がとれ

ないときは警察に相談することが重要です。日頃から家族でコミュニケーションをとって

詐欺にひっかからないよう注意しましょう。 

 

インターネットショッピングによるトラブル 

価格、送料の負担、支払い方法、引渡しの時期や方法、相手方の住所、電話番号を

必ず確認してください。また、クレジットカードの番号等個人情報は不用意に送らないよ

うにしてください。  
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  ９. 安全な大学生活を送るために（一般生活情報） 

 

＜クーリング・オフ制度＞ 

クーリング･オフ制度とは、訪問販売などの消費者がいったん契約した後でも、頭を冷やして

冷静に考え直す時間を消費者に与え、一定期間内であれば無条件で契約を解除することがで

きる制度のことをいいます。ただし、すべての契約に認められるものではありませんので注意をし

てください。 

 

クーリング・オフができる取引 

取引 期間 

訪問販売 

（アポイントメント・セールス、キャッチセールス、催眠商法を含む。） 
8日間 

電話勧誘販売 8日間 

連鎖販売取引（マルチ商法） 20日間 

特定継続的役務提供 

（エステ、語学教室、家庭教師、学習塾、パソコン教室、 

結婚相手紹介サービス） 

8日間 

業務提供誘引販売取引（内職・モニター商法） 20日間 

※ 悪質商法とおもったらクーリング・オフ 

⇒ 市町村の消費生活センターや国民生活センター（http://www.kokusen.go.jp/）に相

談してください。 

 

② ストーカー対策 

ストーカーだと思ったら、迷わずに最寄りの警察署に相談しましょう。電話番号は 

#9110番です。また、ストーカーへの自己防衛として次の 7つのことを行なってくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ア）防犯ブザーを携帯する。 

（イ）1人で悩まず、警察や信頼できる人に相談する。 

（ウ）携帯電話は、いつでも 110番できるようにしておく。 

（エ）万一の場合は、警察や近くの人に助けを求める。 

（オ）ドアや窓には二重鍵とドアスコープをつける。 

（カ）ドアを開ける時には周囲に注意をする。 

（キ）不審者がいる時は助けを呼ぶ。 
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9．安全な大学生活を送るために（一般生活情報） 

（5） 個人情報の取り扱い 

① 個人情報の取り扱いについて 

星城大学では、入学手続き時において学生が記入した住所、氏名、電話番号等の個人情報

を「個人情報の保護に関する法律」の規定に基づき、厳重に管理いたします。また、これらの個

人情報は、本人・父母への連絡、通知または各種大学関係（修学・生活・進路等の支援、事務

連絡等）資料の送付用として利用します。住所、氏名、電話番号等は悪用されてはならない大

切な個人情報です。自分や友人の個人情報は安易に他人に教えないようにしてください。 

星城大学では、問合わせがあっても学生や父母の住所、電話番号等の個人情報を第三者

へ個人情報を教えることはありません。 

不審な問合わせがありましたら、ただちに学修支援課・丸の内キャンパス事務室までご連絡く

ださい。 

 

② 情報倫理について 

SNS・インターネットは便利なものですが、SNS・ネット上のトラブルも発生しています。下記の

とおり、注意をしてください。 

 

【情報倫理】 

プライバシー問題 

他人への誹謗・中傷がおこなわれたり、個人情報が流出してプライバシーが侵害されたり、

ネット上のストーカー行為もおこなわれています。ホームページにあなたの個人情報を載せ

れば、それが全世界に知られることをよく認識してください。 

 

インターネット犯罪 

インターネットショッピングでの詐欺やネズミ講などの犯罪行為もおこなわれています。例

えば、アダルトサイトでは知らぬ間に高額料金が請求されるトラブルが多発しています。ま

た、お試し無料サイトでは、小さな文字で有料の場合があることが書いてあったり、クレジット

カードの番号を入力させられたりし、後で高額を請求されたりするトラブルがあります。 

 

コンピュータウイルス 

知らない人から添付ファイル付きの電子メールが届いたら添付ファイルを開けないようにし

てください。開けた途端に、ウイルスに感染し、コンピュータが使い物にならなくなることもあり

ます。 

 

著作権 

著作権を守るようにしてください。他人のソフトや文書・画像を無断でコピーして使用するこ

とは違法です。 
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9．安全な大学生活を送るために（一般生活情報） 

 

【インターネット・SNS（Social Networking Service）の使用について】 

LINE、Facebook、Twitter等に代表される SNS（Social Networking Service）は、正しい

知識を持って使用すれば、非常に便利なツールです。しかし、これらに掲示された情報は、不特

定多数の人が閲覧するだけでなく、掲示した本人の知らない場所へ転載することができます。す

なわち、一度書き込んだ情報は、書き込んだ本人の意思にかかわらず、世界中を一人歩きする可

能性があるということです。このような事態に陥れば、どのような対策をとっても情報の拡散を止め

ることはできません。 

SNSについてはこの点を十分理解し、掲載する内容の確認、情報の閲覧制限の設定などをし

っかりと確認した上で使用すること、また、節度ある使用を心掛けるべきです。 

 

 

【ネットストーカー対策】 

事前対策 

(ア) 個人情報はネット上で公開しない。 

(イ) 身元不確かな懸賞やアンケートには応募しない。 

(ウ) 掲示板やチャットでは言葉使いに気をつけ相手を傷つけないようにする。 

 

事後対策 

(ア) 自分および相手のプロバイダーに相談する。 

(イ) 警察・法律事務所や人権相談所に相談する。 

(ウ) 出会い系サイトの個人情報を削除してもらう。 

(エ) 加害者からのメールや書き込みは保存しておく。 
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10．豊かな大学生活を送るために                 

さわやかな雰囲気のなかで、楽しい学園生活を送ることはみんなの願いです。お互いの節度ある気

配りによって、それは作り出されます。そのために守っていきたいことをいくつかあげます。豊かな大学

生活を過ごすことは、心身が安定した状態で続いていることによって支えられます。それはひとりひとり

の自覚と意欲によるところが大きいといわなければなりません。大学での行事や活動にも積極的に参

加してください。 

 

（1） 挨拶・清掃 

【さわやかな挨拶】 

挨拶は人間関係の基本です。毎日の学園生活もお互いのさわやかな挨拶から始めましょ

う。気持ち良い挨拶は、お互いの心を軽やかにして、小さな心の躍動が、頑張る意欲を引き

出してくれます。知らない人とのコミュニケーションを生み出してくれます。 

【清潔な大学に】 

グローバルな規模で「汚れなき健やかさ」が求められている今、わたしたちの学園こそまず

そんな場所でありたいものです。自らの清潔さを身の回りにまで広げていけたら素晴らしいと

思います。 

① ゴミの始末 

（ア）できるだけゴミは出さないこと。 

（イ）ゴミは必ずゴミ箱へ。キャンパス内には分別用のゴミ箱が設置してあります。 

（ウ）東海市・名古屋市はゴミの区分処理を行っています。紙類と瓶・缶類は分別してゴミ箱へ。 

② 飲食の禁止 

東海キャンパスの自分づくりセンター、3号館の各実習室や図書館・学習室、また丸の内

キャンパスの自習室では、飲食は一切禁止です。ランチタイムだけ教室での飲食を認めます

が、ランチ後は机を拭き、ゴミを残さないでください。授業に支障をきたします。 

食事は原則として、東海キャンパスでは食堂および校庭のベンチを、丸の内キャンパスで

は学生ラウンジを利用してください。 

③ 食器の整理 

食堂等では、使用した食器類は必ず所定の場所に返してください。そのまま放置するのは

マナー違反です。 

 

（2） 困ったこと・悩みごと 

毎日の学生生活の中では、いろいろな問題に直面します。大学生活全般に関すること、勉強

の方法に関すること、人間関係に関すること。将来の進路に関すること、自分自身の性格に関す

る悩みなどいろいろです。それらの問題については、基本的には学生の皆さんが自らの手で解

決し、乗り越えていくべきものです。しかし、どうしても解決の糸口が見つからない場合もあるでし

ょう。その場合には、適切な相談相手を見つけることも大切なことです。 

内容 相談窓口 

学修に関すること 
・ゼミまたはクラス担当の先生 ・自分づくりセンター（学修支援課）・丸の内キ

ャンパス事務室 

就職・進学に関すること 
・ゼミまたはクラス担当の先生 ・自分づくりセンター（キャリア支援課）・丸の内

キャンパス事務室 

ハラスメントに関すること 
・ハラスメント相談員 

※ハラスメントを受けた場合は、早急に相談してください。 

トラブル・人間関係の悩み ・学生相談室（SCC） 
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11．星城大学をささえる団体                   

星城大学には、保護者の方や卒業した先輩の方を主軸とした大学を支えて下さる団体がありま

す。大学の教育・研究活動を支援し、その発展を期待して活動している団体です。その支援を積極

的に生かして充実した学生生活を送って下さい。 

 

（1） 後援会 

後援会は、本学学生の保護者を会員とする会です。その主な事業内容は次のとおりです。 

① 学生に対する奨学事業の助成 

② 本学の教育研究事業の助成 

③ 地域社会のための教育事業の計画ならびに実施 

大学や学生に対する支援だけでなく、生涯学習社会の一環として、地域社会の学習活動に深

くかかわっているところに「地域に開かれた大学」としての特色があります。 

 

（2） 同窓会 

星城大学同窓会は本学を卒業し社会で活躍する卒業生を会員とする会です。その主な事業

内容は次のとおりです。 

① 会員の交流親睦の促進 

② 教育研究活動の助成 
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12．学内施設の利用                       

 

学内には、図書館、体育館等皆さんの勉学や余暇時間の充実のため各種の施設がありま

す。ルールを守り有効に活用して、充実した学生生活を送ってください。 

 

【厚生施設一覧（東海キャンパス）】 

施設名 場所 

図書館・自習室 4 号館 5・6 階 

自分づくりセンター 本館 1階 

プリントセンター 本館 1階 

各種実習室 3 号館 1～4 階 

 

【厚生施設一覧（丸の内キャンパス）】 

施設名 場所 

自習室 5 階 

事務室 2 階 

プリントセンター 2 階 

 

（1）図書館（東海キャンパス） 

図書館は皆さんの勉学の手助けをしたり、あるいは教養を深め、趣味を広げたりする場とし

て大いに活用してください。開館日その他利用についての詳細は、図書館利用規則に定めら

れていますので、規則に従って気持ちよく利用しましょう。 

 

① 館内閲覧 

開館日（図書館利用規則参照）には、図書・雑誌は自由に館内閲覧できます。 

【開館時間】 

 

 

 

 

 

※変更がある場合は、Active Academy Advanceや掲示でお知らせします。 

 

     ※ブック・ディテクション・システム 

図書は館内で自由に閲覧できますが、館外への貸出には手続きが必要です。手続きせ

ず故意に図書を持ち出すと、ブック・ディテクション・システムが出入り口で作動し、ブザーが

鳴動します。システムが作動した場合には、所持品を確認することがあります。 

 

    ※資料検索は、各自のパソコンで学内サイトの図書館ホームページにアクセスして行うか、 

     館内の検索用パソコンを利用してください。 

 

 

 

曜日 開館時間 

月～金曜日 9:00～20:00 

土曜日 9:00～15:00 

日曜日 12:30～16:30 

長期休暇中(夏季・春季など)の月～金曜日 9:00～17:00 
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12．学内施設の利用 

 

② 【東海キャンパス】館外貸出 

図書 

（ア） 借りたい本に学生証を添えて、5階のカウンターへ提示します。 

（イ） 図書は 3冊まで、14日間借りられます。 

※ 赤色の禁帯マーク・緑色の参考書マークのついたものは、原則として貸出できません。 

 

雑誌・視聴覚資料 

（ア）一般雑誌 

借りたい雑誌に学生証を添えて、5階のカウンターに提示します。1人に 1点 1週間借り

られます。 

（イ）視聴覚資料 

借りたい資料を 5階のカウンターに申し出て、学生証を提示します。1人に 1点 1週間

借りられます。DVD・ビデオは一部を除き貸出できません。館内視聴となります。 

（ウ）学術雑誌は、貸出できません。 

 

 

③ 【丸の内キャンパス】館外貸出 

  図書館（東海キャンパス）にある資料 

（ア） 各自のパソコンで学内サイトの図書館ホームページにアクセスし、図書館蔵書を検索

し、借りたい資料を予約します。 

（イ） 図書は 3冊まで、14日間借りられます。視聴覚資料は 1点 1週間借りられます。 

（ウ） Active Academy Advanceに貸出資料到着の連絡が入ったら、丸の内キャンパス事

務室で学生証を提示して受け取ります。 

（エ）返却期日内に丸の内キャンパス事務室に返却します。 

※ 詳しくは図書館ホームページの図書館利用案内ページを参照してください。 

 

丸の内キャンパス事務室にある資料 

（ア） 主に経営学検定関係の資料を丸の内キャンパス事務室にて貸し出しています。 

（イ） 借りたい本に学生証を添えて、事務窓口へ提示します。 

（ウ） 図書は 3冊まで、14日間借りられます。 

 

 

 

        ※ 館外貸出にあたっての注意 

（ア） 夏期・冬期および春期の長期休暇時については、貸出冊数の増加及び期間の延長を掲

示等にてお知らせします。 

（イ） 返却期限を遵守してください。返却期限を 7日以上過ぎた場合、掲示板に「氏名・学籍番

号・資料番号・返却期限」を掲示します。速やかに返却してください。 
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12．学内施設の利用 

 

（2）自習室（東海キャンパス 4 号館 5 階・丸の内キャンパス 5 階） 

私語・飲食禁止です。休憩室ではありません。他の人に迷惑がかからないように、学習

に利用してください。 

東海キャンパス図書館内の個別学習室は 2人以上から利用できます。カウンターで代

表者の学生証を添えて申し込んでください。また、自習室を含め東海キャンパス 4号館の

非常階段、ベランダは緊急時以外使用禁止です。 

 

（3）自分づくりセンター（東海キャンパス） 

「自分づくりセンター」は、皆さんに対して学修支援、学生生活支援、キャリア支援を行う

と共に、社会人としての基礎的力量を高め、自己形成を自覚的に取り組めるようにサポー

トする施設です。本館 1階をベースとして、職員やアドバイザーが常駐しています。朝夕、

気軽に立ち寄ってください。 

 

（4）丸の内キャンパス事務室 

事務室には、職員が常駐し、丸の内キャンパスに通学する皆さんに対して、学修支援、

学生生活支援、キャリア支援を行っています。気軽に立ち寄ってください。 

 

（5）プリントセンター 

プリントセンターは、学内で印刷が必要な場合、利用できます。 

印刷可能金額は、年度ごとに 1,500円分付与されます。 

※ 設置場所 

東海キャンパス：本館１階ロビー   

丸の内キャンパス：2 階事務室の通路奥 

 

（6）掲示板 

大学構内もしくは大学の施設を利用して掲示（ポスター等）が必要な場合は、学修支援課 

・丸の内キャンパス事務室にて「掲示願」により許可を得たうえ、掲示板を使用することができ

ます。 

掲示物には、掲示期限を明記のうえ、掲示してください。 

掲示期限が過ぎたものは、掲示者（団体）が責任を持って速やかに撤去してください。 

 

（7）その他の施設 

授業以外で学内の施設を利用したいときは、学修支援課・丸の内キャンパス事務室に申

し出てください。授業やクラブでの使用予定がない場合、使用することが可能です。 
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13．緊急事態に備えて                      

（1） 火事・地震 

「星城大学キャンパス案内および避難経路図」に従い、避難してください。 

【東海キャンパス】 

第 1避難場所は、本学北側にある星城大学駐車場。 

第 2避難場所は、本学から東に 850m(徒歩約 10分)にある平州中学校。 

       【丸の内キャンパス】 

         第 1避難場所は、丸の内キャンパスから北 200 メートル（徒歩約 3分）にある景雲橋小園。 

         第 2避難場所は、丸の内キャンパスから北 700 メートル（徒歩約 10分）にある名城公園内

名古屋能楽堂前。 

 

（2） 事故・怪我 

【東海キャンパス】 

学修支援課(本館 1階、外線 052-686-0030、内線 1132～1142)または、医務室(2号館

1階、内線 2101)に連絡して指示を仰いで下さい。 

なお、緊急を要し救急車などが直ぐに必要と判断される場合は、各自で 119番した上で、

学修支援課または医務室に連絡してください。 

 

【丸の内キャンパス】 

  丸の内キャンパス事務室(外線 052-221-9884)に連絡して、指示を仰いでください。 

なお、緊急を要し救急車などが直ぐに必要と判断される場合は、各自で 119番した上で、

丸の内キャンパス事務室に連絡してください。 

 

（3） 安否確認 

大規模災害が発生した場合、安否を確認する必要がありますので、下記の方法で大 

学まで連絡してください。電話は繋がらない恐れがあります。極力、e-mail または、学 

内ホームページを利用して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、大学からの連絡は、星城大学 HPのピックアップおよび、Active Academy 

Advance の「お知らせ・連絡事項」で行います。 

※ 携帯電話等へメールが転送されるように Active Academy Advance を設定しておい

てください。 

※ 添付ファイルを確認する場合は、Active Academy Advance のポータルサイトに 

ログインして確認してください。 

 

 

 

手段 連絡方法 

e-mail seijohdai@seijoh-u.ac.jp 

学内HP 学内HPの“大規模災害時は「安否確認」”を利用 

電話 
東海キャンパス 052-601-6000（内線 1132～1142) 

丸の内キャンパス 052-221-9884 

mailto:seijohdai@seijoh-u.ac.jp
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2014年度

教員研究室 5・4階 経営教員研究室 5階 ﾘﾊ教員研究室 5・6階 図書室・自習室 2階 展示スペース

教職課程室 経営教員研究室 4～2階 ﾘﾊ実習室 4階 講義室 4401～ 1階 ラウンジ

講義室 1301～ 相談室 4階 OT助手室 3階 講義室 4301

2階 講義室 1201～ 講義室 2301～ 3階 PT助手室 2階 食堂

自分づくりｾﾝﾀｰ 2階 講義室 2201～ 1階 講義室 3101～ 1階 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

ﾌﾟﾘﾝﾄｾﾝﾀｰ 講義室 2101～

事務局 医務室

3号館（ﾘﾊﾋﾞﾘ棟） 4号館 地域交流プラザ

星城大学　　キャンパス案内図

1階

本館　（1号館）

3階

1階

2号館

3階
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第１次避難場所は星城大学駐車場 階段下：緊急用飲料水５００ml×６７２本

（第２次避難場所は平洲中学校(東へ８５０m 徒歩１０分)） 非常口

階段

本館 １階

自販機 自販機

玄関

消火栓・器

【事 務 局】

非常口 消火栓・器

消火器 消火器

非常 消火器 消火器

階段

階段

本館 ２階

消火器

２号館への渡廊下 消火器 消火栓・器

非常

階段

階段

本館 ３階

２号館への渡廊下 消火器 消火栓・器 消火器

非常

階段

研究室
20m²

１３０５研究室
17m²

１３０６研究室
17m²

１３０７研究室
17m²

１３０８研究室
17m²

１３０９研究室
26m²

ＡＶ教室
67m²
26席

男WC

１３０１研究室
研究科長室

41m²

１３０２研究室
経営学部長室

41m²

研究室
31m²

１３０４研究室
リハ学部長室

41m²

研究室
20m²

消
火
栓
・
器

会議室

階段

理事長室
58m²

１２０３講義室
68m²
47席

１２０４講義室
68m²
47席

１２０１講義室
108m²
121席

ＳＥＣＣ
108m²
56席

倉
庫

男
W
C

応接室

１２０５講義室
68m²
47席

１２０６講義室
68m²
47席

会議室
93m²

秘書室
27m²

学長室
41m²

男
W
C

女
W
C

１３０３講義室
68m²
47席

１３０４講義室
68m²
47席

１３０５講義室
68m²
47席

１３０６講義室
68m²
47席

階段

教職課程室
54m²
19席

１３０１講義室
189m²
206席

女
W
C

出入口

入試広報課
準備室
22m²

給
湯
室

倉
庫

消
火
栓
・
器

事務局長室
41m²

階段

男WC女
W
C

ロビー応接室

非常勤
講師室
30m²

法人事務局総務課
受
付

サーバー室

自分づくりセンター
（学修支援・生活支援）

254m²

倉庫

プリント
センター

女WC

車イス用
WC

自分づくりセンター
（入試広報・キャリア支援）

162m²

AED
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第１次避難場所は星城大学駐車場　（第２次避難場所は平洲中学校(東へ８５０m 徒歩１０分)）

２号館 １階 階段下：緊急用飲料水５００ml×６７２本

地域交流プラザへの渡廊下

出入口 消火器 消火栓 消火器 出入口

消火器

２号館 ２階

W

C

本館への渡廊下 消火器 消火栓 消火器

消火器

２号館 ３階

本館への渡廊下 消火器 消火栓 消火器

消火器

２号館 ４階

消火器 消火栓 消火器

消火器

２号館 ５階

消火器 消火栓 消火器

消火器

２号館屋上 ペントハウス
消火器

給湯室

給湯室

談話
スペース

屋上へ
の階段

倉庫

２２０３講義室
68m²
48席

２４０７
研究室
20m²

階段 トイレ
ＥＶ

　用務員室 階段倉庫

２２０４講義室
68m²
48席

２２０１講義室
137m²

144席
吹き抜け

出入口

階段
ＥＶ

倉庫 階段倉庫
女
Ｗ
Ｃ

２１０１講義室
114m²
108席

スタ
ジオ

医務室
46m²

医薬品・担架等

２３０５

研究室
23m²

２３０６

研究室
23m²

２３０７

研究室
23m²

階段 男WC
ＥＶ

倉庫 階段

２３０１講義室
137m²

170席

吹き抜け
２３０２

研究室
23m²

２３０３

研究室
23m²

２３０４

研究室
23m²

２４１３
研究室
18m²

２４０１
研究室
18m²

２４０２
研究室
18m²

２４０３
研究室
18m²

２４０５
研究室
18m²

２４０６
研究室
18m²

２４０８
研究室
18m²

２４０９
研究室
18m²

２４１０
研究室
18m²

２４１１
研究室
18m²

２４１２
研究室
18m²

２４０４
研究室
18m²

２４１７研究室
17m²

２４１４研究室
17m²

２４１５
研究室
18m²

２４１６
研究室
18m² トイレ

階段 階段
ＥＶ

印刷室

会議室
51m²

第
１
次
避
難
場
所
は
星
城
大
学
駐
車
場

２５１２研究室
17m² トイレ

２５１５研究室
17m²

２５０１
研究室
18m²

２５０２
研究室
18m²

２５０３
研究室
18m²

２５０５
研究室
18m²

２５０６
研究室
18m²

階段 ２５１３
研究室
18m²

２５１４
研究室
18m²

ＥＶ
階段

２５０８
研究室
18m²

２５０４
研究室
18m²

２５０７
研究室
20m²

２５０９
研究室
18m²

２５１０
研究室
18m²

２５１１
研究室
18m²
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第１次避難場所は星城大学駐車場　（第２次避難場所は平洲中学校(東へ８５０m 徒歩１０分)）

自販機 ３号館 １階

消火栓

非常口 消火器

非常口

消火器 消火栓

出入口

３号館 ２階

消火栓・器

消火器 消火栓

３号館 ３階

消火栓・器

消火器 消火栓

３号館 ４階

消火栓・器

消火器 消火栓

３号館 ５階
女ＷＣ

消火栓・器 消火栓・器

３号館屋上 キュービクル
消火器

シールド
ルーム
26m²

ＥＶ

３５１６
研究室
20m²

３５１７
研究室
20m²

水治療学実習室
74m²

0席

非常
階段

男ＷＣ 非常
階段

車椅子ＷＣ

３５１８
研究室
25m²

３５１９
研究室
25m²

給湯室

３５１３
研究室
20m²

３５１４
研究室
20m²

３５１５
研究室
20m²

非常勤

講師室

30m ²

トイレ

３５０６
研究室
19m²

３５０５
研究室
19m²

３５０４
研究室
19m²

３５０１
学科長室

37m²

３５１１
研究室
19m²

３５１０
研究室
19m²

３５０９
研究室
19m²

３５０８
研究室
19m²

３５０７
研究室
19m²

３５０２
研究室
19m²

３５０３
研究室
19m²

階段

ＥＶ

準備室
３

19m²

作業療法多目的実習室１
124m²

0席

作業療法
助手室
41m²

作業療法多目的実習室２
165m²

54席

３１０６講義室
148m²
102席

階段
作業療法評価学実習室

148m²

54席

作業療法多目的
実習室３

49m²　0席

非常
階段

ＥＶ

理学療法評価診断学運動学実習室
165m²

54席

理学療法
助手室
41m²

物理療法学実習室
124m²

54席

準備室
２

19m²

前室

日常生活活動学実習室
99m²
0席

トイレ

階段

階段
上り

非常
階段階段

基礎医学実習室
99m²

54席

運動治療学実習室
152m²

54席

カンファレンス
ルーム
55m²

義肢装具室
124m²

54席

更衣室１
30m²

更衣室２
30m²

第
１
次
避
難
場
所
は
星
城
大
学
駐
車
場

準備室
19m²

ＥＶ

トイレ 基礎医学
準備室
55m²

機器
工作
室

３１０５講義室
（国試自習室）

83m²
45席

トイレ

ＥＶ

共同
利用

研究室

倉庫
17m²

３１０４講義室
（国試自習室）

83m²

50席

３１０３講義室
42m²

24席

３１０２講義室
42m²
24席

３１０１講義室
42m²
24席

車椅子
トイレ

AED
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第１次避難場所は星城大学駐車　（第２次避難場所は平洲中学校(東へ８５０m 徒歩１０分)）

４号館 １階
消火器

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

消火器

消火栓・器 緊急用食料品５００人分 消火器

非常口 飲料水５００ml×２４本 厨房倉庫

消火器

４号館 ２階
消火器 消火器

厨房

階段下 消火栓・器 消火器

消火器 非常口

厨房出入口 消火器

消火器

第１次避難場所は星城大学駐車場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第２次避難場所は平洲中学校(東へ８５０m 徒歩１０分)）

４号館 ３階
消火器

消火器 消火器

消火栓・器

非常口

トレーニング
マシン

コーナー

階段
上り

階段
下り

柔道場

多目的
トレーニングルーム

441m²

剣道場

女ＷＣ

男ＷＣ

教員控室 シャワー室

ＥＶ

階
段

倉庫

出入口

厨房
階段
下り

受水槽

階段

ＥＶ

階段
上り

階段
下り

階段
下り

階
段

食堂

686m²

294席

エントランスホール

階段

４３０１教室

353m²

450席

ホール

階段
下り

男
Ｗ
Ｃ

ＥＶ

女
Ｗ
Ｃ

　
　
 
Ｗ
Ｃ
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４号館 ４階
消火器

消火器

消火器

消火栓・器

非常口

４号館 ５階
消火器

消火器 消火栓・器

非常口

４号館 ６階
消火器

消火器

非常口 消火栓・器

４号館屋上 キュービクル
消火器

図書館　書架・閲覧室
381m²

倉庫

階段
下り

女ＷＣ
男
Ｗ
Ｃ

ＥＶ
階段
下り

倉庫

階段
下り

女ＷＣ
男
Ｗ
Ｃ

図書館
カウンター

ﾊﾟｿｺ
ﾝ

ｺｰﾅｰ ＥＶ

階段

グループ
学習室

グループ
学習室

グループ
学習室

グループ
学習室

グループ
学習室

グループ
学習室図書館　自習室

381m²
163席

グループ
学習室

グループ
学習室

４４０１講義室
145m²
54席

４４０２講義室
289m²

270席

階段
下り

男
Ｗ
Ｃ

４４０３講義室
53m²
18席 ＥＶ

階段

女
Ｗ
Ｃ

　
　
 
Ｗ
Ｃ
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クラブハウス ２階 クラブハウス １階
階段 階段

自販機

消火器

入口

消火器

階段 階段

入口

消火器 消火器 （第２次避難場所は平洲中学校

階段 階段 (東へ８５０m 徒歩１０分)）

消火栓・器 ラウンジ

消火栓・器

消火器

入口

階段 入口 階段

２号館へ

コンビニ
自販機 出入口 自販機

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

出入口

消火器

自販機

出入口 トイレ 体育館
自販機 消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室

自販機 消火器

器具庫

（第２次避難場所は平洲中学校(東へ８５０m 徒歩１０分)）

自販機

第
１
次
避
難
場
所
は
星
城
大
学
駐
車
場

グラウンド倉庫

地域交流プラザ １階地域交流プラザ ２階

展示スペース

コンビニ

器具庫

第
１
次
避
難
場
所
は
星
城
大
学
駐
車
場

部室

部室

トイレ

和室

部室

トイレ

部室

消
火
器

体育館

消火器

シャワー室
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避難経路

消化器

消火栓

屋上へ 消防隊放水口

屋内階段（※屋上へはいけません） 屋外階段 屋内階段（※屋上へはいけません） 屋外階段

屋内階段（※屋上へはいけません） 屋外階段 屋内階段（※屋上へはいけません） 屋外階段

 

屋内階段（※屋上へはいけません） 屋外階段 屋内階段（※屋上へはいけません） 屋外階段

屋内階段（※屋上へはいけません） 屋内階段（※屋上へはいけません） 屋外階段

DW

医務室

Dish倉庫

※AEDあり

２階 １階

DW

でぃっしゅCafé
大学事務室

屋外階段

通行止

講師室

給

湯

EPS 自販機 ｺﾋﾟｰ機 EPS

更衣室
身障者

WCUP

401-A

駐

車

ス

ペ

ー

ス

吹　抜

湯

沸

室

通

行

止

DW

駐車場

玄関ホール

通行止
管理室 UP

駐車スペース

UP

SCC
MWC

４階 ３階

ﾛｯｶｰ
UP DW UP DW

402 403

小会議室

大会議室応接室

401-B

EPS EPS

UP DW UP DW

６階 ５階

UP DW UP DW

601 602 501 502 503 504

EPS EPS

UP DW UP DW

８階 ７階

UP DW UP DW

※非常時は避難経路に従って避難してください

UP DW

名古屋丸の内キャンパス避難経路・消火器・消火栓配置図

EPS EPS

802
801

（星城ホール）
701 702

UP DW UP DW

自習室
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＜東海キャンパス＞

Ⅴ 富貴ノ台

ﾄﾞﾗｯｸ 整形外科

富貴ノ台

ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ

墓地

公園

コンビニ

４号館

如来山内科

３号館 外科クリニック

１つ目の交差点

ｾﾌﾞﾝ

ｲﾚﾌﾞﾝ

２つ目の交差点

３つ目の交差点

４つ目の交差点

５つ目の交差点
到着地点

ﾌｧﾐﾘｰ 入口
ﾏｰﾄ 平洲中学校

第２次避難場所

ｶｰﾏ

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

星城大学駐車場

第１次避難場所
出発地点

クラブ
ハウス

万葉の広場

加家公園
（メルヘンの森）

平洲小学校

富貴ノ台一丁目交差点

富貴ノ台二丁目交差点

地域
交流

プラザ

グラウンド

２号館

本館

事務室 体育館

第２次避難場所は平洲中学校
(東へ８５０m 徒歩１０分）

＜丸の内キャンパス＞

中区三の丸一丁目交差点

到着地点

出発地点

新御園橋交差点

中日
新聞

ローソン

景雲橋小園

丸亀製麺

愛知県
図書館

丸の内
中学校

第1次
避難場所

(北へ200m
徒歩3分）

名城病院

星城
大学

到着地点

名古屋能楽堂前

名城公園

外堀通り

入口

第2次避難場所
(北へ700m 徒歩１０分）

伏
見
通
り
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星城大学学則 （抜粋） 

   第 1章 総 則 

（目的） 

第 1条 本学は、法令の定めるところに則り、建学の精神（報謝の至誠、文化の創造、世界観の確立）に基づき深く 

専門の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力を育成し、産業、文化及び地域の発展に貢献する 

ことのできる人材の養成を目的とする。 

2 前項の目的を遂行するために、第 3条に掲げる学部を設置し、この他に大学院研究科を設置する。 

3 本学の基本理念と使命・目的及び第 3条に掲げる学部・学科の教育目的等については別に定める。 

4 大学院研究科に係る学則は別に定める。 

（自己評価等） 

第 2条 本学は教育水準の向上を図り、目的及び社会使命を達成するため、教育活動等の状況について自ら点検 

及び評価を行い、公表する。 

2 前項の点検及び評価を行うにあたっての項目の設定、実施体制等については別に定める。 

 

第 2章 学部学科、学生定員及び修業年限 

（学部学科及び学生定員） 

第３条 本学において設置する学部、学科及び専攻並びにその学生定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 専攻 入学定員 収容定員 

経営学部 経営学科 － 300名 1200名 

リハビリテーション学部 リハビリテーション学科 
理学療法学専攻 40名 160名 

作業療法学専攻 40名 160名 

（修業年限及び在学年限） 

第 4条 本学の修業年限は 4年とする。 

2 学生は 8年を越えて在学することはできない。 

 

第 3章 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第 5条 学年は、4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

（学期） 

第 6条 原則として、学年を次の 2学期に分ける。 

前期  4月 1日から 9月 30日まで 

後期  10月 1日から翌年 3月 31日まで 

2 学長は学修時間の確保等の理由により、戦略会議の議を経て、各学期の開始を変更することができる。 

（学事日程） 

第 7条 休業日は、次のとおりとする。 

（1）日曜日 

（2）「国民の祝日に関する法律」（昭和 23年法律第 178号）に規定する休日 

2 春期、夏期及び冬期の休業日を含む学事日程を年度ごとにあらかじめ定める。 

3 学長は、戦略会議の議を経て、休業日を変更し、又は臨時に休業日を定めることができる。 

 

第 4章 入学、休学、退学及び除籍等 

（入学の時期） 

第 8条 入学の時期は学年の始めとする。 

2 前項の他にも、必要と認めた場合は、学期の区分に従い入学することができる。 

 

（学部学科等の変更） 

第 14条 本学に入学後の学部学科及び専攻の変更は、別に定めるところにより、選考の上、学長は認めることができる。 
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2 学部学科等の変更前の学部学科等で取得した単位は、変更後も単位認定ができる。 

（再入学・編入学） 

第 15 条 本学に再入学又は編入学を志願する者があるときは、選考の上、学長は若干名を相当年次に入学を許可することが

ある。 

（留学） 

第 16条 学生が海外の大学に留学しようとするときは、学長の許可を受けなければならない。 

2 留学について必要な事項は別に定める。 

（休学） 

第 17条 疾病その他やむをえない事情により３ヶ月以上修学することができない者は、文書で理由を明記し、保証 

人連署の上願い出て、学長の許可を受けて休学することができる。ただし、疾病の場合は医師の診断書を添付 

するものとする。 

2 休学の期間は１年を越えることはできない。ただし、特別の事由があると認められる場合は、1 年を限って延長することができ

る。 

3 休学の期間は、在学年数に通算しない。 

（復学） 

第 18条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、保証人連署の上願い出て、学長の許可を得て復学すること 

ができる。 

（退学） 

第 19条 退学しようとする者は、保証人連署の上願い出て、学長の許可を受けなければならない。 

（転学） 

第 20条 学生が他の大学に転学しようとするときは、事由を記詳し、保証人連署の上、学長の許可を受けなければ 

ならない。 

（除籍） 

第 21条 次の各号の一に該当する者は、学長が除籍する。 

（1）第４条第２項に規定する在学年限を超えた者 

（2）第１７条第２項に定める休学の期間を超えて修学できない者 

（3）授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

（4）死亡した者及び長期にわたり行方不明の者 

 

第 5章 教育課程及び履修方法 

（教育課程及び授業科目） 

第 22条 本学の教育課程は、別表第１のとおりとする。 

2 外国人留学生、及び、外国人留学生以外の学生で外国において相当の期間中等教育を受けた者の教育につ 

いて、本学が必要と認める場合には、教授会の議を経て、特別な科目を開設することがある。 

（授業期間） 

第 23条 1年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め 35週にわたることを原則とする。 

（単位の計算方法） 

第 24条 各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標 

準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により 

計算するものとする。 

（1）講義については、15時間の授業をもって 1単位とする。ただし、別に定める授業科目については、30時間の 

授業をもって 1単位とする。 

（2）演習については、30時間の授業をもって 1単位とする。ただし、別に定める授業科目については 15時間の 

授業をもって 1単位とする。 
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（3）実験、実習及び実技については、45時間の授業をもって 1単位とする。ただし、別に定める授業科目につい 

ては 30時間の授業をもって 1単位とする。 

（単位の授与） 

第 25条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

2 文部科学大臣が別に定める教育施設等における学修については、別に定めるところにより単位を与えることができる。 

（学修の評価） 

第 26条 試験等の評価は、S、A、B、C及び Dをもって表し、C以上を合格とする。 

（既修得単位の取扱い） 

第 27条 本学に編入学又は再入学を認めた者の既修得単位についての取扱は、別に定める。 

 

第 6章 卒業等 

（卒業等の要件） 

第 28条 本学を卒業するためには、4年以上在学し、別表第 1に定めるところにより次のとおり単位を修得しなけれ 

ばならない。 

2 各学部が別途定める進級・卒業要件を満たさない場合は原級据え置きとする。 

 

学部 学科 専攻 単位数 

経営学部 経営学科 － 124単位以上 

リハビリテーション学部 リハビリテーション学科 
理学療法学専攻 126単位以上 

作業療法学専攻 126単位以上 

※リハビリテーション学部 2015年度までの入学生は 129単位 

（卒業） 

第 29条 本学に４年以上在学し、本学則に定める授業科目及び単位数を修得した者については、学長が卒業を 

認定する。 

2 学長は、卒業を認定した者に対して卒業証書・学位記を授与する。  

3 卒業の時期は、3月とする。ただし、本条第 1項を満たしかつ学生の申請があれば秋季（9月）の卒業を可能とす 

る。 

（学位の授与） 

第 30条 前条により卒業した者には、次のとおり学位を授与する。 

学部 学科 専攻 学位 

経営学部 経営学科 － 学士（経営学） 

リハビリテーション学部 リハビリテーション学科 
理学療法学専攻 学士（理学療法学） 

作業療法学専攻 学士（作業療法学）    

（教育職員免許） 

第 31条 教育職員免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法 

（昭和 24年法律第 147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和 29年文部省令第 26号）に定める単位を修得し 

なければならない。 

2 本学の学部において取得できる教育職員の免許状の種類及び免許教科は、次のとおりとする。 

学部 教育職員の免許状の種類 免許教科 

経営学部 
高等学校教諭一種免許状 

情報 

保健体育 

公民 

中学校教諭一種免許状 保健体育 

 

第 7章 検定料、入学金、授業料その他の費用 

（検定料等の金額） 

第 32条 本学の検定料、入学金及び授業料等の金額は、次のとおりとする。 
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経営学部 

検定料 35,000円 入学金 250,000円 

授業料 600,000円 維持費 210,000円 

教育充実費 110,000円  

リハビリテーション学部 

検定料 35,000円 入学金 250,000円 

授業料 800,000円 維持費 460,000円 

教育充実費 110,000円 実験実習設備費 150,000円 

2 特別な事情があると理事長が認めた場合は、検定料、入学金及び授業料等を減免することができる。 

（授業料及び維持費の分納） 

第 33条 授業料及び維持費は、前期及び後期の 2期に分けて納入することができる。 

ただし、特別の事情があると認められる者は、延納を認めることができる。 

経営学部 

前期授業料 300,000円 納期 4月末日まで 

前期維持費 105,000円 納期 4月末日まで 

後期授業料 300,000円 納期 9月末日まで 

後期維持費 105,000円 納期 9月末日まで 

リハビリテーション学部 

前期授業料 400,000円 納期 4月末日まで 

前期維持費 230,000円 納期 4月末日まで 

後期授業料 400,000円 納期 9月末日まで 

後期維持費 230,000円 納期 9月末日まで 

2 前項にかかわらず、入学年次の前期の納期は、大学が指定した入学手続日までとする。 

（納付した授業料等） 

第 38条 納付した検定料、入学金及び授業料等は、原則として返付しない。 

 

第 13章 賞 罰 

（表彰） 

第 51条 学生として表彰に値する行為があった者は、学長が表彰する。 

（罰則） 

第 52条 本学の学則等に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、学長が懲戒する。 

2 前項の懲戒の種類は、退学、停学、訓告及び厳重注意とする。 

3 前項の退学は、次の各号の一に該当する学生に対して行う。 

（1）性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

（2）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

（3）正当な理由がなくて出席常でない者 

（4）本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

4 懲戒の手続は、学長がこれを定める。 

 

第 20章 その他 

（学則の改廃） 

第 60条 この学則の改廃は、戦略会議の議を経て、理事会が行う。 

 

附 則 

 1 この学則は、平成 31年 4月 1日から施行する。 

 2 第 22 条に規定する授業科目及び単位数は別表のとおりとし、平成 31 年度入学者から適用する。第 22 条に規定する授

業科目及び単位数は、別表のとおりとする。 



79 

 

星城大学学生会会則 

 

第一章 総則 

（名称） 

第1条 本会は、星城大学学生会と称する。 

（本部） 

第2条 本部を東海市富貴ノ台二丁目 172番地星城大学内に置く。 

（目的） 

本会は、本学の建学の精神に則り、自治活動を通じ、会員相互の人間形成と学識の研鑚に努め、学生生活の充実

向上を目指し、本学の振興発展に尽くすことを目的とする。 

（事業） 

第1条 本会は、前条の目的達成のため、次の事業を行う。 

（1） 学業を促進・補完するための文化的行事 

（2） 健康を維持・向上するための文化的行事 

（3） 会員相互の共励切磋のための広報的活動 

（4） その他前条の目的達成に必要な事項 

（会員） 

第3条 本会の会員は、星城大学に在籍する全学生とする。 

（会費） 

第4条 本会会員は，会費を納入しなければならない。 

2 会費の額は、1人年額 10,000円とする。 

 

第二章 役員等 

（役員） 

第5条 本会に次の役員を置く。 

（１） 会長 1名 

（２） 副会長 1名以上 2名以内 

（３） 会計 1名以上 2名以内 

（４） 執行委員会長・副会長・会計を含む、10名以上 16名以内 

（５） 監事 1名 

（選出） 

第6条 会長および監事の 1名は、前年度の 1月 1日から 2月末日までの間に立候補者を募り、総会にて選出

する。 

2 副会長・会計は、執行委員の中から会長が指名し委嘱する。 

3 執行委員は、学部・学年・ゼミ等の適正な配分を勘案して選出し、会長がこれを委嘱する。 

（執行委員の職務） 

第7条 会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

2 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時、または会長が欠けた時は、その職務を代行する。 

3 執行委員は執行委員会を構成し、本会の会務を執行する。 

（監事の職務） 

第8条 監事は、執行委員会の業務執行を監査する。 

2 監事は各会議に出席することができる。 

（任期） 

第9条 本会役員の任期は 1年とする。但し、補欠として選任された役員の任期は前任者（又は現任者）の残任期

間とする。 

2 役員は再任されることができる。 
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3 役員は、辞任した場合または任期満了の場合においても、後任者が就任するまではその職務を行わなけ 

ればならない。 

（解任） 

第10条 役員が次の各号の 1に該当する場合には、総会の議決に基づき解任することができる。ただし、その役員に対

し総会の前に弁明の機会を与えなければならない。 

（1） 心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められるとき。 

（2） 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があると認められるとき。 

 

第三章 組織及び機関 

（種別） 

第11条 本会の組織及び機関は次のものとする． 

（ア） 学生総会 

（イ） 執行委員会 

（ウ） 運営委員会 

（エ） クラブ委員会 

（オ） 実行委員会 

（カ） その他委員会 

 

第四章 総会 

（構成） 

第12条 学生総会は、会員を以って構成する。 

（機能） 

第13条 総会は、本会の最高決議機関とし、次の事項を議決する。 

（ア） 事業計画および収支予算 

（イ） 事業報告および収支決算 

（ウ） その他本会の運営に関する重要事項 

（エ） 会長、監事の選出 

（開催） 

第14条 定期総会は，毎年 4月に開催する。 

2 臨時総会は、以下の場合に開催する。 

（1） 全学生の 5分の 1以上の署名により開催の請求があったとき 

（2） 運営委員会が開催を決議したとき 

（3） 会長が会議を請求したとき 

（招集） 

第15条 総会は、会長が召集する。 

2 臨時総会の開催の必要がある時、全学生の 5分の 1以上の出席者が見込めない場合、またはその他の理由で

開催が不可能であると会長がみなした場合、電子総会の開催を行うことができる。 

（議長） 

第16条 総会の議長は、各総会において、出席会員の中から選任する。 

2 議長は総会の議事運営についての権限を有する。 

（定足数） 

第17条 学生総会は、本会会員の 5分の 1以上の出席を以って成立する。 

（議決） 

第18条 第 20条総会の議決は、出席者の過半数を以って決する。 

2 総会の議決は、全出席者が確認できる方法で行わなければならない。 

（評決の委任等） 

第19条 総会に出席できない会員は、あらかじめ委任状を会長に提出しなくてはならない。 
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2 委任状を提出したものは総会に出席したものとみなす。 

第20条 執行委員会 

（構成） 

第21条 執行委員会は、執行委員を以って構成する。 

（機能） 

第22条 執行委員会は、次の事項を議決する。 

（1） 総会に付議する事項 

（2） 総会の決議した事項の執行に関すること 

（3） 本会の事務処理に関すること 

（開催） 

第23条 執行委員会の会議は、定例会議及び臨時会議から構成される。 

2 定例会議は、月１回とする。 

3 臨時会議は、次の場合に開催する。 

（1） 会長が必要と認めた時 

（2） 執行委員の 3分の 1以上から請求があった時 

（3） 前項の場合臨時会議は請求から 14日以内に開催しなければならない 

（招集） 

第24条 会議は、会長が召集する。 

（議長） 

第25条 執行委員会の議長は会長がこれに当たる。 

（定足数） 

第26条 執行委員会は、執行委員の 2分の 1以上の出席がなければ開会することができない。 

（議決） 

第27条 執行委員会の議決は、出席者の 2分の 1 をもって決し、可否同数の時は、議長の決するところによる。 

 

第五章 運営委員会 

（構成） 

第28条 運営委員会は、以下の会員により構成される。 

（1） クラス代表委員 

（2） 執行委員会代表委員 3名 

（3） クラブ委員会代表委員 3名 

（機能） 

第29条 運営委員会は、本会の通常議決機関であり、次の事項を審議または議決し、執行委員会へ提出する。 

（1） 各クラスから提案された学生会執行に関する事項 

（2） 各部から提案された学生会執行に関する事項 

（3） その他本会の運営に関する事項 

（選出） 

第30条 運営委員は、以下の方法により選出される。 

（1） クラス代表委員は、各学年各クラスより 1名ないし 2名を各クラスの総意の下に選出する 

（2） 執行委員会代表委員は、会長が任命し、会長、副会長もこれに含まれる 

（3） クラブ委員会代表委員は、クラブ委員会で選出する 

（開催及び召集） 

第31条 運営委員会は定例運営委員会と臨時運営委員会から成る。 

2 会議は会長が召集する。 

3 運営委員会は、年 4回開催（4, 7, 10, 12月）される。 

4 臨時運営委員会は、次の場合開催する。 

（1） 会長が必要と認めたとき 
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（2） 運営委員の 10分の 1以上から請求があったとき 

（3） 前項の場合会長は，請求から 14日以内に開催しなくてはならない 

（議長） 

第32条 運営委員会の議長は、各会議において出席委員の中から選任する。 

（定足数及び評決の委任等） 

第33条 運営委員会は，委員の 2分の 1以上の出席をもって成立する。 

2 運営委員会に出席できない会員は、あらかじめ委任状を会長に提出しなくてはならない。 

3 委任状を提出したものは総会に出席したものとみなす。 

 

第六章 クラブ委員会 

（構成） 

第34条 クラブ委員会は、各部・サークルの部長から構成される。 

（目的） 

第35条 本学クラブ活動の健全な発展を目的とする。 

（委員長） 

第36条 クラブ委員会委員長は、クラブ委員の中から選出する。 

（機能） 

第37条 クラブ委員会は、各部、サークルの活動を調整し、クラブ活動に関わる活動計画及び収支予算案を作成し、執

行委員会に提出する。 

2 クラブ委員会は、各部、サークルの活動を調整し、クラブ活動に関わる活動報告及び収支決算報告案を

作成し、執行委員会に提出する。 

3 クラブ委員会での議決事項は、執行委員会を経て成立する。 

4 執行委員会代表・運営委員会代表のオブザーバーとしての参加を認める。 

5 クラブ委員会の運営は、部活規約若しくはサークル規約を用いる。 

 

第七章 実行委員会 

（構成） 

第38条 実行委員会は、有志の学生を以って構成する。 

（機能） 

第39条 本学の活性化を図るため、以下の大学行事を円滑に行う。 

（1） 大学祭 

（2） 星城パーティー 

（3） 他大学・高等学校行事の援助 

（4） その他 

 

第八章 その他委員会 

（設置） 

第40条 会長が必要と認めた時、運営委員の 10分の 1以上から委員会設置の目的たる事項を示して請求があった時

に必要に応じて、新たに各委員会を設置することができる。 

（機能） 

第41条 本会の目的を達成するため、必要な諸活動を行う。 

 

第九章 議事録 

（議事録） 

第42条 会議の議事については、次の事項を記載した議事録を作成、保管しなければならない。 

（1） 日時および場所 

（2） 会員又は執行委員の現在員数 
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（3） 出席者の数および氏名（委任状を含む） 

（4） 議決事項 

（5） 議事の経過の概要及びその結果 

（6） 議事録作成者名 

 

第十章 諸則 

（会則の変更） 

第43条 この会則は、総会において出席者の過半数の承認を経なければ変更することができない。 

（備え付け帳簿及び書類） 

第44条 本部には、常に次に掲げる帳簿及び書類を備えておかなければならない。 

（1） 会則 

（2） 会員の名簿 

（3） 執行委員，監事，運営委員，クラブ委員の名簿 

（4） 会則に定める機関の議事に関する書類 

（5） 収入、支出に関する帳簿及び証拠書類 

（6） その他必要な帳簿及び書類 

（会計年度） 

第45条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

（細則） 

第46条 本会則を施行するに際し、必要な細則は、執行委員会の議を経て、運営委員会の承認の後に会長が定めること

ができる。 

附則 本会則は、平成 17年 4月 5日より仮施行する。 

本会則は、平成 18年 4月 6日より本施行する。 
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2021年度　経営学部入学生　カリキュラムと履修について

・卒業要件単位数

・カリキュラム表

・分野別履修系統図

・教職履修科目

卒業要件単位数

※共通科目38単位以上及び専門科目86単位以上、合計124単位以上を修得すること

1年 2年 3年 4年 小計

基礎力 4 2 2 8

ＩＴ力 6 6

語学 4（留2） （留2） 4

小計① 14（留12） 2（留4） 2 0 18

心と社会 6

自然と社会 2

健康と社会 2

小計② 0 0 10

0 0 10

2 0 38

　※表中の（留）は留学生を示す。

1年 2年 3年 4年 小計

6 2 4 4 16

2 2

10

58

4 86

※カリキュラムに留意点

1. 開講科目について

①以下の科目は【本部東海キャンパス】のみの開講科目である。

【留学生用科目】

№18～21 （日本語Ⅰ・日本語Ⅱ・日本語スピーチ・日本語論文・ビジネス日本語Ⅰ・ビジネス日本語Ⅱ）

№39 （異文化理解演習D）

【スポーツビジネスモデル及びスポーツマネジメントモデル分野科目】

№93～97 （推奨科目） №133～148 （選択科目）

№147～160 （教職課程関連科目）

【医療マネジメント分野科目】

№88～92 （推奨科目） №113～117 （選択科目）

【教職課程】

№161～185 （教職課程履修者・卒業単位含まない）

②1・2年生配当科目の内、選択科目は隔年開講の場合がある。

2. 教育職員免許上取得に関わる科目について

№147～160 （教職課程関連科目）は、スポーツマネジメント（保健体育科）モデル履修者のみを対象とする。

№161～185 は、教職課程履修者のみを対象とする。（卒業単位含まない）

また、各期の履修登録制限（原則として上限24単位）から除外する。

合計①＋②＋③

2

2

10

上記以外選択③ 10

82

教育職員免許状取得希望者は、カリキュラム表の教職課程及び免許状科目（保体・公民・情報）のいずれかをすべて履
修する必要がある。

36

専
門
科
目

区分

学部必修

経営実践（選必）

推奨科目（選必） 10

上記以外選択 58

合計

共
通
科
目

自分づくり
（必修）

一般教養
（選必）

6
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（別表）経営学部経営学科カリキュラム表

学則22条に定められた授業科目及び単位数は下表のとおり2020年度入学生より適用する。

【共通科目】

授業科目の名称

前 後 前 後 前 後 前 後

1 自分づくりゼミⅠ 15 1年 前期 必修 1 ◎ 4単位必修

2 自分づくりゼミⅡ 15 1年 後期 必修 1 ◎

3 自分づくりゼミⅢ 15 2年 前期 必修 1 ◎

4 自分づくりゼミⅣ 15 2年 後期 必修 1 ◎

5 総合基礎演習Ⅰ 15 1年 前期 必修 1 ◎ 4単位必修

6 総合基礎演習Ⅱ 15 1年 後期 必修 1 　 ◎

7 キャリアサポートⅠ 15 3年 前期 必修 1 ◎

8 キャリアサポートⅡ 15 3年 後期 必修 1 ◎

9 情報リテラシー 教職 15 1年 前期 必修 2 ◎ 6単位必修

10 マルチメディア表現 情報 15 1年 後期 必修 2 ◎

11 データサイエンス 情報 15 1年 後期 必修 2 ◎

12 英語Ⅰ 教職 15 1年 前期 必修 1 ◎

13 英語Ⅱ 教職 15 1年 後期 必修 1 ◎

14 英語Ⅲ 15 1年 前期 必修 1 ◎

15 英語Ⅳ 15 1年 後期 必修 1 ◎

16 日本語Ⅰ 15 1年 前期 必修 ① ◎

17 日本語Ⅱ 15 1年 後期 必修 ① ◎

18 日本語スピーチ 15 2年 前期 必修 ① ◎

19 日本語論文 15 2年 後期 必修 ① ◎

20 ビジネス日本語Ⅰ 15 3年 前期 選択 ① ◎ (留学生対象)

21 ビジネス日本語Ⅱ 15 3年 後期 選択 ① ◎

22 中国語Ⅰ 15 1年 前期 選択 ① ◎

23 中国語Ⅱ 15 1年 後期 選択 ① ◎

24 韓国語Ⅰ 15 1年 前期 選択 ① ◎

25 韓国語Ⅱ 15 1年 後期 選択 ① ◎

26 社会学 公民 15 1年 前期 選択 ② ◎ 6単位以上選択

27 社会生活と法律 公民 15 1年 後期 選択 ② ◎

28 日本国憲法 教職 15 2年 前期 選択 ② ◎

29 法学 公民 15 2年 前期 選択 ② ◎

30 政治学 公民 15 2年 後期 選択 ② ◎

31 心理学 公民 15 1年 前期 選択 ② ◎

32 教育心理学 教職 15 2年 前期 選択 ② ◎

33 倫理学 公民 15 1年 後期 選択 ② ◎

34 哲学 公民 15 1年 前期 選択 ② ◎

35 道徳教育の理論と実践 教職 15 1年 後期 選択 ② ◎

36 文化人類学 15 1年 後期 選択 ② ◎

37 異文化コミュニケーション 15 1年 前期 選択 ② ◎

異文化理解演習Ａ（英語圏) 30 1年 通年 選択 ② ◎ ◎ 　

異文化理解演習Ｂ(中国語圏) 30 選択 ◎ ◎ 　

異文化理解演習Ｃ（韓国語） 30 選択 ◎ ◎

異文化理解演習D（日本） 30 選択 ◎ ◎ 　

39 ボランティア演習 教職 15 2年 後期 選択 ② ◎ 　

40 科学的思考 15 1年 後期 選択 ② ◎ 2単位以上選択

41 生命と科学 15 1年 前期 選択 ② ◎

42 生活と化学 15 2年 前期 選択 ② ◎

43 社会と数学 15 1年 後期 選択 ② ◎

44 保健科学 15 1年 前期 選択 ② ◎ 2単位以上選択

45 体の仕組みと病気 15 2年 前期 選択 ② ◎

46 スポーツⅠ 教職 15 1年 後期 選択 ① ◎

47 スポーツⅡ 教職 15 2年 前期 選択 ① ◎

配当
期間

区分 分野 教職
授業
数

配当
年次

備考
(単位数の数字のみは必修科目、○数字は選択科目。授業数には期末試験を含まず。)

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

基礎力

必
修
科
目

　

18
単
位

選
択
科
目
　
20
単
位

※共通科目：合計38単位以上修得すること
　　　・必修18単位
　　　・選択必修10単位以上
　　　・選択10単位以上

IT力

語学

語
学
又
は
一
般
教
養
の
選
択
科
目
か
ら
10
単
位
以
上
選
択

留学生は日本語Ⅰ、Ⅱ、日本語スピーチ、日本語論
文の4科目必修

日本語を母国語とする学生は履修できない。

中国語圏と韓国への留学予定者＜海外ﾋﾞｼﾞﾈｽ演習（中）
（韓）の履修希望者＞は、留学先によって同一言語で2単位

を選択し、必修科目とする。
中国語・または韓国語を母国語とする学生は履修できな

い。

必選
単
位
数

1年 2年 3年 4年

心と社会

38

自然と社会

健康と社会

4単位必修
(日本人学生)

4単位必修
(留学生)

日本人学生は英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの4科目必修
留学生は選択科目
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【専門科目】

授業科目の名称

前 後 前 後 前 後 前 後

48 経営学概論 公民 15 1年 前期 必修 2 ◎ 　 　 　 　 　 　 　

49 会計学総論 公民 15 1年 後期 必修 2 ◎

50 経済学概論 公民 15 1年 前期 必修 2 ◎ 　 　 　

51 経営学原理 公民 15 2年 前期 必修 2 　 ◎ 　 　

52 ゼミナールⅠ 15 3年 前期 必修 2 　 　 　 ◎

53 ゼミナールⅡ 15 3年 後期 必修 2 　 　 　 　 ◎

54 ゼミナールⅢ 15 4年 前期 必修 2 　 　 　 　 ◎

55 ゼミナールⅣ 15 4年 後期 必修 2 　 　 　 　 　 ◎

56 実践セミナーＡ 15 3年 前期 選必 ② 　 　 ◎

57 実践セミナーＢ 15 3年 後期 選必 ② 　 　 　 ◎

58 商業論 15 2年 前期 選択 ② 　 ◎ 　 　 マーケティングモデル履修生の推奨科目

59 経営組織論 15 2年 前期 選択 ② ◎ 　

60 マーケティング論 15 2年 後期 選択 ② ◎ 　

61 流通論 15 2年 後期 選択 ② ◎ 　

62 マーケティング・コミュニケーション 15 3年 前期 選択 ② ◎

63 コーポレート・ファイナンス 15 2年 前期 選択 ② ◎ 　 会計・ファイナンスモデル履修生の推奨科目

64 簿記論 15 2年 後期 選択 ② ◎

65 金融論 15 2年 後期 選択 ② ◎ 　

66 会社法 公民 15 3年 前期 選択 ② ◎ 　

67 管理会計論 15 3年 後期 選択 ② ◎

68 女性経営者論 15 2年 前期 選択 ② ◎ 女性キャリアマネジメントモデル履修生の推奨科目

69 事業構想論 15 2年 後期 選択 ② ◎

70 起業実務 15 2年 後期 選択 ② ◎

71 経営戦略論 15 3年 前期 選択 ② 　 　 ◎

72 ベンチャービジネス論 15 3年 後期 選択 ② 　 ◎

73 経営情報論 情報 15 2年 前期 選択 ② ◎ 　 　 ＩＴ経営モデル履修生の推奨科目

74 eビジネス論 15 2年 前期 選択 ② ◎

75 情報ネットワーク論 情報 15 2年 後期 選択 ② ◎

76 情報システム 15 2年 後期 選択 ② ◎

77 データベース論 情報 15 2年 後期 選択 ② ◎

78 グローバルマネジメント 公民 15 2年 前期 選択 ② ◎ 　 　 国際ビジネスモデル履修生の推奨科目

79 ＴＯＥＩＣ聴解 15 2年 前期 選択 ② ◎

80 国際労働 公民 15 2年 後期 選択 ② ◎

81 ビジネス英語 15 3年 前期 選択 ② ◎

82 日本経済論 公民 15 3年 後期 選択 ② ◎

83 まちづくり論 15 2年 前期 選択 ② ◎ 観光・まちづくりモデル履修生の推奨科目

84 中小企業経営論 15 2年 後期 選択 ② ◎

85 観光学概論 15 3年 前期 選択 ② ◎

86 経済政策 公民 15 3年 後期 選択 ② ◎

87 観光事業論 15 3年 後期 選択 ② 　 ◎

88 医療管理学 15 2年 前期 選択 ② ◎ 医療マネジメントモデル履修生の推奨科目

89 医療経営システム論 15 2年 後期 選択 ② ◎

90 社会保障論 15 2年 後期 選択 ② ◎

91 患者安全管理学 15 3年 前期 選択 ② ◎

92 医療コミュニケーション学 15 3年 後期 選択 ② ◎

93 運動・スポーツ生理学 保体 15 1年 前期 選択 ② ◎

94 生涯スポーツ論 保体 15 1年 後期 選択 ② ◎

95 トレーニング論 保体 15 2年 前期 選択 ② ◎

96 スポーツマネジメント論 保体 15 2年 後期 選択 ② ◎

97 コーチング論 保体 15 3年 後期 選択 ② ◎

海外ビジネスセミナー（米） 15 ◎ 　 　 　

海外ビジネスセミナー（豪） 15 ◎

海外ビジネスセミナー（中） 15 ◎

海外ビジネスセミナー（韓） 15 ◎

海外ビジネス演習(米） 450 　 ◎ ◎ 　

海外ビジネス演習(中） 450 ◎ ◎

海外ビジネス演習(韓） 450 ◎ ◎

100 海外インターンシップ（豪） 450 2年 通年 選択 30 　 ◎ ◎ 　

101 インターンシップ 30 3年 通年 選択 ② 　 　 　 ◎ ◎

102 ICT応用演習 情報 15 3年 前期 選択 ② ◎

103 Webコンピューティング 情報 15 2年 後期 選択 ② ◎

104 Webデザイン 15 2年 後期 選択 ② ◎

105 シリアスゲーム演習 情報 15 2年 後期 選択 ② ◎

106 英語討論 15 2年 前期 選択 ② ◎

107 英語話術 15 2年 後期 選択 ② ◎

108 ＴＯＥＩＣ文法 15 2年 後期 選択 ② ◎

109 ＴＯＥＩＣ読解 15 3年 前期 選択 ② 　 ◎

110 リーダーシップ論 15 3年 前期 選択 ② ◎

111 人的資源管理論 15 2年 後期 選択 ② ◎ 　

112 地域産業論 15 3年 後期 選択 ② ◎

113 病院管理論 15 2年 前期 選択 ② ◎

114 医療情報管理学 15 2年 後期 選択 ② ◎

115 地域医療学 15 2年 後期 選択 ② ◎

116 医療オペレーション・マネジメント論 15 3年 前期 選択 ② ◎

117 医学教育学 15 3年 後期 選択 ② ◎

118 コーポレートガバナンス 公民 15 3年 後期 選択 ② ◎

119 経営法務 公民 15 2年 後期 選択 ② ◎ 　

120 生産システム論 15 3年 前期 選択 ② ◎

121 クリエイティブ産業論 情報 15 3年 後期 選択 ② ◎

122 ビジネスデータ分析 情報 15 2年 後期 選択 ② ◎ 　

123 マルチメディア技術 情報 15 2年 前期 選択 ② ◎

124 電子決済論 15 2年 後期 選択 ② ◎

125 情報セキュリティ 情報 15 2年 後期 選択 ② ◎

126 ネットワーク演習 情報 15 2年 前期 選択 ② ◎

127 プログラミング演習 情報 15 3年 前期 選択 ② ◎

128 デジタルエコノミー論 情報 15 3年 後期 選択 ② ◎

129 環境経営論 15 3年 前期 選択 ② ◎

130 農業経営管理論 15 3年 前期 選択 ② ◎

131 資源経済論 15 3年 前期 選択 ② ◎

外国語原書講読（英） 15 ◎

外国語原書講読（中） 15 ◎

外国語原書講読（韓） 15 ◎

133 スポーツ産業論 保体 15 2年 前期 選択 ② ◎

134 健康概論 保体 15 3年 前期 選択 ② ◎

135 体育・スポーツ社会学 保体 15 1年 前期 選択 ② ◎

136 体育・スポーツ史 保体 15 1年 前期 選択 ② ◎

137 スポーツ医学論 保体 15 1年 後期 選択 ② ◎

138 レクリエーション基礎実習Ⅰ 保体 15 3年 前期 選択 ① ◎

139 レクリエーション基礎実習Ⅱ 保体 15 3年 後期 選択 ① ◎

140 スポーツ行政論 保体 15 3年 後期 選択 ② ◎

141 運動心理学 保体 15 1年 前期 選択 ② ◎

142 スポーツ心理学 保体 15 2年 後期 選択 ② ◎

143 スポーツ医科学 保体 15 2年 後期 選択 ② ◎

144 バイオメカニクス 保体 15 3年 後期 選択 ② ◎

145 スポーツ栄養学 保体 15 3年 前期 選択 ② ◎ 　

146 衛生・公衆衛生学 保体 15 3年 後期 選択 ② 　 ◎

単
位
数

区分 分野 教職
授業
数

配当
年次

配当
期間

必選

スポーツビジネスモデル履修生の推奨科目
＜ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾓﾃﾞﾙ希望者は、教職課程履修とする
＞

1年 2年 3年 4年
備考

(単位数の数字のみは必修科目、○数字は選択科目。授業数には期末試験を含まず。)

8単位必修
※専門科目：合計86単位以上修得すること
　　　・必修16単位
　　　・選択必修２単位
　　　・推奨必修10単位以上
　　　・選択58単位以上

8単位必修

①

選
択
科
目
か
ら
68
単
位
以
上
選
択
内
推
奨
科
目
10
単
位
以
上
を
含
む
こ
と

99

専

門

科

目

経営実践 2単位選択必修

推奨科目

10
単
位
以
上
選
択
必
修

選
択
科
目
か
ら
68
単
位
以
上
選
択
内
推
奨
科
目
10
単
位
以
上
を
含
む
こ
と

学部必修

98

選択科目

1年 後期 選択

通年 30

海外ビジネス演習、海外インターンシップを履修し、修得
した場合は、30単位を認定し、さらに、共通科目から次の
６科目、10単位を上限に別途認定する。但し、履修済みの

科目の認定はしない。
＜認定科目＞社会学、文化人類学、異文化理解演習、異文
化コミニュケーション、自分づくりゼミⅢ・Ⅳ。

132 3年 前期 選択 ②

海外ビジネス演習・海外インターンシップの履修希
望者は必修科目とする。

スポーツビジネスモデル及びスポーツマネジメント
モデル履修生のみを対象

2年 選択
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【教職課程関連科目】

授業科目の名称

前 後 前 後 前 後 前 後

147 スポーツ科学演習Ⅰ 保体 15 2年 前期 必修 1 ◎

148 スポーツ科学演習Ⅱ 保体 15 2年 後期 必修 1 ◎

149 スポーツ実技Ⅰ体操 保体 15 1年 前期 必修 1 ◎

150 スポーツ実技Ⅰ陸上 保体 15 1年 後期 必修 1 ◎

151 スポーツ実技Ⅱバレーボール 保体 15 2年 前期 必修 1 ◎ 　

152 スポーツ実技Ⅲ水泳 保体 15 2年 前期 必修 1 ◎ 　

153 スポーツ実技Ⅲ柔道 保体 15 2年 前期 必修 1 ◎ 　

154 スポーツ実技Ⅱサッカー 保体 15 2年 後期 必修 1 　 ◎

155 スポーツ実技Ⅲ剣道 保体 15 2年 後期 必修 1 ◎

156 スポーツ実技Ⅲダンス 保体 15 3年 前期 必修 1 ◎ 　

157 スポーツ実技Ⅳハンドボール 保体 15 3年 前期 必修 1 ◎ 　

158 スポーツ実技Ⅳバスケットボール 保体 15 3年 後期 必修 1 　 ◎

159 レクリエーション実技Ⅰ卓球 保体 15 4年 前期 必修 1 ◎ 　

160 レクリエーション実技Ⅱバドミントン 保体 15 4年 後期 必修 1 　 ◎

161 教育原理 教職 15 2年 前期 必修 2 ◎ 　

162 教職論 教職 15 2年 後期 必修 2 ◎ 　

163 教育制度論 教職 15 2年 後期 必修 2 ◎ 　

164 特別支援教育論 教職 15 3年 前期 必修 2 ◎ 　

165 教育課程論 教職 15 3年 後期 必修 2 ◎

166 総合的な学習の時間 教職 15 2年 後期 必修 2 ◎ 　

167 特別活動 教職 15 2年 後期 必修 2 ◎ 　

168 教育方法論 教職 15 3年 後期 必修 2 　 ◎

169 生徒・進路指導論 教職 15 3年 前期 必修 2 　 ◎

170 教育相談 教職 15 3年 後期 必修 2 　 ◎

171 教育実習事前・事後指導 教職 7 4年 前期 必修 1 　 ◎

172 教育実習Ⅰ（中・高） 教職 15 4年 前期 必修 2 　 ◎

173 教育実習Ⅱ（中） 教職 30 4年 後期 必修 4 　 ◎

174 学校インターン（中・高） 教職 15 3年 前期 必修 2 　 ◎

175 教職実践演習（中・高） 教職 15 4年 後期 必修 2 　 ◎

176 教育経営論 教職 15 3年 前期 選択 2 　 ◎

177 保健体育教科教育法Ⅰ 保体 15 2年 前期 必修 2 ◎ 　

178 保健体育教科教育法Ⅱ 保体 15 2年 後期 必修 2 ◎ 　

179 保健体育教科教育法Ⅲ 保体 15 3年 前期 必修 2 ◎ 　

180 保健体育教科教育法Ⅳ 保体 15 3年 後期 必修 2 　 ◎

181 公民科教育法Ⅰ 公民 15 3年 前期 必修 2 　 ◎ 　

182 公民科教育法Ⅱ 公民 15 3年 後期 必修 2 　 　 ◎

183 情報科教育法Ⅰ 情報 15 3年 前期 必修 2 　 ◎ 　

184 情報科教育法Ⅱ 情報 15 3年 後期 必修 2 　 ◎

185 情報と職業 情報と職業 情報 15 2年 後期 必修 2 ◎

区分 分野 教職
授業
数

配当
年次

教
　
　
職
　
　
課
　
　
程
　
　
関
　
　
連
　
　
科
　
　
目

保体実技

※スポーツマネジメント（保体教職履修）モデル履修生のみを対象とする必修科
目

教育の基礎的理解

※教職課程履修者のみを対象

各教科の指導法

※情報教職履修生のみ対象

※教育職員免許状の取得希望者は、カリキュラム表の教職科目及び免許状科目（保体・公民・情報のいずれか）をすべて履修する必要がある。

2年 3年 4年
備考

(単位数の数字のみは必修科目、○数字は選択科目。授業数には期末試験を含まず。)

配当
期間

必選
単
位
数

1年
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教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 15 2

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。.）
教職論 15 2

教育に関する社会的･制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
教育制度論 15 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学修の過程 教育心理学 15 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対す

る理解
特別支援教育論 15 2

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
教育課程論 15 2

道徳の理論及び指導法 道徳教育の理論と実践 15 2

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間 15 2

特別活動の指導法 特別活動 15 2

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含

む）
教育方法論 15 2

生徒指導、進路指導及びキャリア教育の理論及び方

法
生徒・進路指導論 15 2

教育相談（カウンセリングに関する始祖的な知識を

含む。）の理論及び方法
教育相談 15 2

事前・事後指導 15 1

教育実習Ⅰ 15 2

教育実習Ⅱ 15 4

学校体験活動 学校インターン 15 2

教職実践演習 教職実践演習 15 2

計 0 2 4 8 6 6 3 6

スポーツ実技Ⅰ体操 15 1

スポーツ実技Ⅰ陸上競技 15 1

スポーツ実技Ⅱバレーボール 15 1

スポーツ実技Ⅱサッカー 15 1

スポーツ実技Ⅲ水泳 15 1

スポーツ実技Ⅲ柔道 15 1

スポーツ実技Ⅲ剣道 15 1

スポーツ実技Ⅲダンス 15 1

スポーツ実技Ⅳハンドボール 15 1

スポーツ実技Ⅳバスケットボール 15 1

レクリエーション実技Ⅰ卓球 15 1

レクリエーション実技Ⅱバドミントン 15 1

スポーツ科学演習Ⅰ 15 1

スポーツ科学演習Ⅱ 15 1

レクリエーション基礎実習Ⅰ 15 1

レクリエーション基礎実習Ⅱ 15 1

スポーツ産業論 15 2

スポーツマネジメント論 15 　 2

スポーツ行政論 15 2

運動心理学 15 2

スポーツ心理学 15 　 2

体育・スポーツ社会学 15 2

生涯スポーツ論 15 2

トレーニング論 15 　 2

コーチング論 15 2

バイオメカニクス 15 　 2

体育・スポーツ史 15 2

運動・スポーツ生理学 15 2

スポーツ栄養学 15 2

衛生学・公衆衛生学 衛生・公衆衛生学 15 2

スポーツ医学論 15 2

健康概論 15 2

スポーツ医科学 15 2

保健体育科教育法Ⅰ 15 2

保健体育科教育法Ⅱ 15 2

保健体育科教育法Ⅲ　 15 2

保健体育科教育法Ⅳ 15 2

計 9 5 10 11 9 12 1 1

ボランティア演習 15 2

教育経営論 15 ②

計 2 2

憲法 日本国憲法 15 2

スポーツⅠ 15 1

スポーツⅡ 15 1

英語Ⅰ 15 1

英語Ⅱ 15  1

情報機器の操作 情報リテラシー 15 2

計 3 2 3 0 0 0 0 0

12 9 17 21 17 18 4 7

※「教職に関する科目」は卒業要件単位、GPAの計算には含めない。

105

58

大学が独

自に設定

する科目 4

教育職員

免許法施

行規則第

66条の6

に定める

科目

体育

外国語コミュニケーション

8

「体育原理、体育心理学、体育経営管理学、体育社

会学、体育史」・運動学（運動方法学を含む。）

生理学（運動生理学を含む。）

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び救急

処置を含む。）

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

3年

前期

3年

後期

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

体育実技

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

等

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

道

徳
、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導
、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教育実習

35

教職「保健体育」履修科目
（スポーツマネジメント分野に所属すること）

施行規則に定める科目区分等

授業科目の名称
授業

数

単位数（数字は必修・丸数字は選択）

備　　考様式

区分
科目

各科目に含めることが

必要な事項

4年

前期

4年

後期

1年

前期

1年

後期

2年

前期

2年

後期
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教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 15 2

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム

学校運営への対応を含む）
教職論 15 2

教育に関する社会的･制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応を

含む）

教育制度論 15 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学修の過

程
教育心理学 15 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に

対する理解
特別支援教育論 15 2

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ

ム・マネジメントを含む。）
教育課程論 15 2

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間 15 2

特別活動の指導法 特別活動 15 2

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用

を含む）
教育方法論 15 2

生徒指導、進路指導及びキャリア教育の理論及

び方法
生徒・進路指導論 15 2

教育相談（カウンセリングに関する始祖的な知

識を含む。）の理論及び方法
教育相談 15 2

事前・事後指導 15 1

教育実習Ⅰ 15 2

学校体験活動 学校インターン 15 2

教職実践演習 教職実践演習 15 2

計 0 0 4 8 6 6 3 2

法学 15 2

社会生活と法律 15 2

政治学 15 2

会社法 15 2

経営法務 15 2

会計学総論 15 2

経営学原理 15 2

経営学概論 15 2

経済学概論 15 2

日本経済論 15  2

国際労働 15 2

グローバルマネジメント 15  2

経済政策 15 2

社会学 15 2

コーポレートガバナンス 15 2

倫理学 15 2

哲学 15 2

心理学 15 2

公民科教育法Ⅰ 15 2

公民科教育法Ⅱ 15 2

計 10 6 6 6 4 8 0 0

ボランティア演習 15 2

教育経営論 15 ②

計 2 2

憲法 日本国憲法 15 2

スポーツⅠ 15 1

スポーツⅡ 15 1

英語Ⅰ 15 1

英語Ⅱ 15  1

情報機器の操作 情報リテラシー 15 2

計 3 2 3 0 0 0 0 0

13 8 13 16 12 14 3 2

※「教職に関する科目」は卒業要件単位、GPAの計算には含めない。

「社会学、経済学（国際経済を含む。）」

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

81

40

大学が独

自に設定

する科目 4

教育職員

免許法施

行規則第

66条の6

に定める

科目

体育

外国語コミュニケーション

8

3年

前期

3年

後期

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

「法律学（国際法を含む。）、政治学（国際政

治を含む。）」

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

等

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教育実習

29

教職「公民」履修科目

（会計・ファイナンス、マーケティング、女性キャリアマネジメント、国際ビジネス、観光・まちづくり、医療マネ
ジメントのいずれかの分野に所属すること）

施行規則に定める科目区分等

授業科目の名称
授業

数

単位数（数字は必修・丸数字は選択）

備　　考様式

区分
科目

各科目に含めることが

必要な事項

4年

前期

4年

後期

1年

前期

1年

後期

2年

前期

2年

後期
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教育の理念並びに教育に関する歴史及び思

想
教育原理 15 2

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む）
教職論 15 2

教育に関する社会的･制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対

応を含む）

教育制度論 15 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学修

の過程
教育心理学 15 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生

徒に対する理解
特別支援教育論 15 2

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ

ラム・マネジメントを含む。）
教育課程論 15 2

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間 15 2

特別活動の指導法 特別活動 15 2

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の

活用を含む）
教育方法論 15 2

生徒指導、進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法
生徒・進路指導論 15 2

教育相談（カウンセリングに関する始祖的

な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談 15 2

事前・事後指導 15 1

教育実習Ⅰ 15 2

学校体験活動 学校インターン 15 2

教職実践演習 教職実践演習 15 2

計 0 0 4 8 6 6 3 2

情報社会・情報倫理 情報セキュリティ 15 2

データサイエンス 15 2

ビジネスデータ分析 15 ②

データベース論 15 2

プログラミング演習 15 ②

情報ネットワーク論 15  2

Webコンピューティング 15 ②

マルチメディア表現 15  2

マルチメディア技術 15 ②

情報と職業 情報と職業 15 ②

複合科目 シリアスゲーム演習 15 ②

情報科教育法Ⅰ 15 2

情報科教育法Ⅱ 15 2

計 0 4 2 14 4 2 0 0

ボランティア演習 15 ②

教育経営論 15 ②

道徳教育の理論と実践 15 ②

経営情報論 15 ②

ICT応用演習 15 ②

クリエティブ産業論 15 ②

ネットワーク演習 15 ②

デジタルエコノミー論 15 ②

計 0 2 4 6 4 2 0 0

憲法 日本国憲法 15 2

スポーツⅠ 15 1

スポーツⅡ 15 1

英語Ⅰ 15 1

英語Ⅱ 15  1

情報機器の操作 情報リテラシー 15 2

計 3 2 3 0 0 0 0 0

3 8 13 28 14 10 3 2

※「教職に関する科目」は卒業要件単位、GPAの計算には含めない。

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教育実習

81

26

大学が独

自に設定

する科目

※6単位以上修得

18

教育職員

免許法施

行規則第

66条の6

に定める

科目

体育

外国語コミュニケーション

8

※選択を含めて20単

位以上修得

コンピュータ・情報処理（実習を含む。）

情報システム（実習を含む。）

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

マルチメディア表現・マルチメディア技術

（実習を含む。）

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含

む。）

2年

前期

3年

前期

3年

後期

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

等

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

2年

後期

29

教職「情報」履修科目

（ＩＴ経営分野に所属すること）

施行規則に定める科目区分等

授業科目の名称
授業

数

単位数（数字は必修・丸数字は選択）

備　　考様式

区分
科目

各科目に含めることが

必要な事項

4年

前期

4年

後期

1年

前期

1年

後期
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目と

習得目

標・内

容

＜シラバスの概要＞
・経営学概論 ー 実践プロセスとしての経営戦略の意義とプロセスを明確にする
・マーケティング論 ー 目標を達成するためにターゲット(市場や消費者)に対してどのような活動をすることが効率的なのかを論じる
・マーケティング・コミュニケーション ー マーケティングにに関する各チャンネルに対しての具体的活動について及び実生活の中で
　　　　　　　　　役立つコミュニケーションの基本について
・eビジネス論 ー eビジネスの仕組みや動向などについて、その考え方や事例を学ぶ。
・中小企業経営 ー 現在の中小企業が抱えている問題と課題 を客観的に描く
・事業構想論 ー 事業システムに関する知識や技術を体系的に学び、新しい時代における各種事業を総合的に創造する力を育む
・ベンチャービジネス論 ー ベンチャービジネスの実態、特徴、課題、支援状 況、海外の動向などについて体系的に学ぶ

マーケティング分野　履修系統図

ﾏｰｹﾃｨ

ﾝｸﾞ分野

におけ

る人材

育成目

標

　組織(ビジネス)の活動を最終的に形にし、それを成果として実らせる活動がマーケティングである。つまり、そこでは顧客の心をつかむのが大前提になり、自分
が創って世に出すモノやサービスが顧客を満足させ、社会に意味あるものとして活用されるためには何を考え、どうすればいいかの仕組みを提示・実践するのが
マーケティングである。
　本分野では、このような観点から、そのための「創造力、実践力」を身につけることを主眼とし、製品とサービスの企画から流通、広告、販売(営業)の分野にい
たるまで幅広く実践的な学びを行う。
　マーケティングはコミュニケーションと表裏一体であり、マーケティングの知識だけでなく、コミュニケーション能力の向上に向けた教育も行う。
　加えて、社会における実践的な経験を学生時代に経験させるためにも、実践的なセミナーやインターンシップへの積極的な参加を促す。

４年間

で習得

できる

資格等

＜中小企業診断士＞・・・資格取得に関する講義（経済学概論、経営学概論、経営情報論、マーケティング論、中小企業経営）で基礎知識を得ると共にゼミで個
別に指導
＜日商販売士検定＞・・・資格取得に関する講義（マーケティング論、流通論、商業論、マーケティング・コミュニケーション）で基礎知識を得ると共にゼミで個別に
指導
＜ビジネス検定＞　　・・・資格取得に関する講義（経営学概論、経営情報論、マーケティング論、経営組織論、マーケティング・コミュニケーション）で基礎知識を
得ると共にゼミで個別に指導
＜秘書検定＞　　　　・・・資格取得に関する講義（マーケティング・コミュニケーション、会計学総論、商業論、経営組織論）で基礎知識を得ると共にゼミで個別に
指導

共
通

ﾏ

ｰ

ｹ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

分
野

専
門

研究室

（ゼミ）

＜マーケティング研究室＞
　現代のような激しい市場の変化の中でモノを売っていくことは大変難しい事ことです。しかし、モノを売ることは企業にとって非常に重要なことなのです。企業の
中でモノを売る大事な役割の一つを担うものが「マーケティング」です。
　本ゼミナールでは、マーケティングの知識もさることながら、マーケティング的な思考もしっかりと身につけてもらいます。

１年 ２年 ３年 ４年

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ基礎論

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情報論

経営情報論

計量ﾓﾃﾞﾙ分析論

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ論

起業実務

マーケティング論

情報処理演習

国際労働(丸)

経営学概論 マーケティング・

コミュニケーション

会計学総論

経済学概論

経営学原理

ゼミナールⅣゼミナールⅡ ゼミナールⅢゼミナールⅠ

eビジネス論

ベンチャービジネス論

事業構想論

経営組織論

商業論 流通論

網掛けは必須科目

破線枠、太字はマーケティング分野の推奨科目です。

その他の科目はマーケティング分野の履修モデルの一例です。

(丸 : 丸の内キャンパス、東 : 東海キャンパス)

情報処理概論

英語Ⅰ～Ⅳ

自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ

総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ

経営戦略論

農業経営管理論人的資源管理論

コーポレート ガバナンス

国際労働(東)

観光事業論

リーダーシップ論 地域産業論
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

＜会計ファイナンス研究室＞
　本研究室ではグループワークを基本として、学生同士のコミュニケーション能力を図りつつ、課題発見・解決型のテーマ学習、プレゼンテーションを行う。本ゼミ
でプレゼン能力を重視する理由は、プレゼン能力がさまざまな社会人スキルの集約されたものであるからである。本ゼミ出身者の卒業後の道は就職、大学院進
学など多様であるが、どの道に進むにしても自分の専門性（会計・ファイナンス領域）を高めることで、道を切り拓ける人材になることを目標とし、可能な限り自己
の希望する方向に進めるような個別的な指導も、各人のレベル、方向性に合わせて行う。
　鈴木研究室の室長である鈴木愛一郎（教授）の専門分野は会計情報にもとづく企業価値評価ならびに企業価値評価モデルである。同分野は会計という過去
情報とファイナンスという端的に言えば株価予測すなわち将来情報の接点とも言うべき分野であり、資本コストにかんする研究などさまざまな派生的な研究成果
の期待できる分野である。この他に、鈴木は会社法（とくに機関、組織再編）、監査論、租税法（とくに法人税法）の研究も行っている。

１年 ２年 ３年 ４年

共
通

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野

専
門

研究室

（ゼミ）

科目と

習得目

標・内容

＜シラバスの概要＞
・会計学総論ー会計情報は企業の期間業績、財務状況を示すものであり、その基礎的理解を図る。導入に際して企業組織、企業戦略についても概観する。
・簿記論ー会計情報の要であり、基本的な財務諸表である貸借対照表と損益計算書の理解から作成までを学ぶ。　＜日商簿記検定取得＞
・コーポレート・ファイナンスー企業価値評価理論を中心に将来キャッシュフローの割引現在価値など株価に関わる投資理論を学ぶ。
・会社法ー法人たる企業の機関（株主総会、取締役会、代表取締役など）の意義を中心に株主、債権者の保護といったコーポレート・ガバナンスの視点から学
ぶ。
・管理会計ー管理会計は内部者、経営者の会計である。経営の意思決定に有益な情報を損益分岐点分析、統計分析を中心に学ぶ。
・実践セミナーー企業現場等で活躍する企業人を招き、実務経験などを交えた多角的な視点で実際の企業経営に触れる。
・金融論ー企業の資金調達を目的とする金融市場の仕組みについて、株式、公社債、外国為替、デリバティブ等の金融商品の取引を通して学ぶ。
・ゼミナール（専門）ー企業価値評価と株価の比較を中心に、財務諸表分析、関連情報（金利、PERなど）の取得などができる実力も養成、会計・ファイナンス力を
身に付けた社会人としての基礎を目指す。
・経済学概論ー経済学は総需要と総供給の接点において価格形成を見るが、この点においｋて市場における最適資源分配、最適な社会的な厚生が達成される
こと　を教えている。これがいわゆる市場原理であるが、この点を理解することが会計学学習の出発点でもある。なぜなら、会計学の目的は近年導入された「概
念フレームワーク」によって目的適合性が最上位に位置づけられているが、この意義とはつまるところ会計情報の目的・意義が株価形成に資するように市場関
係者に適切な情報を提供することに存すると解せるからである。
・経営学原理ー経営学もいち経済主体の利益を最大化するという命題の解決が、同時に投下資本の最適化をも意味し、資本市場を通じた世の中の資本財の最
適配分に資するものであることを理解することに重要な意義を有することは経済学概論における理解と同じである。

会計ファイナンス分野　履修系統図

会計ファ

イナンス

分野にお

ける人材

育成目標

　経営学にかかわる基幹科目を通じた基礎学習の後、会計学という過去情報、ファイナンスという将来予測の時間軸的に異なる次元の学習を行うことが本コー
スのテーマである。会計学は企業のパフォーマンスにかかわる過去情報であるが、その情報が投資家等の市場関係者における投資意思決定に欠くことのでき
ない将来情報を提供する。ここで具体的に過去情報を将来予測に転換させる機能を有するのがファイナンスの役割である。
　本コースでは財務諸表分析などを通じて過去情報の有する意義を理解しつつ、それが具体的に企業価値評価につながる機序を学ぶ。そうやって導出したいわ
ば理論値であっても、常に現実（株価）との乖離は存在する。それがどのようにして生じているのかを分析することにも重要な意義がある。それらを総合的に勘
案し、投資および広く経営の意思決定につなげてゆくことができる人材、財務の視点から経営が俯瞰できる人材の育成を目指す。想定する方向性は金融業界、
一般企業の管理部門（とくに財務、経理部門）である。
　近年のものづくり経済から、情報や金融といったいわゆる経済のソフト化が進展するなか、会計ファイナンスの専門知識は、たんなる経理処理、税務申告と
行った実務だけではなく、企業の収益構造が有形のモノの製造や仕入・転売といった財市場の活動から、金融市場を含む分野のさまざまな付加価値の創造へ
とシフトしている状況に必須のスキルと考えられる。その観点から本コースでは人材育成にあたる方針である。

習得資

格への

指導方

針

＜目指す進路＞
　日商簿記検定を入り口に、ファイナンシャルプランナー、ビジネス会計検定の取得などを目指す。さらにプロとして上級を目指す場合は、税理士、公認会計士な
どの資格取得も視野に入れた指導を行う。また、大学院進学も選択肢として指導も行う（上級資格は在学中の学習だけでは合格が困難ゆえ）
＜目指す資格＞
　最優先資格：日商簿記検定３級、同２級（簿記が理解できなければこの分野は何も理解できない）。そのほかの資格：ビジネス会計検定、IFRS検定、ファイナ
ンシャル・プランナー、税理士、公認会計士など。なお、近年の鈴木研究室における日商簿記検定合格者の具体的人数は以下の通り。2017年既卒２級２名、
2018年既卒２級１名、現在4年2級2名（うち１名は会計大学院進学予定）、現在3年3級2名。

経営学概論 会計学総論 経営学原理

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ産業論 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・ﾌｧｲﾅﾝｽ 簿記論 会社法 管理会計論

金融論 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ経営組織論

網掛けは必須科目です。

破線枠・太字は会計ファイナンス分野の推奨科目です。

その他の科目は会計ファイナンス分野の履修モデルの一例です。

経済学概論 実践ｾﾐﾅｰＡ 実践ｾﾐﾅｰＢ

英語Ⅰ～Ⅳ

情報リテラシー ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現

データサイエンス

キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ

総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

ゼミナールⅣゼミナールⅡ ゼミナールⅢゼミナールⅠ
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

共
通

女
性
キ

ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野

専
門

研究室
（ゼミ）

＜女性の人生とキャリア＞　（2020年度ゼミナールⅢ・Ⅳ）
　理想の女性・理想の男女の在り方は時代と共に変化している。専業主婦がもてはやされたと思えば、独身キャリアウーマンが花形になる。子育てしない共働き夫婦がスポットライトを浴びたこともあれば、健康・
環境志向のLOHAS系カップルが良い、などと言われることもあった。現在の理想像は、結婚・子育て・キャリアとしての仕事、全てをこなす女性である。本ゼミナールでは、時代の波の中で、賢くかつ豊かに生きて
いくためのヒントとなる書籍をじっくり読みながら、女性誌などのメディアに映し出される女性像について、クリティカルに考えられる人になることを目指す。

＜キャリア・人材開発＞　（2020年度ゼミナールⅠ・Ⅱ）
　四大経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）のうち、「ヒト」をどのように成長させていくかという人的資源管理、およびキャリア（特に女性キャリア）の観点から研究力と実践力を養う。企業活動を「ヒト」の視点から研究
し、企業の長期的競争力向上のための最適な人材開発・キャリア開発について考察する。ゼミでは、学生が主体となり講義や発表を行いながらプレゼン力を鍛え、産学連携事業として、実際に企業に対し経営コン
サルタントになったつもりでの企業改善に取り組むなど、社会貢献活動を積極的に行う。チームでプロジェクト研究に取り組み、各人が自ら考えて企業にアプローチする。研究と併せて、就活で志望企業から内定が
獲得でき、社会で活躍できるビジネス・パーソンになることへのトレーニングも行う。

１年 ２年 ３年 ４年

科目と
習得目

標・内
容

・生活／社会についての学びを深める：「社会生活と法律」「生活と化学」「体の仕組みと病気」「生活情報論」「実践セミナー」「インターンシップ」など
・テレワーク実践力を高める：「情報リテラシー」、「マルチメディア表現」「クリエイティブ産業論」「eビジネス論」など、情報関連科目
・起業意識を高める：「女性経営者論」「事業構想論」「起業実務」「ベンチャービジネス論」など
・女性管理職の道を目指す：「経営戦略論」「コーポレートファイナンス」「コーポレートガバナンス」「リーダーシップ論」「人的資源管理論」など
・グローバリゼーション／グローカリゼーション／ダイバーシティ対応力を高める：「異文化コミュニケーション」「異文化理解演習」「グローバルマネジメント」「国際労働」「ビジネス英語」「TOEIC聴解」「TOEIC文法」
「TOEIC読解」など

女性キャリアマネジメント分野　　履修系統図

女性
キャリ

ア分野
におけ
る人材
育成目
標

　21世紀における社会の発展、経済の発展のためには、女性の活躍は選択の問題ではなく、必須の条件である。この観点から、女性としての感性と特性を活かし、幅広い分野でスペシャリストとして活躍できるよ
うになることを目指す。自ら積極的に答えを探る姿勢を持つとともに、経営学に対する理解を深め、価値ある活躍を通じて社会に貢献できる人となることを目標とする。
　そのためには、自分の生活と、自分を取り巻く社会を見つめながら、自らの未来像を描くことをまずは基本とし、その過程で自分で考え、計画を立て、挑戦を楽しみながら思い切り実践する姿勢を育んでいく。常に
考える意識、計画を描く力、迅速に行動する力を持った人としての成長を目指す。
　女性に期待される積極的起業、女性にも求められる管理職への意欲を高め、リーダーシップ、ダイバーシティを推進できる力をつける。グローバリゼーション・グローカリゼーションの時代を生きるための対応力を
伸ばし、柔軟な働き方の一形態であるテレワーク実践力も高める。

４年間

で習得
できる
資格等

＜目指す進路＞
　商社・銀行への就職、ベンチャービジネスの起業家、高等学校教員　など
＜目指す資格＞
・「秘書検定」関連科目としては、「マーケティング論」、「流通論」、「商業論」、「マーケティング・コミュニケーション」が該当する。
・「日商簿記検定」関連科目としては、「会計学総論」「簿記論」が該当する。
・「TOEIC(R)テスト」・「英語検定」関連科目としては、「英語Ⅰ～Ⅳ」、「TOEIC聴解」、「TOEIC文法」「TOEIC 読解」「ビジネス英語」が該当する。
・「日本語能力試験」関連科目としては、「日本語Ⅰ・Ⅱ」、「日本語スピーチ」、「日本語論文」、「ビジネス日本語Ⅰ・Ⅱ」が該当する。
・「中小企業診断士」関連科目としては、「経済学概論」、「経営学概論」、「経営情報論」、「マーケティング論」、「中小企業経営論」が該当する。
・「経営学検定」合格を目指すには、「経済学概論」、「経営学概論」、「会計学総論」、「経営学原理」などで経営の基礎を身に付けることに加え、更に、企業システム、経営戦略、経営組織、経営管理、経営課題、
経営のグローバリゼーション、企業経営と情報化、企業の社会的責任と企業倫理、環境経営について経営学科全モジュールの学びが必要である。
・「高等学校教諭一種免許状（公民）」取得希望者は、下記カリキュラムマップの反転表示された科目を含め、カリキュラム表に従い必要とされる科目を履修する。

・網掛けは必須科目です。「日本語Ⅰ・Ⅱ」「日本語スピーチ」「日本語論文」は、留学生のみが必須です。

・破線枠・太字は、女性キャリアマネジメント分野の推奨科目です。

・その他の科目は、履修選択例を表します。カリキュラムに記された要件に従って履修することを前提に、生活／社会、テレワーク、起業、女性管理職、グ

ローバリゼーション／グローカリゼーション／ダイバーシティ、という、21世紀の女性に活躍が期待される領域の中からいくつかを副専攻的に自分で見定め、

共通科目・専門科目を選択します。

・教職免許取得希望者は、カリキュラム表に従い、必要とされる科目を履修します。反転表示の科目は、高等学校教諭一種免許状（公民）取得希望者は必

修です。この他にも、カリキュラム表にある教職課程関連科目を履修します。

・「ビジネス日本語Ⅰ・Ⅱ」は留学生のみが履修可能です。

起業実務女性経営者論経済学概論

経営学概論 経営戦略論経営学原理 事業構想論 ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ論

ＴＯＥＩＣ文法ＴＯＥＩＣ聴解 ＴＯＥＩＣ読解

実践セミナー Ａ 実践セミナー Ｂ

インターンシップ

観光学概論 観光事業論まちづくり論

中小企業経営論

人的資源管理論 ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

コーポレート

ファイナンス

経営法務 会社法商業論

グローバル

マネジメント
ビジネス英語

国際労働 日本経済論

経済政策

文化人類学異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

中国語・韓国語 Ⅰ～Ⅱ

異文化理解演習A・B・C

倫理学哲学

生活と化学社会生活と法律生命と科学

体の仕組みと病気保健科学

英語Ⅰ～Ⅳ

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｰﾀ分析

法学 政治学社会学

スポーツⅠ スポーツⅡ

教育心理学心理学 道徳教育の理論と実践

ボランティア演習日本国憲法

自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ

キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

ゼミナールⅣゼミナールⅡ ゼミナールⅢゼミナールⅠ

情報リテラシー ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現

データサイエンス

ビジネス日本語Ⅰ ビジネス日本語Ⅱ日本語Ⅰ 日本語Ⅱ 日本語スピーチ 日本語論文

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｰﾀ分析eビジネス論

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術 ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ産業論情報セキュリティ ＩＣＴ応用演習

会計学総論

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論

マーケティング

コミュニケーション

簿記論

経営情報論

流通論
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IT経営分野　履修系統図

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

共
通

ＩＴ
経
営
分
野

専
門

研究室

（ゼミ）

＜ゲーミング研究室＞
　クリエイティブ産業についての実証的研究をテーマとして、コンテンツをただ楽しむだけでなく、その特徴をとらえて次のコンテンツの創造に生かす方法や企業
活動にこれらのコンテンツを活用する方法を実践的に研究する。
＜経営情報研究室＞
　経営情報をテーマとし、CAMBRIC技術（ITおよびICTにおける先進応用技術）を理解して、社会に応用できる能力を身につけ、サイバー空間とフィジカル空間を
つなぐCPS（サイバー・フィジカル・システム）によるイノベーション創出を目標とする。
＜情報ネットワーク研究室＞
　人間の五感の内、主に視覚・聴覚・触（力）覚に関するメディアの通信を研究対象として、高品質なマルチメディア通信システムを提供する事を目標とする。

１年 ２年 ３年 ４年

IT経営

分野に

おける

人材育

成目標

　AI（人工知能）やIoT（モノのインターネット）、ビッグデータなど、IT（情報技術）やICT（情報通信技術）の知識を正しく身につけ、うまく使いこなすことが、企業経
営や自己実現に不可欠な能力になりつつある。IT企業のようなシステム開発を行う会社だけでなく、製造業や流通業、サービス業など、ほとんどの業界で、将
来、ITスキルを備えた人材が数十万人単位で不足すると予測されている。
　IT経営分野では、「ITスキルを身につけたビジネスパーソン」として、「経営学の知識を身につけたIT技術者」として、幅広い分野で活躍できる人材を目指す。

４年間

で習得

できる

資格等

＜目指す進路＞
　社会に対する関心と解決手段を身につけ、様々な分野で活躍できる。ITを活用できるあらゆる職種、システムエンジニア、高等学校教員（情報）などが挙げられ
る。
＜目指す資格＞
　ITパスポート試験、情報セキュリティマネジメント試験、基本情報技術者試験、高等学校教諭一種免許状（情報）などが挙げられる。
　ITパスポート試験の取得関連科目として、共通科目におけるＩＴ力を養う「情報リテラシー」、「データサイエンス」、「マルチメディア表現」が該当する。また、基本
情報技術者試験の取得関連科目として、推奨科目である「情報ネットワーク論」、「データベース論」、および、演習科目である「プログラミング演習」「ICT応用演
習」が該当する。

科目と

習得目

標・内

容

＜シラバスの概要（IT力必修科目および推奨科目）＞
・情報リテラシー：基礎的なコンピュータ、ネットワークの知識と情報処理運用能力の修得
・マルチメディア表現：基本的なマルチメディアファイルの作成と取り扱い、多数の素材を構成して作品を完成していくための知識と体験の修得
・データサイエンス：情報処理の基礎的内容を理解し、国家試験（ITパスポート試験）の受験に臨むための基礎知識の修得
・経営情報論：企業情報システムやＩＴを利用した企業戦略などの企業経営における経営情報の考え方と知識の修得
・eビジネス論：電子商取引などのネット事業や企業活動におけるeビジネスの考え方と知識の修得
・情報ネットワーク論：情報ネットワークの仕組み、管理、活用に関する基本的な知識および技術の修得
・情報システム：企業における情報システムの役割に関する知識の修得

情報リテラシー* ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現*

データサイエンス*

・青色網掛け：必修科目

・科目名称後の*印：教職「情報」履修科目

・記載されている科目はIT経営分野の履修モデルの一例

【 IT力】

英語Ⅰ～Ⅳ

自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ

総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

経済学概論

経営学概論 会計学総論 経営学原理 ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ

【推奨科目】

【演習科目】

【専門ゼミ（卒論）】

【 IT関連科目】

【実践科目】
実践ｾﾐﾅｰA

インターンシップ

実践ｾﾐﾅｰB

経営情報論*

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ論*

情報ｼｽﾃﾑ

eﾋﾞｼﾞﾈｽ論

データベース論*

ｼﾘｱｽｹﾞｰﾑ演習*

Webｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ*

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術*

Webデザイン

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習*

ビジネスデータ分析*ﾈｯﾄﾜｰｸ演習* ICT応用演習*

生産ｼｽﾃﾑ論

情報セキュリティ*

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴｺﾉﾐｰ論*

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ産業論*

情報科教育法Ⅰ* 情報科教育法Ⅱ*

電子決済論

情報と職業*
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目と

習得目

標・内

容

＜シラバスの概要＞
・グローバルマネジメント（日系企業の国際競争力の源泉を探求し、国際ビジネスの基本を学ぶ）、国際労働（日本や欧米諸国の労働市場の諸問題を経済的に分析し、理想的社会
像を探る）、日本経済論（経済大国の役割、日本経済の現状と特色を把握する）などを通じて世界経済と日本的経営への理解を深める。
・ＴＯＥＩＣ聴解・文法・読解：TOEIC試験の対策講座。
・ビジネス英語：ビジネステーマに関連する語彙や文型を学び、ビジネスの状況を理解し、会話能力を向上させる。
・実践セミナー：現場の第一線で活躍されている経営者や企業・機関幹部の方々により、経営の専門分野に関連する実践的な内容を学び、ビジネス現場の最新情報も入手する。
・海外ビジネス演習とインターンシップ：一年間の海外留学プログラムであり、語学だけでなく、現地のビジネスマナーや商業文化の体験と学習により、語学力の向上および国際的な
ビジネスセンスの修得を到達目標とする。
・英語討論と英語話術：英語のコミュニケーションスキルを学び、英語の会話・プレゼンテーション力を向上する。
・異文化理解演習A・B・C：米国、台湾、韓国の現地を訪問し、提携校学生との交流の他、異文化の体験と医療や文化施設、企業・病院の見学により、現地事情の理解を深めて、国
際の中における自己を知り、学生の国際視野を広げる　など。

　国際ビジネス分野　履修系統図

国際ビ

ジネス

分野に

おける

人材育

成目標

　経営学と経済学の基礎を基盤とし国際ビジネス環境を捉える視座を獲得する。急速に変化する現代社会では様々なビジネスが国際化し、国内の消費者をターゲットとしたビジネス
であっても競争相手は輸入品であったり、部品調達が海外でなされたりしている。世界の競争相手と渡り合える能力を備えた人材育成が急務とされている。この分野では異文化に
おける多様な価値観を理解し、「課題発見力・課題解決力」、「提案力・説得力」、「自己分析力・情報活用力」などの向上に加え、国際ビジネスの現場で確固とした視座を持ったリー
ダーとなりうる人材の育成を目的とする。
　学生が国際ビジネス分野において、企業の挑戦、国際ビジネスの動向や将来の課題、各国・地域の歴史と変動の読み方を学ぶことができ、国際関係、グローバル経営、異文化経
営理論に対する更なる理解をはかり、共通言語に慣れ親しみ活動の幅を広げることができる。

４年間

で習得

できる

資格等

　＜経営学検定＞企業システム、経営戦略、経営組織、経営管理、経営課題、経営のグローバリゼーション、企業経営と情報化、企業の社会的責任と企業倫理、環境経営について
経営学科全モジュールを通して学ぶ。
　＜英検（含STEP英検、日商ビジネス英語、TOEIC、IELTSなど）＞取得支援について、学生が必修の英語Ⅰ～Ⅳの４講義の中で基礎英語力を身に付ける他、ＴＯＥＩＣ聴解、ＴＯＥＩＣ
文法、ＴＯＥＩＣ読解の３講義から資格取得の対策を得ることができる。また、ビジネス英語、英語討論、英語話術の講義内容も試験問題の一部に含まれている。英語の専門ゼミや外
国語原書講読（英）では専門英語用語の指導があり、海外ビジネス演習（米）・インターンシップ（豪）においても英語力の実践を指導している。
　＜貿易実務検定＞ビジネス英語と実践セミナーで商業英語と貿易実務の関連内容を指導している。
　＜中国語・韓国語の検定＞海外ビジネス演習（中・韓）においては該当する外国語地域における語学やビネスマナー・商慣行の指導も行っている。また、異文化理解演習B・Cにて
短期間内、中国と韓国の文化や人々の生活と行動を観察し、その空気に触れる。
　国際ビジネス分野の在学期間中、語学関連の資格試験において、英検の高得点の他、中国語HSKの最高級である6級に合格した実績がある。

共
通

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
分
野

専
門

研究室

（ゼミ）

＜国際経営研究室＞
　研究室の特色は「国際」、「ベンチャー」、「起業」という３キーワードで集約されている。どこの企業で働いても「国際視野」が不可欠な現在、ベンチャービジネスの要素を取り組んだ
経営管理、組織のあり方、企業のグローバリゼーションを修得し、それによって個人が創造的な発想や異文化理解力を身につけてもらいたい。
＜グローバリゼーション研究室＞
　グローバリゼーション（国際化）について技術革新、世界的融和、環境変化の観点から捉えて、アメリカ一極支配によるアメリカナイズされたものに疑問を投げ、世界で起きている利
害関係が複雑に絡み合った事象の解明を目指す。なお、研究室内では英語のみを使用する。
＜国際地域経済研究室＞
　経済大国トップ20にはアジア、中東、中南米、アフリカの新興国と資源国がこれから続々と入ってくると予想される。その中、経営モデルや市場の変革を含むグローバル・イノベー
ションが重要となっている。それ故に、本研究室では途上国のマクロ経済をメインの研究テーマとし、中東地域を中心に経済成長において資源・エネルギー、人口などの要因から生
じる課題について、産業や貿易の構造から経済特性や課題解決策を分析している。また、中国の経済・社会構造の変化に関する研究もライフワークとして続けており、その経済・社
会の特性や課題を発見し、他の地域との共通課題や解決策を学生とも大いに議論していきたい。
＜異文化経営研究室＞
　企業やその他の組織において直ぐに活かせる「実践とセオリーの融合」を研究室のテーマとする。国際企業、異なる産業の最新ケーススタディを２ way 方式で学び、原因を探り、
結果を知り、解決策を導く。国内外の視点から討論し、有効なプレゼンテーションのアプローチを学びながらフィードバックに繋げる。ビジネスの基本を学ぶことはもとより、更なる国際
化に向け、中小、官民問わず、国内外で通用し活躍できるグローバル人材の基礎をつくる。

１年 ２年 ３年 ４年

網掛けは必修科目です。

破線枠・太字は国際ビジネス分野の推奨科目です。

科目名称後の＊印は教職「公民」の必修科目である。教職希望者がこの他にもカリキュ

ラム表にある教職課程関連科目を履修します。
その他の科目は国際ビジネス分野の履修モデルの一例です。英語Ⅰ～Ⅳ

情報リテラシー ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現

データサイエンス

キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ

総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 異文化理解演習

中国語Ⅰ・Ⅱ、韓国語Ⅰ・Ⅱ

文化人類学

哲学＊ 倫理学＊ 法学＊ 政治学＊

スポーツⅠ＊ スポーツⅡ＊

社会生活と法律＊社会学＊ 日本国憲法＊

心理学＊ 道徳教育の理論と実践＊ 教育心理学＊ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ演習＊

国際労働＊ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ＊

経営学概論 日本経済論＊会計学総論 経営学原理 外国語原書講読

経済学概論 経営法務＊ 会社法＊ ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ＊ 経済政策＊

ゼミナールⅣゼミナールⅡ ゼミナールⅢゼミナールⅠ

ビジネス英語海外ﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾐﾅｰ 海外ﾋﾞｼﾞﾈｽ演習・海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

ＴＯＥＩＣ聴解 ＴＯＥＩＣ文法 ＴＯＥＩＣ読解

実践ｾﾐﾅｰＡ英語討論 英語話術 実践ｾﾐﾅｰＢ
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目と

習得
目標・
内容

＜シラバスの概要＞
・まちづくり論ーまちづくりの定義、原則、歴史的展開、都市と農村のまちづくり、ソーシャルキャピタル、住民参加型まちづくり（ワークショップ）等を通じて活動に役立つ
基礎的なスキル（コミュニケーション、協働作業、調査技法等）を身に付ける。
・観光学概論ー観光学の歴史的展開、観光政策、観光資源、観光開発、観光マーケティング、国際観光、観光産業など日本経済において重要な地位を占める観光産
業・旅行業の現状を理解する。
・地域産業論ー地域の経済・産業分析に必要な統計資料の見方、活用方法を学ぶ。地域経済分析システム（RESAS）を用いて地域の現状を可視化し、SWOT分析等を
通して地域経済再生のための方策を探る。
・観光事業論ー観光ビジネスの構図、経営、マーケティング、観光資源の保護と適正利用、観光情報、観光市場、観光行政、旅行業、交通など観光の仕組みや観光
事業全般への理解を深める。
・事業構想論ー実社会で生き抜くには、「正解のある問題」への解答能力とは別に、「正解のない問題」への対処能力が非常に重要である。例えば現在の日本は、少
子高齢化、地方の過疎化、移民問題など、今までとは異なる諸問題に対処していかなければならない。本講義では、特に地域活性化に有用な事業構想を議論するこ
とを通じ実社会で必要な論理的な思考および説明能力を磨く。

観光・まちづくり分野　履修系統図

観光ま

ちづく
り分野
におけ
る人材

育成
目標

　地域社会においては、環境保護、高齢者・障がい者の介護・福祉から、子育て支援、まちづくり、観光等に至るまで、多種多様な社会課題が顕在化しつつあります。
このような地域社会の課題解決に向けて、住民、ＮＰＯ、企業など、様々な主体が協力しながらビジネスの手法を活用して取り組むのが、ソーシャルビジネスやコミュニ
ティビジネスと呼ばれる新しいビジネス領域です。
　観光・まちづくり分野では、「地域経営」の視点を採り入れ、地域産業、観光事業、公共政策、SDGｓ経営、都市・地域計画など幅広く学ぶとともに、実際の「まち」を題
材にフィールドスタディを取り入れながら、「意思疎通力（コミュニケーション）」、「企画力（プランニング」、「経営力（マネジメント）」、「事業化調査力（フィージビリティスタ
ディ）」、「行動力（アクション）」、「調整力（コーディネイト）」といったバランスの取れた都市・地域経営を担い、ソーシャルビジネスやコミュニティビジネス領域を含めたス
タートアップとなりえる人材育成を目指します。

４年間
で習得
できる
資格

等

＜目指す進路＞
社会の多様な課題に関心を持ち、様々な分野で活躍できる。地域経営力を活かし、地域産業や地域経済に関わるあらゆる職種、公務員、観光・旅行業（ホテル、旅行
代理店など）、地域金融機関、ゼネコン、まちづくり会社、まちづくりアドバイザー、NPO、メーカー、サービスプロバイダー、イベント・広告代理店、地域シンクタンク・コン
サルタント、地域おこし協力隊、学校教員などを対象とします。
＜目指す資格＞
　インバウンド実務主任者認定試験、旅行業務取扱管理者（総合・国内）、中小企業診断士、日商簿記、経営学検定、技術士補、測量士補、世界遺産検定、MOS検
定、ProjectWildエデュケーター、ProjectWETエデュケーター、アロマテラピー検定1級など。
　資格取得関連科目としては、推奨科目である「観光学概論」「観光事業論」「地域産業論」「まちづくり論」があり、各講義の中で基本的な資格取得の内容を指導す
る。また、経営学検定試験については、経営学科全モジュールを通して、経営戦略、経営組織、経営管理、経営課題（M&Aと買収防衛策、経営のグローバリゼーショ
ン、企業経営と情報化、企業の社会的責任（CSR）と企業倫理、環境経営）について学ぶ。

共
通 観

光
・
ま
ち
づ
く
り

（
地
域
経
営

）
分
野専

門

研究
室（ゼ
ミ）

＜まちづくり研究室＞
グリーン・ツーリズムやブルーツーリズム、海業といった地場産業と観光産業を組合せた観光まちづくりが、どのように生成し、展開しており、さらにいかなる政策的支援
が必要なのか、といった課題について調査研究する。実際に現場に足を運び、参与・非参与観察やインタビュー等の調査を行う。
　ゼミではグループワークや発表・討論を中心に行う。そのため、ゼミ生には十分な準備と積極的な参加が要求される。ゼミの活動を通じて、聴く、話す、調べる、整理
する力を養う。
＜観光学・SDGｓ経営研究室＞
地域の魅力を発掘し、地域活性化・地域再生につながる観光資源に関する研究を行う。観光資源を活用したまちづくりの実現に向けて、企画・計画・設計・経営まで踏
み込み、新しい地域再生モデル構築の検討を行う。また地域経営の視点よりＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）に関する基礎研究及び
地域社会・地域経済との関わりに関する研究を行う。
＜地域おこし研究室＞
文化財の活用を中心にまちづくり・まちおこしを研究領域としている。地域をよく観察して、地域資源の再発見を心がけています。
個人的には、ユーラシア大陸の東西交流に関心があり、イランのカナート（乾燥地域の地下水路）にルーツを求められるマンボ（農業用地下水路）に注目している。
東海市関連では、細井平洲先生（江戸時代の儒学者）の教えと弟子の上杉鷹山公(米沢藩第九代藩主）の藩政改革にもっと光を当てる方法を検討。
＜数値シミュレーション研究室＞
自動車や航空機の空気抵抗やエンジン内の燃焼効率の改善のための一手法としてコンピューターシミュレーション（数値解析）がある。しかしながら技術的・コスト的な
問題から高精度のシミュレーションを応用分野に適用するのは困難を伴う。このシミュレーションの汎用性能と精度とを改善するために、乱流（私達の身の回りの空気
や水の乱れた流れ）の性質を統計的に表現する研究を行っている。

１年 ２年 ３年 ４年

網掛けは必須科目です。

破線枠・太字は観光まちづくり分野の推奨科目です。

その他の科目は観光まちづくり分野の履修モデルの一例です。

英語Ⅰ～Ⅳ

情報リテラシー ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現

データサイエンス

キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ

総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 文化人類学

インターンシップ

事業構想論

経済学概論

実践セミナーA 実践セミナB

経営学概論 会計学総論 経営学原理

ゼミナールⅣゼミナールⅡ ゼミナールⅢゼミナールⅠ

地域産業論観光事業論 まちづくり論

環境経営論

観光学概論

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ産業論

社会学
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目と

習得

目標・

内容

＜シラバスの概要＞
医療管理学:医療マネジメント分野全般の概要を学びつつ、患者本位の安全・安心で質の高い医療提供を実践するための知識と理解を深め
る。
病院管理論:病院における総合的な医療・経営・組織管理の実践手法などについて修得する。
医療経営システム論:限られた財源の中で、安全・安心、安楽で質の高い医療を継続的に提供すべく遣り繰り、組織マネジメントの手法を
修得する。
地域医療学:人口減少する中、地域住民を中心とし地域医療に関わる問題を理解したうえで、地域における医療の質改善手法を修得する。
患者安全管理学:国民に対する医学基礎教育、医療者-患者パートナー・シップの確立、コミュニケーション・スキル強化などについて修得
する。
医学教育学:養成校における教育、職能団体による生涯教育、医療現場における教育が三位一体となり、医療人育成の教育技法を修得す
る。
医療オペレーション・マネジメント論:継続的な組織運用管理、医療の質・安全管理体制再構築のための新たな実践手法などについて修得
する。
医療コミュニケーション学:コミュニケーション能力強化のため、尊重対話法、即興学、コーチング技法、ファシリテーション技法等実践
力を修得する。

医療マネジメント分野　履修系統図

医療マ
ネジメ
ント分

野にお
ける人
材育成

目標

　医療マネジメント分野では、限られた財源の中で、いかに患者本位の安全・安心、安楽な質の高い医療提供を具現化するかを学問体系的
に学びつつ、対話力、コーチング、ファシリテーション、インプロヴィゼーション、シミュレーション実習や、上級救命講習修了認定証
（全員）取得等実践的教育対話力・組織力強化により病院経営・管理、医療専門職の統括など、組織全体のマネジメントを担う新たな医療
専門職（高度医療専門職）育成を目標とする。

４年間
で習得
できる

資格等

＜目指す進路＞
組織全体のマネジメントを担う新たな医療専門職（高度医療専門職）として、医療マネジメント職、医療質・安全管理部門職、医療メディ
エーター等のマネジメント職。高等学校教員（公民）などが挙げられる。
＜目指す資格＞
○上級救命講習修了認定証（全員取得）・・・・ゼミナールの講義の中で基本的な資格取得の内容を指導
○医療経営士・・・医療経営システム論、病院管理論、医療管理学、患者安全管理学等講義の中で基本的な資格取得の内容を指導
○医療機器情報コミュニケータ（MDIC）・・医療情報管理学、医療管理学、患者安全管理学等講義の中で基本的な資格取得の内容を指導
○医療情報技師・・・医療情報管理学、病院管理論、医療管理学、患者安全管理学等講義の中で基本的な資格取得の内容を指導

共
通

医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野

専
門

研究室
（ゼミ）

＜医療マネジメント研究室＞
　医療マネジメント分野では、限られた財源の中で、いかに患者本位の安全・安心安楽な質の高い医療提供を具現化するかを学問体系的に
学びつつ、対話力、コーチング、ファシリテーション、インプロヴィゼーション、シミュレーション実習や、上級救命講習修了認定証（全
員）取得等、より実践的に学び、対話力・組織力を強化すべく新たな医療専門職を養成する研究室である。さらにグループ・ワーク、プレ
ゼンテーション、医療関連研究会発表等を通し、4年次の卒業論文作成に臨む。

１年 ２年 ３年 ４年

網掛けは必須科目 記載されている科目は医療マネジメント分野の履

修モデルの一例です。記載なき科目は、それぞれ別に履修ルールに

沿い履修を行う。
英語Ⅰ～Ⅳ

情報リテラシー ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現

データサイエンス

キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ

総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

心理学 倫理学 身体の仕組みと病気

社会生活と法律 政治学保健科学

社会保障論経営学概論 患者安全管理学Ⅰ経済学概論 経営学原理 医療ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学

会計学総論 医学教育学医療情報管理学

医療経営ｼｽﾃﾑ論

病院管理論

地域医療学

医療ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ・ﾏ

ﾈｼﾞﾒﾝﾄ論
医療管理学

ゼミナールⅣゼミナールⅡ ゼミナールⅢゼミナールⅠ
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

共
通

ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野専

門

研究室
（ゼミ）

＊教職課程履修を原則とする。学校における保健体育指導者となるため、スポーツ関連の科目を中心に幅広く学修し、教科・技術ともに指導できる
力を磨くことを学ぶ。
＜スポーツマネジメント研究室＞
　現在のスポーツにおいて問題とされているテーマの中で、スポーツマネジメント・マーケティングに関する事柄を中心に見つけ、それを資料収集や調査によっ
て問題解決の糸口を探っていく。また地域クラブのマネジメント方法や指導方法、競技スポーツのチームマネジメントについて学ぶ。
＜運動生理学研究室＞
　運動を行うと心拍数が増加し、体温が上昇し、汗が流れ、筋肉や血液中に疲労物質である乳酸が現れる、などの生理学的な反応が起こる。このような身体の
反応は、運動の長期継続により身体の機能の変化として備わっていく。この変化は、スポーツの成績や健康増進のために非常に有益であるため、実践的な知
識を深めるとともに身体づくりやエネルギーの源になる栄養素についても知識を深める。
＜健康・体力学研究室＞
　健康の維持・増進や競技パフォーマンスの向上を目的に、健康管理やトレーニングプログラム作成のための知識を身につけ、中・高齢者の運動教室やアス
リートのトレーニング現場で活躍するための土台を築く。

１年 ２年 ３年 ４年

科目と習
得目標・
内容

＜シラバスの概要＞
生涯スポーツ論：現代社会が抱える問題を、スポーツ活動を通じて如何に解決をしていくかを国や地域の政策を基に知識を養う学問である。
トレーニング論：スポーツ活動の目的に応じたトレーニングを効率的に行うための計画と手法について学ぶ。
スポーツマネジメント論：運動・スポーツを題材にした経営や管理について運営および戦略をどのように考えるかを学ぶ。
コーチング論：選手やチームの目標をいかに達成するかを前提に、指導者としての資質向上やマネジメント法を学ぶ。
運動ｽﾎﾟｰﾂ生理学：運動・スポーツ活動が身体におよぼす影響を学修し、方法学的・栄養学的・トレーニング論的な分野に通ずる基礎的な学問である。
体育ｽﾎﾟｰﾂ社会学：全般的な「スポーツ」の成り立ち、意義および在り方と「ヒト」「モノ」「カネ」がおよぼすスポーツ活動について学ぶ。
ｽﾎﾟｰﾂ産業論：スポーツ活動にまつわる用具や施設の商業および変遷が現代のスポーツにおける経済効果（ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ）に如何に影響しているかを学ぶ。
ｽﾎﾟｰﾂ心理学：スポーツのパフォーマンスにおよぼすメンタリティや目標に向けた動機付けなど、心理的側面についての基礎的な学問である。
ｽﾎﾟｰﾂ行政論：スポーツ活動を行うにあたり国や地域から受ける助成や規制などの行政や取り組みについて学ぶ学問である。
ｽﾎﾟｰﾂ実技：各種スポーツ種目の特性を理解し、年齢・性別・身体能力にあった指導方法を学び、実践に繋げていく。

スポーツマネジメント分野（スポーツマネジメント）　履修系統図

スポーツ

マネジメ
ントにお
ける人材
育成目標

　スポーツ技術の向上や、チームづくり、楽しくスポーツができる環境をつくるために、スポーツに「マネジメント(経営)」視点を取り入れ考えることが必要である。
スポーツ技術や指導方法のみならず、施設の管理・大会運営等のマネジメント方法も学ばせていく。
さらに教職課程を履修することで中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）を取得し幅広く活躍できる人材を育成する。

４年間で
習得でき
る資格等

＜目指す進路＞
運動・スポーツを「みる」「する」だけでなく「支える」能力を身に付け、スポーツを指導する様々な職種で活躍する。中学校・高等学校（保健体育）教員、スポーツ
指導者、スポーツトレーナーなどが挙げられる。
＜目指す資格＞
中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）。スポーツ指導員資格（日本スポーツ協会）、トレーニング指導者資格（日本トレーニング指導者協会などが挙げ
られる。
各指導者資格を取得（受験）するためには、運動・スポーツ生理学、体育・スポーツ社会学、運動心理学、生涯スポーツ論、スポーツ医学論、トレーニング論、ス
ポーツ産業論、スポーツマネジメント論、スポーツ心理学、スポーツ医科学、スポーツ栄養学、健康概論、バイオメカニクス、コーチング論、スポーツ行政論など
の科目を修得する必要がある。
教員…スポーツ関連科目（講義・実技）全般＋教職課程

網掛けは必須科目です。

破線枠・太字はスポーツマネジメントの推奨科目です。

その他の科目はスポーツマネジメントの履修モデルの一例です。

経営学原理経営学概論 会計学総論

経済学概論

運動・ｽﾎﾟｰﾂ生理学 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 コーチング論生涯スポーツ論 トレーニング論

体育・ｽﾎﾟｰﾂ社会学 スポーツ心理学スポーツ産業論 健康概論スポーツ医学論 スポーツ行政論

スポーツ栄養学体育・スポーツ史 スポーツ医科学 衛生・公衆衛生学

バイオメカニクス運動心理学

ｽﾎﾟｰﾂ科学演習Ⅰ ｽﾎﾟｰﾂ科学演習Ⅱ

レクリエーション

基礎実習Ⅰ

レクリエーション

基礎実習Ⅱ

レクリエーション

実技Ⅰ卓球

レクリエーション

実技Ⅱﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

スポーツ実技Ⅲ

柔道

スポーツ実技Ⅲ

水泳

スポーツ実技Ⅲ

剣道

スポーツ実技Ⅳ

ハンドボール

スポーツ実技Ⅰ

体操

スポーツ実技Ⅱ

バレーボール

スポーツ実技Ⅰ

陸上

スポーツ実技Ⅱ

サッカー

スポーツ実技Ⅲ

ダンス

スポーツ実技Ⅳ

バスケットボール

実践ｾﾐﾅｰＡ 実践ｾﾐﾅｰＢ

スポーツⅠ スポーツⅡ

英語Ⅰ～Ⅳ

情報リテラシー ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現

データサイエンス

キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ

総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

ゼミナールⅣゼミナールⅡ ゼミナールⅢゼミナールⅠ

【推奨科目】

【専門ゼミ（卒論）】

【実技/演習科目】

【資格取得科目】
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研究室

（ゼミ）

＜スポーツビジネス研究室＞
　現在のスポーツにおいて問題とされているテーマの中で、スポーツマネジメント・マーケティングに関する事柄を中心に見つけ、それを資料収集や調査によって
問題解決の糸口を探っていく。また地域クラブのマネジメント方法や指導方法、競技スポーツのチームマネジメントについて学ぶ。
＜運動生理学研究室＞
　運動を行うと心拍数が増加し、体温が上昇し、汗が流れ、筋肉や血液中に疲労物質である乳酸が現れる、などの生理学的な反応が起こる。このような身体の
反応は、運動の長期継続により身体の機能の変化として備わっていく。この変化は、スポーツの成績や健康増進のために非常に有益であるため、実践的な知
識を深めるとともに身体づくりやエネルギーの源になる栄養素についても知識を深める。
＜健康・体力学研究室＞
　健康の維持・増進や競技パフォーマンスの向上を目的に、健康管理やトレーニングプログラム作成のための知識を身につけ、中・高齢者の運動教室やアス
リートのトレーニング現場で活躍するための土台を築く。

１年 ２年 ３年 ４年

科目と

習得目

標・内

容

＜シラバスの概要＞
生涯スポーツ論：現代社会が抱える問題を、スポーツ活動を通じて如何に解決をしていくかを国や地域の政策を基に知識を養う学問である。
トレーニング論：スポーツ活動の目的に応じたトレーニングを効率的に行うための計画と手法について学ぶ。
スポーツマネジメント論：運動・スポーツを題材にした経営や管理について運営および戦略をどのように考えるかを学ぶ。
コーチング論：選手やチームの目標をいかに達成するかを前提に、指導者としての資質向上やマネジメント法を学ぶ。
運動ｽﾎﾟｰﾂ生理学：運動・スポーツ活動が身体におよぼす影響を学修し、方法学的・栄養学的・トレーニング論的な分野に通ずる基礎的な学問である。
体育ｽﾎﾟｰﾂ社会学：全般的な「スポーツ」の成り立ち、意義および在り方と「ヒト」「モノ」「カネ」がおよぼすスポーツ活動について学ぶ。
ｽﾎﾟｰﾂ産業論：スポーツ活動にまつわる用具や施設の商業および変遷が現代のスポーツにおける経済効果（ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ）に如何に影響しているかを学ぶ。
ｽﾎﾟｰﾂ心理学：スポーツのパフォーマンスにおよぼすメンタリティや目標に向けた動機付けなど、心理的側面についての基礎的な学問である。
ｽﾎﾟｰﾂ行政論：スポーツ活動を行うにあたり国や地域から受ける助成や規制などの行政や取り組みについて学ぶ学問である。
ｽﾎﾟｰﾂ実技：各種スポーツ種目の特性を理解し、年齢・性別・身体能力にあった指導方法を学び、実践に繋げていく。

スポーツビジネス分野（スポーツビジネス）　履修系統図

ｽﾎﾟｰﾂ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

におけ

る人材

育成目

標

　スポーツビジネスが華やかな昨今、それぞれのｽﾎﾟｰﾂに多数の観客が押しかける中、その運営に大きなノウハウが必要となっている。
スポーツビジネスの分野では、スポーツ技術の向上のみならず、チームづくりのために、楽しくスポーツができる環境をつくるためのスポーツビジネスについて学
問だけでなく実技を通じてスポーツ運営、競技運営、大会運営のできる人材を育てていく。
　将来、スポーツ指導者、専門家として、またスポーツに関連する企業や施設など、スポーツを支える場で活躍できる人材づくりを目指す。

４年間

で習得

できる

資格等

＜日本スポーツ協会：スポーツ指導員資格＞
・・・下記科目の他に必要な科目を履修し、取得申請することで取得できる

＜日本トレーニング指導者協会：トレーニング指導者資格＞
・・・下記科目の他に必要科目を履修することで、受験資格を得ることができる

網掛けは必須科目です。
破線枠・太字はスポーツビジネスの推奨科目です。
その他の科目はスポーツビジネスの履修モデルの一例です。
机上だけでなく、実技を通じて学べることが多い。実技演習系も履修したい。

経営学原理 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 コーチング論経営学概論 会計学総論

スポーツⅠ スポーツⅡ

運動・ｽﾎﾟｰﾂ生理学

生涯スポーツ論経済学概論 トレーニング論

スポーツ実技Ⅰ

体操

スポーツ実技Ⅲ

水泳

スポーツ実技Ⅰ

陸上

スポーツ実技Ⅱ

サッカー

レクリエーション

実技Ⅰ卓球

スポーツ実技Ⅱ

バレーボール

レクリエーション

基礎実習Ⅰ

レクリエーション

基礎実習Ⅱ

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ実技Ⅱ

バドミントン

英語Ⅰ～Ⅳ

実践ｾﾐﾅｰＡ 実践ｾﾐﾅｰＢ

スポーツ栄養学

バイオメカニクス

体育・ｽﾎﾟｰﾂ社会学 スポーツ心理学スポーツ産業論 健康概論スポーツ医学論 スポーツ行政論

運動心理学 スポーツ医科学

情報リテラシー ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現

データサイエンス

キャリアサポートⅠ キャリアサポートⅡ自分づくりゼミⅠ 自分づくりゼミⅡ 自分づくりゼミⅢ 自分づくりゼミⅣ

総合基礎演習Ⅰ 総合基礎演習Ⅱ

ゼミナールⅣゼミナールⅡ ゼミナールⅢゼミナールⅠ
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星城大学発行 2021年 4月 1日 

 

学校法人名古屋石田学園 

星 城 大 学 

 

 【本部東海キャンパス】         【名古屋丸の内キャンパス】 

〒476－8588              〒460－0002 

愛知県東海市富貴ノ台二丁目 172 番地   愛知県名古屋市中区丸の内一丁目 4番地 10号 

 

電話：052－601－6000          電話：052－221－9884 

 

 


